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　とある夜、俺おれはひさしぶりに夢を見た。

　しかし、俺はけっこう眠ねむりが深いほうなので、夢を見たって片かたっ端ぱしから忘れてしまうのが常なのである。

　だからその夢も、目を覚ますと同時に内容は忘れてしまっていた。

　そういえばそんな夢を見たような気がするなあと不意に思い出したのは、すべてに決着がついた後のことだった。




　夢の中で、俺は小学生になったばかりの小さな子どもだった。

　親おや父じはビールを飲みながら、テレビでひいきの野球チームを応おう援えんしている。

　母親は、台所に立ってタマネギか何かを刻んでいる。

　俺の家は大衆食堂をやっていたので、その日はきっと週にいっぺんの定休日だったのだろう。そうでもなければ、夕ゆう餉げの時間に家族全員がそろうことはありえない。

　まるで昭和のホームドラマみたいに、ありふれた情景だ。

　あんまり野球に興味のなかった俺は、コマーシャルの隙すきをついて、親父に語りかけた。

「ねえ。どうしてお父さんのほうが上手に料理できるのに、家ではお母さんが晩ごはんを作ってるの？」

「馬ば鹿か、お前――」と、親父は慌あわてた様子で顔を寄せてくる。

「いきなり何てこと言うんだよ？　母さんに聞こえたらどうするつもりだ？」

「だからちっちゃな声で喋しやべってるんじゃん。……ねえ、どうして？」

「お前なあ。……お前は母さんの料理が嫌きらいなのかよ、明あ日す太た？」

「ううん。大好き」と、ぷるぷる首を振ふる俺、六歳。

　我ながら、何とも可愛かわいらしい子どもだったと思う。

「でも、お父さんの料理はもっと好き。お父さんのが、一番おいしいもん」

　今だったら絶対に言わないような台詞せりふである。

　そして、言うべき相手も失ってしまった。

「そりゃあまあ……俺はプロの料理人で……美う味まい料理を作るのが仕事だけどよ……」

　と、複雑な顔つきで悩なやむ親父、たぶん三み十そ路じを少し過ぎたあたり。

　おそらく俺の返答次第では鉄てつ拳けん制裁すら辞さない気持ちでいたのだろうが、こんな発言をする六歳児を殴なぐれるはずがない。ざまあ見やがれだ。

「だいたい、お前は毎日まかないで俺の飯を食ってるだろうが？　週にいっぺんぐらい母さんの手料理を食べたいとか思わないのか？」

「食べたくないなんて言ってないじゃん。ただ、不思議だなあって思っただけだよ」

　テレビ画面では、とっくに試合が再開されていた。

　しかし親父は俺のほうを向いたまま、「うーむ」と腕うでを組んでしまっている。

「だけどやっぱり、そいつは考かんがえ違ちがいってもんだ。家では母さんが料理を作るべきなんだよ」

「なんで？」

「なんでって……それは、俺が料理人だからさ」

　真ま面じ目めくさった顔つきで、親父はそう言った。

「料理人は、お客に料理を作るのが仕事だ。家で家族に料理を作るのは、料理人じゃなく母さんの仕事なんだよ」

「ふーん……？」

　わずか六歳であった俺に、そんな言葉がきちんと理解できたわけもない。

　ただ、こんな風に夢にまで見てしまったということは、何かしら印象的な言葉ではあったのだろう。




　その一年後に母は亡なくなり、もっとずっと母さんの手料理を食べていたかったと、俺は泣いた。







第一章　月下の幕間劇
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　森もり辺べの最長老ジバ＝ルウは、生きる喜びを思い出すことができたと言って、俺とアイ＝ファに祝福を授さずけてくれた。

　それは本当に嬉うれしいことだった。最高の結末といっても言い足りない。アイ＝ファにとっても大事な存在であるジバ＝ルウの人生にこのような形で関かかわれたことは非常な喜びであったし、俺自身、心が打うち震ふるえるような感動を覚えることができたのだ。

　しかし――その数時間後、俺は無人の家でひとり煩はん悶もんすることになった。

　アイ＝ファはいない。

　リミ＝ルウもいない。

　しんと静まりかえった部屋の中で、俺は怒いかりと屈くつ辱じよくの念にまみれて、のたうち回ることになってしまったのだった。

（くそっ！　何なんだよ、いったい！）

　べつだん拘こう禁きんされているわけではない。アイ＝ファやリミ＝ルウはジバ＝ルウの寝しん室しつで旧交を温めている真っ最中であるため、お留守番を仰おおせつかっただけだ。

　ルウ家の集落にある家のひとつであるこの家は、ドンダ＝ルウの弟だか甥おいっ子こだかの持ち物であったらしい。それが先年、家族が減って生活が苦しくなったため他ほかの家に移り住み、空き家になってしまったのだそうだ。

　で、ファの家は遠いので今こ宵よいはこの家で休んでいくといい、というルウ家の配はい慮りよをありがたく頂ちよう戴だいすることになったわけだが――とにかく俺は、不満で不満でしかたがなかった。

　かといって、誰だれにこの不満をぶつければいいのかもわからない。

　あえて言うなら、悪いのは自分だ。

　だから俺は、やり場のない感情を胸中に抱かかえこみつつ、ひとりでジタバタともがき苦しむことになったのだった。




　　　　　◇




　数時間前、ルウの本家の広間にて。

「……今日はルウの集落で眠っていくのだろう、アイ＝ファ……？」と、ジバ婆ばあさんはゆっくりと少しずつ食事を進めながら、そんな風にアイ＝ファへと語りかけた。

「もうすっかり暗くなってしまったからねえ。……夜の道は危ないから、今日は空いている家で休んでいっておくれ」

「いや、それには及およばない。火の準備さえあれば何も危険なことはないのだから、燭しよく台だいでも貸してもらえればそれで十分だ」

「おやおや……確かにあんたは立派な狩人かりうどに育ったみたいだけど、婆ばばのためにも休んでいっておくれよ、アイ＝ファ……」

「しかし……」

「だって、あんたにも家長としてのつとめがあるから、そうそうルウの集落まで顔は出せないのだろう？　この婆にはファの家まで歩いていく力もないし……それならせめて、今宵はこの婆の相手をしていっておくれよ。数年ぶりに、ようやく顔を合わせることができたんだからさ……」

　さすがのアイ＝ファも、この申し入れを固辞することはできなかった。

　が、それは一向にかまわないのである。どうも家長のドンダ＝ルウには現在のアイ＝ファに嫁よめ入いりをすすめる気配など毛頭見られないし、それならジバ婆さんやリミ＝ルウとの交流を結びなおすべきであろう、と俺も愚ぐ考こうする次第だ。

　だから、問題はそこではなかった。

　問題は、その後に生じたのだった。

　どうも全員の食事が終わらないと席を立ってはいけない習わしであるようなので、その後はリミ＝ルウがジバ婆さんに付つき添そうことになり、俺とアイ＝ファは自分の食事に戻もどることになった。

　その間、家長のドンダ＝ルウが延々と俺の料理を罵ば倒とうし続けてくれたのである。

「こんなもんは狩人の食うものではない」「よくもムントの餌えさなどを食わせてくれた」「俺の生命が穢けがされた」と、それはもう罵ば詈り雑ぞう言ごんの雨あられであった。

　だけどまあ、余よ所そ者ものに対する反発心だとか、家長としての立場だとか、この荒あらくれ者ものにも何かしら理があって人の料理をけなしてくれているのだろうと思い、俺もそんなには気に留とめていなかった。ジバ婆さんにはあれほどまでのお言葉をいただけたのだから、完全に満ち足りた気持ちを保持することができたのである。

　そこに亀き裂れつが生じたのは、アイ＝ファに続いて俺が最後の一口を食べ終えた直後のことであった。

「いい加減にしてください！　どうしてそんなにアスタの料理を悪あし様ざまに罵ののしるのですか？　ジバ婆はあんなに喜んでくれたじゃないですか！」

　そんな風に叫さけんだのは、一足先に食事を終えていたレイナ＝ルウである。

　青く燃えるドンダ＝ルウの双そう眸ぼうが、うるさそうに次姉の可か憐れんな姿をねめつける。

「悪いものを悪いと評して何が悪い？　最長老もさっき言っていただろうが。何が正しいかは人それぞれだってな。こんなムントの糞くそみてえな食事をありがたがるのは、歯の抜ぬけた老人だけだってことだ」

　レイナ＝ルウは、しばらく口くち惜おしそうに黙だまりこみ――そして、おもむろに立ち上がった。

　そうして角と牙きばの首くび飾かざりを外しながら、ゆっくり俺とアイ＝ファのもとに近づいてくる。

「おい……」と、ドンダ＝ルウの双眸がいっそう不ふ穏おんな輝かがやきをみなぎらせたが、レイナ＝ルウはかまわずに膝ひざをつき、俺とアイ＝ファに牙だか角だかを一本ずつ捧ささげてきた。

「ルウの家のレイナ＝ルウより、ジバ＝ルウの魂たましいを救い、そしてルウ家の生命に安らぎを与あたえてくれたファの家のアイ＝ファとアスタに、心よりの祝福を授けたく思います」

「ええ？　おい、大だい丈じよう夫ぶなのかい、レイナ＝ルウ……？」

　と、俺はこっそり耳打ちしようとした。

　が、それよりも早くアイ＝ファに肩かたを小こ突づかれてしまう。

「黙って受け取れ。ギバの角と牙を贈おくるのは、森辺の民たみにとって神聖な行こう為いなのだ。それを拒きよ絶ぜつするということは、相手の尊厳と誇ほこりを踏ふみにじるにも等しいことであろう」

　そう言って、アイ＝ファは「レイナ＝ルウの祝福を賜たまわる」と、白い牙を受け取った。

　しかたないので、俺も「ありがとう」と、それに倣ならう。

「レイナ……貴様はルウの家の名を汚よごすつもりか？」

　底ごもる、大おお地じ震しんの前まえ触ぶれを思わせる重々しい声で、ドンダ＝ルウが囁ささやいた。

「俺への当てつけで偽いつわりの祝福を授けるなんて、そんな真ま似ねが許されるとでも思っているのかよ……？」

　レイナ＝ルウは恐きよう怖ふに青ざめながら、それでも気き丈じように父親を見つめ返す。

「偽りなんかではありません！　ジバ婆のこととは関わりなく、わたしは心からアスタの作る料理を素す晴ばらしいと思ったのです。ギバの肉がこんなに美お味いしく食べられるということを、わたしは初めて知りました。食べることは、すなわち生きること――つまり私は、ジバ婆と同じように生きることの喜びを強く実感することができたのです！」

「貴様……正気か？」と、ドンダ＝ルウが低い声でつぶやいた。

　そのいぶかしげな声の響ひびきにこそ、俺は何がなしハッとさせられた。

　しかし、その正体が知れる前に、リミ＝ルウが「リミも！」と勢いよく立ち上がった。

　ジバ婆さんを振り返り、「大丈夫だよ」とうなずきかけられると、そのそばを離はなれて俺たちのほうに駆かけ寄よってくる。

　その幼い顔には、もちろん幸福そうな笑えみがいっぱいに広がっていた。

「アスタ！　アイ＝ファ！　今日は本当にありがとう！　とってもとっても美味しかったから、リミ＝ルウからも祝福です！」

　三本目のお祝い品――なんて気安いものではなさそうな品が、俺とアイ＝ファの手の平に載のせられる。

「そうねぇ……祝福に値あたいする、素晴らしい食事だったわぁ……」

　むやみに艶つやっぽい声こわ音ねとともに、長ちよう姉しのヴィナ＝ルウもゆらりと立ち上がる。

「『素晴らしい食事』なんてものが森辺に存在するっていうことを、わたしは初めて知ったのだもの……確かにこれは、森辺に生きる人間として祝福せずにはいられないわよねぇ……」

「まったくねえ。本当にその通りだよ、ヴィナ」と、続いて立ち上がったのは、ティト・ミン婆さんだ。

「信じられねえ！　何なんだ、こりゃあ!?」

　ドンダ＝ルウが、再び叫んだ。

　しかし、そのひび割れた声に満ちた激情は――怒りではなく、驚きよう愕がくのそれだった。

「俺の家族はみんな頭がおかしくなっちまったのか？　やっぱりあの糞みてえな食事には人間の正気を失わせるアパスの毒でも入っていたのか？　だけど、それなら全員がおかしくなっちまうはずだよなあ!?」

　五つの牙と角を握にぎりしめながら、俺はまじまじとドンダ＝ルウを見つめてしまう。

　ドンダ＝ルウは、本気で困こん惑わくしているようだった。

　本気で家族の正気を疑っているかのようだった。

「ひょっとしたら、他の連中も俺に怒ど鳴なりつけられるのを怖こわがって小さくなってるだけなのか？　だったら遠えん慮りよはいらねえから、好きなように振る舞ってみろ！」

　そうすると、非常におずおずとした様子で、長ちよう兄けいジザの嫁よめであるサティ・レイ＝ルウが立ち上がろうとした。

　ヴィナ＝ルウと同じぐらいの年ねん齢れいで、明るい褐かつ色しよくの髪かみを肩のあたりで綺き麗れいに切りそろえた、清せい楚そな雰ふん囲い気きの女性である。

　完全に立ち上がる前に夫を振り返り、鷹おう揚ように微笑ほほえみかけられると、安あん堵どの表情を浮うかべてこちらに近づいてくる。

「ルウの家のサティ・レイ＝ルウより、ファの家の家長アイ＝ファと家人アスタに、祝福を贈ります。……不思議で素す敵てきな食事をありがとう」

　そして、彼かの女じよが席に戻ると、今度はその隣となりに座していた恰かつ幅ぷくのいい女性が腰こしをあげる。

　少し白いものがまじった赤っぽい髪に、くっきりと色の濃こい茶色の瞳ひとみ。むきだしの腕と肩にはパンと肉が張り、いかにも肝の据わっていそうな壮そう年ねんの女性。

　リミ＝ルウたちの母親であり、ドンダ＝ルウの妻である、ミーア・レイ＝ルウだ。

「何だかよくわからないね。美味しいものは美味しいでいいじゃないか？　あたしはもう腰が抜けそうになるぐらい感動しちまったよ」

　石像のように動かなくなってしまった夫を横目に、実に力強い足取りで近づいてくる。

　ミーア・レイ＝ルウは、きわめて朗ほがらかな微び笑しようをたたえながら、俺たちに牙と角を差しだしてくれた。

「美味しかったよ。ジバ婆のことも、本当にありがとうね。……まったく、うちの家長は何を意固地になってるんだか」

　母は強し、という言葉を体現したかのような笑え顔がおである。

　この場にいるうちの七人がこの女性から産み落とされたのかと思うと、素す直なおにすごいなあと思えてしまう。

　ともあれ、これで七つ目の祝福だ。

「……親父、さっきの台詞は本当だろうなあ？　後で俺だけぶん殴るなんてのは勘かん弁べんしてくれよ？」

　と――まだ幼さの残った声で言い、末まつ弟ていのルド＝ルウが立ち上がった。

　黄おう褐かつ色しよくの髪をかき回しながら、ずかずかと俺たちのほうに近づいてきて、荒っぽく腰を落とす。

「なあ、お前は何なんだよ？　東の王国には魔ま術じゆつ師しだとかいう得体の知れない連中がいるそうだけど、まさか、魔ま法ほうでギバの肉をあんな風に変えちまったわけじゃねーだろうなあ？」

「魔法ではないさ。ほうちょ……刀と火を使った、ただの技術だよ」

　アイ＝ファが何も答えないし、そもそもそれはどう考えても俺に対する問いかけであったので、とりあえずはそんな風に答えてみた。

「ふん」と面おも白しろくもなさそうに鼻を鳴らし、今度は色の淡あわい瞳でアイ＝ファを見る。

「お前、本当にいい女になったな、ファの家のアイ＝ファ。もったいねえ。もっと女らしくしてりゃあ、兄貴じゃなくって俺が嫁にもらっても良かったのによ」

「…………」

「ま、掛かけ値ねなしに美味い食事だった。正直に言って、また明日あしたから変わりばえもしないポイタン汁じるを食うのかと思うと泣けてくるぐらい、美味かった。お前、アイ＝ファの旦だん那なじゃねえんなら、うちの女衆に婿むこ入いりしちまえよ」

「い、いやあ、相手にも選ぶ権利ってものがあるからねえ」

「ふん。ちびリミ以外だったら、どれでも好きにしてくれていいんだけどな」と、最後の部分だけは小声で言って、アイ＝ファと比べても優まさり劣おとりがないぐらいの戦利品がぶら下がった首飾りを外す。

「すっげー美味かった。だから、祝福してやらあ。このルド＝ルウの初めての祝福だ。ありがたく受け取りやがれ」

　そうして小生意気な末弟が席に戻ると、その後は奇き妙みような沈ちん黙もくだけが残った。

「……もう、いねえんだな？」と、下した顎あごの髭ひげをしごきながら、ドンダ＝ルウが視線を巡めぐらせる。

「あんなもんは人間の食うものじゃねえっていう俺と同じ気持ちでいるのは、たったの三人だけってことか」

「何もそこまでは思ってないよ。何でも自分を基準にするのはやめてくんない？」

　三姉のララ＝ルウが不満そうな声をあげる。

　赤い髪を頭のてっぺんでくくった、末弟に劣らず小生意気そうな女の子である。個性ゆたかな七兄弟の中で、この三女と末弟だけは顔立ちや雰囲気が少し似ているかもしれない。年齢はルド＝ルウよりももっと若く、せいぜい十二、三歳といったところだろう。

「焼いたポイタンとギバの煮に汁じるは、すげーと思ったけどね。肝かん心じんのギバがねちゃねちゃで気色悪かったから、祝福するほどじゃないやって思っただけだよ。……本当はジバ婆のことだけでも祝福したっていいぐらいなんだけどさ。なんかみんな、本気であんなのを美味しいとか思ってるみたいだったから、あたしはやめておいた」

「なるほどな。……ダルム、貴様はどうなんだ？」

　狼おおかみみたいに鋭するどい風ふう貌ぼうをした次じ兄けいは、「何も語る言葉はない」と返事を拒きよ否ひした。
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「ふん。ジザ、貴様は？」

「……別にそこまで気にする必要はないでしょう、家長ドンダ。どんな形をしていても、どんな味をしていても、ギバはギバだし、ポイタンはポイタンです。どんなに工く夫ふうを凝こらしたところで、腹の中に収まってしまえば変わりはありません」

「そんなこたあ、今さら言われるまでもねえんだよッ！」

　家長の目が、火のように燃えあがる。

　長兄は、そんな父親を糸のように細い目で見返しながら、ゆったり微笑した。

「美味いか不ま味ずいかの話ですか。それも、ララが言った通りですよ。ポイタンにこのような食べ方があるのかと驚おどろきましたし、煮汁にはあのギバの汚きたならしい臭においが感じられず、それでいてギバの生命を強く感じました。……しかし、あの赤い蜜みつがかかったギバの肉、あんな柔やわらかい肉を食べても、ギバを食べた気がしません。あんな肉を毎日食べていたら、それこそ歯が力を失ってぽろぽろと抜け落ちてきてしまいそうな恐怖を感じます」

「そう――そうなんだよ！　だから俺は、あんなもんは森辺の狩人が食べるもんじゃねえと思ったんだ！」

　ようやく何かが腑ふに落ちた様子で、ドンダ＝ルウの顔に生気が蘇よみがえってくる。

「俺のこの歯は、ギバの固い肉を喰くいちぎるための歯だ！　ギバを仕留めるこの腕や、森を走るこの足と同じように、この森辺で生きるための大事な道具のひとつなんだよ！　道具は、使わなきゃ錆さびちまう。貴様らが俺に食わせたのは、俺の生命を錆びつかせる悪い食事だったってことだ！」

「それは……」と反論しかけた俺の腕を、アイ＝ファがそっとつかんできた。

　落ち着き払った青い瞳が、「やめておけ」と語っている。

「もちろんそれは、俺が森辺の男衆であり、狩人だからだ！　だから……歯のない老人には、何よりも正しい食事だったんだろうよ」

　と、ついには不ふ遜そんな笑みをも復活させ、その老人を振り返る。

「我が祖母にして、最長老のジバよ。最長老の言葉は正しかった。あれで最長老の魂が蘇ったというのなら、俺は自分の吐はいた言葉を潔いさぎよく飲み下そう。あれは、ムントの餌じゃねえ。森辺の民として誰よりも永き時を生き、惜おしみなく森辺の仕事に従事してきた敬愛すべき祖母を救う、薬だ！　宝だ！」

「ふうん……何だかいつになく素直じゃないかい、家長ドンダよ……？」

「俺はいつだって正直だ！　正しいものは正しいと認め、悪いものは悪いと断ずる。その覚かく悟ごがなければ、家長なんざつとまるもんかよ？」

　そして、その猛たけ々だけしい目が、俺とアイ＝ファのほうに向けられる。

「ファの家のアイ＝ファ！　その家人アスタ！　貴様たちは、ルウの家の最長老たるジバ＝ルウを救った！　ルウの家の家長として、これまでの非礼をわびるとともに、あらためて感謝の言葉を捧げさせてもらう！」

　アイ＝ファは、無言で目礼をした。

　俺はそろそろ明確になってきた感情をもてあましつつ、ドンダ＝ルウの姿を見すえる。

　ドンダ＝ルウは、心ここ地ち好よさそうに笑っていた。

　長年の疑念がようやく解き明かされたかのような、実に清すが々すがしげな顔つきで。

「貴様たちの食事は、俺にとっては毒だった。しかし、最長老にとっては薬となった。一夜限りの毒なんぞで俺の魂は錆びついたりしねえから、毒を食わされた罪は不問にしてやろう。貴様たちが手にしたその角と牙は、貴様たちの行為に対する正当な祝福だ。誰に負い目を感じることもなく、堂々と自分の血肉にするがいい！」
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　そうして時は、現在に至る。

　アイ＝ファは俺に「先に寝ねていろ」と告げてジバ婆さんの寝しん所じよにおもむき、俺は眠れぬ夜を過ごしている。でかい空き家に寝ね転ころがって、ひとりでジタバタとあがいている。

（毒って言い草は何なんだよ！　畜ちく生しよう、あのギバ親父……ひとりでスッキリした顔をしやがって！）

　おそらくドンダ＝ルウは、次々と俺たちに祝福を授けようとする家族の姿を見て、不安になってしまったのだ。家族の頭がおかしくなってしまったのか――あるいは自分が正気を失ってしまったのか、と。

　しかし、長兄ジザの言葉を聞き、その理由を知ることができた。いみじくも、最初にジバ婆さんが言っていた通り、「美味いかどうかなど人それぞれなのだ」と。

　それで、誰も正気を失ってなどいなかった、と安堵することができたのだろう。

　しかし――同時にそれは、彼かれが本気で『ギバ・バーグ』を「不味い」と感じていた、ということになる。

（そりゃあ好みは人それぞれだからな！　ハンバーグがお気きに召めさない人間だっているだろうさ。そもそもあれは、歯の弱いジバ婆さんのために準備した料理なんだし！）

　そうも思う。

　だが、その上で晩ばん餐さんの献こん立だてにハンバーグを選んだのは、俺の判断であったのだ。

　アイ＝ファやリミ＝ルウからいただいた賞賛の言葉を頼たよりに、俺は何の疑問もなくハンバーグを――この森辺の集落ではあまりに馴な染じみのない異世界の料理を、当たり前みたいに提供してしまった。

　きちんと内容を吟ぎん味みすれば、ハンバーグと一いつ緒しよに別の肉料理を出すこともできたはずだ。

　俺はそこまで気を回すことができなかった。

　だから、悪いのは俺なのだ。

（だけど、それにしたって――！）

　それにしたって、俺の料理の出で来き栄ばえはそこまで酷ひどいものだったのだろうか。

　森辺の民が常食にしている、ギバ肉の鍋なべ物もの――あの、血ち抜ぬきをしていないギバ肉でこしらえた、どろどろのポイタン汁に劣るほどに。

　俺の敗北感の根底にあるのは、きっとそれだ。

　そんな風に考えてしまう俺は、驕おごっているのだろうか？

　こんなことで敗北感を抱いてしまうのは、間ま違ちがっているのだろうか？

　歯は噛がみしながら胸むなもとに手を当てると、リミ＝ルウが作ってくれた首飾り――八つの牙や角を連ねた首飾りが、じゃらりと心地好い音色を鳴らした。

　この異世界で初めて得た、代価。

　十二名中の八名までもが、俺の料理を「美味い」と認めてくれたのだから、それは誇っていいことだろう。とてもじゃないが、この牙や角をポイタンやアリアなどと引ひき換かえてしまう気持ちにはなれない。本当はそうして自分の血肉にすることが一番正しいことなのかもしれないが、そんな風に決断できる日はまだまだ当分やってこないと思う。

　これは、俺の存在が認められた証あかしなのだ。

　俺の存在には価値があると、彼らは認めてくれたのだ。

　嬉しいと思う。

　誇らしいと思う。

　こんな異世界でも、俺は存在していいのだ――と、許された気持ちになる。

　しかし、それと同時に、俺は俺の仕事を否定されてしまった。

　悔くやしかった。

　口惜しかった。

　まるで自分の全存在を否定されたかのような気分だ。

　それは「人それぞれ好みは異なる」などという一いつ般ぱん論ろんで片付けられるような気持ちではなかった。

（それに、ジバ婆さんのことだって、今のままじゃ不十分だ）

　女衆には、肉を挽ひくという技術を伝えることができた。これで歯の弱いジバ婆さんにも食べやすい食事を作り続けることは可能になった。

　しかし、血抜きの技術を伝えることができなければ、味の質までは高められない。

　そして、ギバの血抜きというのは仕留めた直後に施ほどこさなければ意味がないから、それは女衆ではなく男衆の仕事となるのだ。

　今のままでは、ドンダ＝ルウがその技術を習得しようと考えることはないだろう。

　そういう意味でも、俺はしくじってしまった――失敗し、敗北してしまったのだ。

　自分の考えの足らなさによって。

（だけど、それじゃあ、どうしたらいいってんだ――？）

　と、そこまで考えが及んだ時。

　トン、トン、トン――と、三回ほど玄げん関かん口ぐちの戸が叩たたかれた。

「はい、どうぞ？」

　アイ＝ファかな、とも思ったが、あいつがノックなどするだろうか。

　というか、この世界にもノックという行為が存在することを、俺はこのとき初めて知った。

　ということは、きっとアイ＝ファではないのだろう。

「かんぬきは掛けていませんよ？　どうぞ」と声をあげながら、俺はしかたなく立ち上がった。

　誰だろう、と思うと同時に、レイナ＝ルウの無む邪じや気きな笑顔が頭に浮かんできてしまう。

　あの綺麗な黒くろ髪かみをしたルウ家の次姉は、調理中もその後もやたらと俺に憧しよう憬けいの眼まな差ざしをくれていたのだ。まだそれほど誰とも交流を深めてはいないこの状じよう況きようで、わざわざ俺を訪ねてくる人間など、彼女以外には想像がつかなかった。

　しかし、あんな可愛らしい顔をしていて、あんな恵めぐまれたスタイルをしていて、しかもあんな悩殺的な衣装しか身につけていない娘むすめさんと、こんな夜よ更ふけに二人きりで顔を合わせるなんて、いささかならず気が進まないのだが――とか考えながら、俺はそろりと戸を引き開けた。

　が――

「あ、あれ？　あなただったんですか」

　そこに立っていたのはレイナ＝ルウではなく、ある意味ではそれよりも危険な、危険すぎるお相手であった。

「開けてくれてありがとう……とても嬉しいわぁ、アスタ……」

　その色っぽい声だけで、もうどこの誰かは判別できてしまう。

　ほんのちょっとしか開けなかった戸の隙すき間まから、反則級なまでに恵まれた肢し体たいが、するりと滑すべりこんでくる。

「ど、どうしたんですか、ヴィナ＝ルウ――」さん、と付け加えそうになり、やめておく。この世界では、個人名にそういった敬けい称しようをつける風習はないようなので。

「あなたに会いたかったのよぉ、アスタ……ちょっとあなたに聞きたいことがあったから……」

「聞きたいこと、ですか？」

　戸と惑まどう俺に流し目をよこしつつ、男衆よりは簡単な作りをしている革の履はき物ものを脱ぬぎ捨すてる。許可もしていないのに、入室する気まんまんである。

「レイナに先を越こされなくて良かったわぁ。お取り込み中だったらどうしようかと、これでも心配したのよぉ……」

「レ、レイナ＝ルウが俺のもとを訪おとずれる理由なんてどこにもないですよ？　彼女とは、一緒に料理を作っただけの間あいだ柄がらですから」

　そしてあなたとはそれ以上に希き薄はくな間柄ですよね、という含ふくみでそう応じたのだが、ヴィナ姐ねえさんは「うふふ」と艶なまめかしく笑う。

「あの娘こはもうすっかりあなたに心を奪うばわれてしまったようよぉ？　本当に気づいていなかったのぉ？　ずいぶん鈍どん感かんなのねぇ、アスタは……」

「いやあ、ですから、その」

「心配しないでぇ。わたしは婿むこ取とりに来たわけじゃないんだからぁ……とにかく、座すわって話しましょう……？」

　しゅるりと、その太くもなく細くもなく適度な筋肉の上に適度な脂し肪ぼう分ぶんののった実用的かつ観賞性にも優すぐれた右みぎ腕うでが、俺の左ひだり腕うでにからみついてくる。

　わーにん、わーにん、と頭の中で警報が鳴りまくっていた。

　とにかくこの女性は、色気が過か剰じようすぎるのである。腕一本にも不必要な装飾語をつけまくらずにはいられないぐらい、その肢体はどこもかしこも艶っぽく、女性らしい起き伏ふくにとんでいて、理性を保ちたければもう目でもつぶっているしかない、というフェロモンの塊かたまりみたいな存在なのだった。

　その目はとろんと眠ねむたげに細められており、ピンク色の唇くちびるはほどよく肉感的である。卵形のなめらかな顔に、細くてすんなりと伸のびた首、くっきりと浮かんだ鎖さ骨こつの線、丸みをおびた右の肩に長く伸ばした栗くり色いろの髪がまとわりつき――この超絶的なまでの至近距離では、もうそれ以上は視線を下げる気にもなれない。下げたら、何かが終わってしまいそうだ。

「……座りましょう？」

　もう一度同じことを言って、部屋の奥おくまで俺おれを引っ張っていこうとする。

　さすがは毎日を易やすからぬ仕事に従事している森辺の民だけあって、力はけっこう強いのだ。それに、下手に逆らったら、拘こう束そくされた左腕がその危険な肢体のどこに触ふれてしまうやも知れず、俺は諾だく々だくと連行される他なかった。

　燭台を灯ともした窓の近くで足を止め、そのままずるりと下方に体重をかけてくる。

　これまた前述の理由で、俺も一緒に腰を下ろすしかなかったが――けっきょく、俺の配慮など無む為いの極きわみであることが知れた。

　壁かべにもたれて腰を下ろすと、ヴィナ姐さんはもう待ちかねていたかのようにべったりと全身でもたれかかってきたのである。

「あの、ですから、その、ちょっと！」と俺が無意味に大声をあげると、つくりものみたいに形のいい指先が、俺の唇をちょんとつついてきた。

「静かに……ちょっと家族には聞かれたくない話をしたいのぉ……」

　言葉とともに、ほのかな呼気が耳じ朶だへと忍しのびこんでくる。俺の身体からだはもう、それだけで全身鳥とり肌はだだらけになってしまっていた。もちろん、不快だったからではなく、その逆の理由から。

　しかし、どのような感覚であれ、それが自分の意志ではなく一方的かつ強制的に与えられてしまうのは、恐怖感にも似た感情を喚かん起きされてしまうものだ。薄うす暗くらがりで、色気とフェロモンの塊みたいな年上のお姉さんにべったりとしなだれかかられて、耳に息を吹ふき込まれる――そんなのは、理性が残っている内は、ただの恐怖体験みたいなもんである。

（ああ――昼間は燻くん製せいでも作っていたのかな？）などという埒らちもない想念が、いささか現実逃とう避ひの発はつ露ろみたいに頭の隅すみをよぎっていく。

　何のことはない。ヴィナ＝ルウの髪や肢体に纏まとわりついたリーロの清せい涼りような香かおりやピコの生の葉のちょっと甘あまくて刺し激げき的てきな香りが、俺の鼻び腔こうをも侵しん蝕しよくし始めたのだ。

（いい匂においだな……でも、なんかちょっと物足りないような……）とか考えたところで、いきなり山やま猫ねこみたいに燃える目が、俺の脳のう裏りでカッと見開かれた。

　半分がた崩ほう落らくしかけていた理性と正気が、それで一気に緊きん張ちようを取り戻す。

　アイ＝ファがいつ戻ってくるかもわからないこの状況で、いつまでもふやけてはいられない。

「あの、お話って何なんですか？　家の人に聞かれたくないなんて、ちょっと穏おだやかではないですよね？」

「そうよぉ……穏やかでない話をしに来たのぉ……」

　その、俺の身体とは反対の側にあった左腕が、とん、と床ゆかに何かを置いた。

　それは、果実酒の土ど瓶びんだった。

　ヴィナ＝ルウから感じとれる芳ほう香こうには、この果実酒の甘い香りもブレンドされていたらしい。

「ごめんねぇ、ちょっと酔よってるかもしれないわぁ……わたしだって、家族のことは大事に思ってるつもりだから……お酒の力でも借りないと、勇気を振ふり絞しぼることができなかったのよぉ……」

「い、いったい何なんです？　あまり厄やつ介かいなことには巻き込まれたくないんですけれど」

　この際は、頼たより甲が斐いのない男だと思われたほうが、まだしも安全そうだ。

　しかし、ヴィナ＝ルウはゆるゆると首を振り、俺の肩にころんと頭を乗せてきた。

「アスタ……あなたは何者なのぉ……？」

「――はい？」

「わたしたちだって、ジェノスの宿場町にはしょっちゅう足を延ばしてるんだから、異国人なんて珍めずらしくもないわぁ……だけど、あなたの作った料理は不思議……わたしは本当に、自分が生まれ変わったみたいに幸福な気分を味わうことができたのよぉ……」
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　料理の話か。それならやぶさかではないが、だったらもっと穏おん便びんな距離を保ちたい。左腕を圧あつ迫ぱくする危険な感かん触しよくに、せっかく持ち直した俺の理性がさっきから悲鳴をあげ続けているのである。

「あなたはこの西の王国どころか、大陸アムスホルンの名前すら知らないなんて言っていたわよねぇ……？　あなたは、ここではないどこか遠くの国で生まれたのよねぇ……？　それはいったい、どこにある国なのかしらぁ……？」

「わ、わかりません。俺の国は島国でしたから、海の外であるということは間違いないんでしょうけど。でも、俺はこの大陸の名前すら知らなかったんですから、帰り道なんて見当もつかないんですよ！」

「島国……そこは島国なのぉ……？　……素敵ねぇ……」

　ヴィナ＝ルウの熱をおびた指先が、俺の胸もとにそっと添えられる。

　またぞくぞくと悪お寒かんが走はしり抜けていく。

「アスタ……わたしをその不思議な生まれ故郷に、連れて帰ってくれないかしらぁ……？」

　そう言って――ヴィナ＝ルウは、まるでマダラマの大だい蛇じやみたいに、全身で俺にからみついてきたのだった。
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「ちょっと、ヴィナ＝ルウさん……！」

　パニックのあまり、思わず敬称をつけてしまった。

　その間にも、なめらかな皮ひ膚ふが俺の五体にぬるぬるとからみついてくる。

　ものすごく柔らかくて、弾だん力りよくがあって、しかもその芯しんにしっかりとした力強さを有した女性の肉体が、である。

「ルウの家に婿むこ入りなんてしないでぇ……レイナは可愛かわいい娘だけれど、わたしだってそんなに悪い女じゃないでしょう……？」

　いや、悪いです！　まったく別の意味ででしょうけども！

　毛皮の敷しき布ふに押おし倒たおされて、全身をまさぐられていく。指先ではなく身体を使って、全身をまさぐられていく。俺の肉体は、その柔らかくも乱暴な感触に、今にも四散してしまいそうだった。

　恐怖とよく似た感情が、俺の背筋を凍こおりつかせている。

　そして、その裏側には、きっとまったく正反対の激情がこびりついている。

　苦しいほどに心臓が脈打ち、だんだんと息が詰つまっていく。

　香こう草そうとは違ちがう甘い香りが、脳のう細さい胞ぼうを麻ま痺ひさせていく。

　これはもう、火のついたライターを掲かかげて、ガソリンの海を泳いでいるようなものだ。

　ひとたびその炎ほのおが燃えひろがったら――たぶん、俺は俺でなくなる。

「わたしもルウ家の女だから、これまで色んな男衆と見合わされてきたわぁ……でも、そんなのは全部、打ち捨ててきたの……婿を取ったり、嫁に入ったりしてしまったら、もうこの森辺から永遠に出られなくなってしまうだろうから……」

　熱い息とともに、言葉が俺の咽喉のどもとに吹きかけられる。

「わたしは、ここで終わりたくない……ジバ婆は、あなたの料理を食べて逆のことを思ったみたいだけど……わたしはアスタの料理を食べて、ここじゃない別の世界を感じたわぁ。わたしはそこに行ってみたい……あなたと一緒に、あなたの世界に行きたいと思ったのよぉ……」

　ふっ――と、熱と感触が遠ざかった。

　ヴィナ＝ルウが、身体を起こしたのだ。

　しかし、それは終わりに向けての前準備でしかなかった。

「わたしをあなたのものにして……そして、あなたはわたしのものになって……？」

　燭台の、オレンジ色の火に灯されて、ヴィナ＝ルウは胸もとに巻きつけられた布地に手をかけた。

　ほとんど霧む散さんしかけていた理性の粒りゆう子しをかき集め、俺は下からその手首をひっつかむ。

「駄だ目めですよ！　未み婚こんの女性が裸ら身しんをさらすのは禁きん忌きなんでしょう？　それは――駄目です」

　色の淡い鳶とび色いろの瞳が、じいっと俺を見下ろしてくる。

　炎の色を反射させて、ゆらゆらと揺ゆれるその瞳は……何だか、泣いているようにも見えてしまった。

　実際のところは、わからない。ただ、ヴィナ＝ルウは俺の指をもぎ離そうともせず、その唇を開こうともせず、静かに俺を見つめ続け――

　やがて、するりと俺の上からいなくなった。

「……わたしでは魅み力りよくが足りなかったかしらぁ……」

　横よこ座ずわりになり、俺に半分背中を見せるような格好で、視線を下のほうに落とす。

　俺はゆっくり身を起こしつつ、「魅力とかそういう話ではないと思います」と応じた。

「俺は自分がどういう理由で、どういう方法でこんな見も知らぬ場所に飛ばされてきたのかすら全然わかっていないんです。もしかしたら、そんな風に思い込んでいるだけの大馬鹿野郎かもしれないんです。そんな身の上で、果たせるかもわからない約束をしたり、誰だれかと深い仲になったりってのは……やっぱり、無理ですよ」

「……だから、あのアイ＝ファを娶めとる気にもなれなかったのぉ……？」

　ようやく落ち着いてきた心臓が、またおかしな感じでバウンドする。

　なんて心臓に悪い夜だろう。

「どうなんでしょうね。よくわかりません。あいつのことは、とても大事に思ってますけど」

「正直ねぇ。……わたしに死ねと言ってるみたい……」

「そ、そんなつもりはまったくないです」

「そうかしら……森辺で二十歳はたちにもなって未婚の女衆なんて、よほど性しよう根ねが腐くさってるか、家の害にしかならないような女だけなのよぉ……？」

　と、その指先が恨うらめしそうに敷布の毛皮をむしる。

「そんなおかしな目で見られてまで守ってきた操みさおを、じゃけんに突き返されるなんて……あああ、本当に死にたくなってきたわぁ……」

「あ、あの、ヴィナ＝ルウ……？」

「……これであなたがもしレイナの婿にでも入ってきたら、わたしは二人とも殺してしまうかもしれないわねぇ……」

　実に恐おそろしいことをいとも容易たやすく言ってのけながら、ヴィナ＝ルウは果実酒の土瓶を手にゆらりと立ち上がった。

「そしてアイ＝ファを娶るようなことがあったら、どうしようかしらぁ……あの娘が相手じゃあ、わたしのほうが殺されてしまいそうだし……やっぱりあなたを誘ゆう惑わくして、あなたと一緒に殺してもらうのが一番幸福な道かしらねぇ……」

「いや、ですからその……」

「家の戸を三回叩いて相手を呼びだすのは、契を結びましょうという古いにしえのしきたりなの……」

　するりするりと滑るような足取りで、ヴィナ＝ルウは玄関口に戻もどっていく。

「了りよう承しようする場合は相手を家に迎むかえ入いれて、拒否する場合はそのまま追い返す。それが森辺の習わしなのよぉ……」

　履物を履はき、扉とびらに手をかけて、半分その肢体を外に出だしながら、俺に横顔を向けてくる。

「あなたはわたしを受うけ容いれた。だから、わたしはあきらめないわぁ。……それではよい夢を、アスタ。契の約束を忘れないでねぇ……」

　カタコトと扉が閉められて、静せい寂じやくが回帰する。

　それでようやく、俺は脱だつ力りよくすることができた。

「ああもう、なんてお姉さんだよっ！　いまいちキャラがつかめないし！　ほんとに、勘弁してくれぇ……」

　たらふく食べたギバ肉のカロリーを根こそぎ強ごう奪だつされた気分だ。

　俺は敷布にへたりこみ、まだいくぶん桃もも色いろがかっている頭を振って正気を呼びさます。

（色事にうつつを抜ぬかしてる場合じゃないんだよっ！　俺は今、料理人としての誇ほこりがズタボロで……！）

　とか、無む理り矢や理りにでも思考をシリアスな方向に引き戻そうとした、その瞬しゆん間かん。

　今度は、壁を、ドンと叩かれた。

（今度は何だよ！）

　先ほどの教訓を活いかし、心の中だけで返事をする。

　だけど、いま鳴ったのは、壁だ。

　俺がいるのとは反対側、窓辺に燭しよく台だいを灯していないほうの壁だ。

　扉を三回ノックが契の合図だったら、壁ドン一回は何の合図だ？　食事を持ってこいってことか？　イチャイチャしてんじゃねえっていう抗こう議ぎのアピールか？

　いや、何にせよ、独立した建造物の壁が叩かれたのである。炊すい事じ小屋は裏手のはずだし、屋外にたたずむ何者かが、手か足で壁を叩く。そんな行こう為いに、何の意味があるのだろうか？

　窓の外は闇やみに包まれたまま、誰の姿も浮かばせようとはしない。

（もう知らん！　用があるなら声をかけろ声を！）

　俺はあらためて、大の字に寝転がった。

　それ以降は戸板も壁も鳴らぬまま、夜の静寂が降りてくる。

　すると――会話を交わす声が、うっすらと聞こえてきた。

　やはり屋外に誰かいるのか。

　内容まではわからないが、何かを言い争っているかのような声だ。

　片方は男で、片方は女。

　ひょっとしたら、ヴィナ＝ルウがここから出ていく姿を何者かが見とがめて詰きつ問もんでもしているのだろうか？

　だったらなおさら、関かかわり合うべきではない。俺はまぶたを閉ざして、寝られるものなら寝てしまおうと思った。燭台は火を灯したままだが、アイ＝ファが戻ってくれば始末してくれるだろう。

（そういえば、アイ＝ファのやつはずいぶん遅おそいなあ……）

　森辺の民たみにとってはもうけっこうな夜半であるはずだ。身体の弱っているジバ婆ばあさんにあんまり無理をさせないほうがいいんじゃないのかなあ、それともジバ婆さんのほうがアイ＝ファを解放してくれないのかなあ、などとつらつら考えながら、俺は睡すい魔まに身をゆだね――

　そして、がばりと身を起こした。

　今さらながら、これはアイ＝ファの声なのではないかと思えてきてしまったのだ。

　こんな夜半にそうそう出歩く人間がいるとも思えないし、ルウの本家から戻ってきたアイ＝ファを何者かが待まち伏ぶせしていたとすれば、平ひよう仄そくは合う。

　そんな風に考えたら、もう確かく認にんもせぬままに寝ていることはできなかった。

　何せ、外から聞こえてくる声は、明らかに男女で言い争っているような声であったのだから。

（そっと覗のぞいて、アイ＝ファでなかったら三さん猿ざるを決めこもう）

　そう決断して、俺は玄関口に向かった。

　音がしないように戸板を開けて、月明かりだけが頼りの外界に忍び出る。

　声が聞こえたのは、建物の左側。方向としては、ルウの本家があるほうと一緒だ。

　抜き足、差し足、忍び足、で、左側の壁に回りこむ。

　そうして、そろりと覗いてみると――果たして、そこにいるのはアイ＝ファであった。

　壁にもたれて、腕うでを組み、正面にいる相手の顔をにらみすえている。

　その正面にいる男は、次兄のダルム＝ルウだ。

　父親とそっくりの目つきをした、若い狼みたいな男前の青年――そいつが壁に手をついて、上からアイ＝ファの顔を覗きこむような体勢を取っていた。

　そっちの壁ドンだったのか。

　アイ＝ファの身長は百七十足らずで、そいつは百八十近くありそうだったから、頭半分ぐらいの身長差である。それでもアイ＝ファは臆おくしもせず、冷ややかに相手をにらみ返していたが、男の顔は、哂わらっていた。

　笑っているんではなく、哂っていた。

　いつでも冷たい無表情だった男が、アイ＝ファを小こ馬ば鹿かにするように哂っていた。

「……お前のような女衆が狩人かりうどを気取ったって、滑こつ稽けいなだけなんだよ、アイ＝ファ」

　そんな声が、うっすらと聞こえた。

「誰もがお前を哂っているぜ？　父親の亡ぼう霊れいに取り憑つかれたあわれな女が、ギバの毛皮を着て狩人の真ま似ね事ごとをしているってな。……なあ、お前はどうしてそこまでルウの家を遠ざけようとしているんだ？」

「…………」

「この二年間はたまたま上う手まくいったかもしれないが、そんな生活は長いこと続きはしない。今のうちに身をゆだねておけば、一生安楽な生活が送れるんだ。婆さんになったら、誰も相手にしちゃくれねえんだぜ……？」

　あと一センチでもこいつの顔がアイ＝ファに近づいたら声をかけよう。そう決断することで、俺は腹の底に蠢うごめく激情のうねりを何とか誤ご魔ま化かすことができた。

　俺みたいに非力な男が加勢したところで、アイ＝ファの足手まといにしかならないということは目に見えている。だから、それ以上は近づくんじゃないぞ糞くそ野や郎ろうめ。

「それとも、ひょっとして……お前、本当はあの夜に、スンの長ちよう兄けいを退けることなんてできなかったんじゃないのか？　それであのボンクラに未練ができちまって、他ほかの男に嫁とつげなくなったんじゃ……」

「いくら何でも、そいつは妄もう想そうを爆ばく発はつさせすぎだろっ！」

　気づくと俺は、怒ど声せいを張り上げてしまっていた。

　ダルム＝ルウは、一ミリたりとも動いていない。

　だけど、黙だまっていられるわけがなかった。

「アスタ。何をしているのだ、お前は」

　アイ＝ファが、とても冷ややかに俺を見る。

「ひっこんでいろ、馬ば鹿か者ものめ。先に寝ていろと言っておいたであろうが」

　アイ＝ファの反応は、まあこんなもんだろう。

　そして、男のほうはというと――

　路ろ傍ぼうの石でも見るみたいに俺を一いち瞥べつして、そのままアイ＝ファに向きなおってしまった。

「そうなんだったら素す直なおにそう言えよ、アイ＝ファ。いくら何でも、あんなボンクラのお下がりに情けをかけてやる気にはなれないからな。だけど、もしもお前が……」

「あんな小物感まるだしの御ご仁じんにアイ＝ファがどうこうされるわけねえだろうが！　あんたのその目は節穴か!?　それともアイ＝ファを挑ちよう発はつしてんのか？　口説こうとしてんのか喧けん嘩かを売ろうとしてんのか、そこのところをハッキリさせないとアイ＝ファだって対応に困るだろうがよっ！」

「――男衆みたいな口を叩くなよ、ムント。かまどを守るしか能がないなら、黙ってかまどを守っていろ」

　こちらを見ようともしないまま、面めん倒どうくさげにそいつはそう言い捨てた。

　俺は、三歩ほど近づいてやる。

「ムントってのは、俺のことかい？　見たこともない動物にたとえられても怒いかりようがないけどな。いいから、とっとと帰ってくれよ。それだけ接近してるのにアイ＝ファの迷めい惑わくそうな顔が見えないのか？」

　ダルム＝ルウは冷たく口もとを歪ゆがめて、いっそうアイ＝ファに顔を近づけた。

　もはや、鼻先が触れそうな距離である。

　激情が、言葉となって俺の口から噴ふきこぼれる。

「おい！　だったら言ってやるけどな！　ギバを狩かるしか能がないなら、お前こそ黙ってギバを狩ってろよ！　一丁前に女を口説こうとしてるんじゃねえっ！」

　ダルム＝ルウの顔から、表情が消え去った。

　その手がすうっと壁から離はなれ、傾かたむいていた重心が真まっ直すぐに伸びる。

　そして――その指先が、腰こしの小刀に伸ばされた。

「ムント。貴様は森辺の狩人を愚ぐ弄ろうする気か？」

「愚弄なんてしてねえだろ！　だったらお前は愚弄するつもりで、俺にかまどを守ってろとか言ったのか？　ああ、俺はかまどを守るよ！　それが俺の仕事だからな！　その仕事も一人前にこなせないうちに、女なんか口説いていられるかってんだ！」

「貴様……」

「今でこそ、俺はアイ＝ファの家のかまどをまかされてるけどな。ほんの六日前までは、そのかまどもアイ＝ファが守ってたんだ！　そいつは一人でギバを狩って、一人でかまどを守ってたんだよ！　男衆の仕事も女衆の仕事も一人できっちりこなしてたんだぞ？　お前にそんな真似ができるのか!?」

　俺は、罪もない家の壁を殴なぐりつけた。

「同じ真似ができないんなら、二度とアイ＝ファにふざけた口をきくな！」

「ムント。貴様は……ルウの家に喧嘩を売るつもりなんだな……？」

　これには、怒おこるのではなく呆あきれてしまった。

「だからさ、俺は森辺の民にもルウの家にも文句をつけてるわけじゃないだろ。俺はあんたに言ってるんだ。ダルム＝ルウ、あんた個人に言ってるんだよ。俺の恩人であるアイ＝ファに失礼な口を叩くなってな」

「……もういいだろう。いいかげんに口を閉ざせ、アスタ」

　溜ため息いきまじりにつぶやいて、アイ＝ファは壁から背中を離した。

　組んでいた腕もほどき、小刀の柄つかに手をかけたダルム＝ルウの前を素す通どおりして、俺のほうに近づいてくる。

「待て、アイ＝ファ！　まだ俺の話は……！」

「もう十分にう承けたまわった。何を言われても、私の返事は変わらない」

　と、アイ＝ファは俺の隣となりに並んでから、いつも通りの仏ぶつ頂ちよう面づらで、すっと目礼をする。

「度たび重かさなる申し入れは光栄の限りだが、私は狩人として生きていくと決めたのだ。ルウの家に嫁よめ入いりはできない」

「貴様……」

「そして、嫁入りに関しては家長を通すのが筋であろう。ファの家の家長は私だが、ルウの家の家長はドンダ＝ルウであるはず。今後の申し入れは、家長をともなってお願いしたい。……それでは」

　そしてアイ＝ファは俺の腕を取り、俺の身体を半ば引きずるようにして歩き始めた。

　ダルム＝ルウは同じ体勢で、わなわなと肩かたを震ふるわせながら、虚こ空くうをにらみすえている。

「お、おい、あのまま放っておいても大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　アイ＝ファは答えず壁にそって足を進め、角を曲がり、開きっぱなしであった戸板の内に俺を押しこみ、自分もすべりこみ、戸を閉めて、大きなかんぬきをかけてから、ようやく満を持して「この馬鹿者がっ！」と、怒ど鳴なり散ちらした。

「あんな小物を追い詰めてどうする！　あのまま刀で斬きりつけられたらどうするつもりだったのだ!?　私とて、客人の身として刀は帯びておらぬのだぞ！」

「いや、だって、あいつがあんまり理り不ふ尽じんなことを言うもんだから……」

「あんな戯たわ言ごとは聞き流しておけばよいのだ！　どうせあやつには家長の許しなくして好きに振る舞う気き概がいなどありはせん！　それをむやみに煽あおりたておって……」

　と、俺は戸板に押しつけられて、おもいきり胸ぐらをひっつかまれてしまう。

　怒りをたたえたアイ＝ファの顔が、さっきのダルム＝ルウと同じぐらいの距離にまで迫せまってくる。

　とたんにアイ＝ファの持つ、果実の甘さや香草の清涼さや肉の旨うまみが混在した香りがすうっと鼻に流れこんできて――わけもなく俺の胸を高鳴らせた。

　どうやら俺もまだヴィナ＝ルウにもたらされた衝しよう撃げきから完全には回復できていないらしい。理性をかき集めておかないと、これは危険だ。

　そんな俺の動どう揺ようなどつゆ知らず、アイ＝ファは強い目で俺をにらみつけてくる。

「……黙ってギバを狩っていろ、というくだりでは、私のほうこそお前を殴りつけたくなったぞ、アスタ」

「だ、だから最後まで聞いてくれただろ？　仕事に上下などありませんってことを主張したかっただけだよ、俺は」

「そうでなければ、殴っていたわ」

　と、アイ＝ファがいきなり身を引いて、俺の胸ぐらから俺の右手首へと指先を移動させる。

　強い力で手首をつかまれ、ぐいっと胸の高さまで持ち上げられた。

　壁を殴った拳こぶしの皮膚が、ちょっぴり赤くなっている。

「……お前のこの手は、かまどを守るためのものなのだろうが？」

　赤くなった俺の拳に、今度は逆の手の平をそっとかぶせてくる。

「傷ついて使い物にならなくなったら、どうするつもりなのだ？　短たん慮りよはつつしめ。……この手は、ジバ婆を救った手なのだ」

　アイ＝ファの声から、怒りの響ひびきが消えていく。

　そしてアイ＝ファは、俺の右手を両手で握にぎったまま、少し上目づかいで見つめてきた。

「アスタ。お前は、かりそめとはいえファの家の人間だ」

「うん？　ああ、もちろんだ。ファの家のかまどを預かる、居い候そうろうさ」

　右手の先が、熱い。

　それはまるで、握った両手からアイ＝ファの体温が流れこんでくるかのようで――その不思議な感覚が、何だかとても心ここ地ち好よい。ヴィナ＝ルウにのしかかられたときはあんなに背筋が寒かったのに、アイ＝ファの体温は俺に安らぎを与あたえてくれた。

　俺の手を握り、俺の瞳ひとみを見て、アイ＝ファはつぶやく。

「だから私は、お前に祝福など与えなかった。同じ家の者同士でむやみに祝福などは授さずけるべきではないからな。……しかしお前は、ジバ婆の魂たましいを救ってくれた。それとともに、私とリミ＝ルウをも救ってくれた」

「ああ。俺なんかが役に立てて良かったよ」

「私はお前に感謝している。何も形にはできないが――その気持ちだけは信じてほしい」

　燭台からは遠い暗がりなので、アイ＝ファがどのような表情をしているのかは、そこまで判然とはしなかった。

　だけど、青く輝かがやくその瞳と、静かに語られるその言葉は――これまでで一番やわらかく、優やさしくて、そうしてきちんとアイ＝ファらしい力強さも備えていた。

　その、やわらかくて、優しくて、力強い感情の波動みたいなものが、体温とともに俺の中に流れこんできて、心を満たしていくのがわかる。

「信じるよ。お前にそう言ってもらえるのが一番嬉うれしい」

　そんな言葉が、自然に口からこぼれ落ちた。

　最後にぎゅっと俺の手を握ってから、アイ＝ファの指先が離れていく。

「……森辺の最長老をも救ったその手を、あんな愚おろかしい男のために傷つけるな。そういう部分は、確かにまだまだ半人前なのだな」

「そりゃもちろん。天下御ご免めんの半人前だ。だからまだまだ精しよう進じんが必要なのさ」

　俺は笑ったが、しかし、最後に見たダルム＝ルウの青ざめた横顔を思いだし、少し心配になってしまう。

「なあ。俺ってやっぱり余計なことをしちまったのかな？　無む駄だにあいつの怒りを買っただけか？」

「……余計であり無駄ではあったが、言葉の内容に間ま違ちがいはなかっただろう。だからあの男も青ざめるばかりで語る言葉を持てなかったのだ」

　少し伏ふせられていたアイ＝ファの目が、長い睫まつ毛げごしに俺を見る。

「まあ……下らぬ戯言を延々と聞かされていた私にとっては、少なからず胸のすく思いだったがな」

「そうか。だったら、無駄ではなかったな」

「ふん」とアイ＝ファもいつもの調子に戻って、巻きつけ型の履物を脱ぎ始めた。

　脱ぎながら、「そういえば、ルウ家の長ちよう姉しは何の用事でこの家を訪れたのだ？」と問うてきた。

「……はい？」と俺は小首を傾かしげる。

　背中に、びっしりと冷ひや汗あせをかきながら。

「ちょうど私が戻ってきたとき、あの女衆がこの家を出ていくところだったのだ。声をかけようとしたところで、あの次じ兄けいめに物もの陰かげへと引きずりこまれてしまったので、向こうは気づかなかったようだがな」

　腰を屈かがめた体勢のまま、今度は逆側の履物を脱ぎ始める。

　その綺き麗れいな金きん褐かつ色しよくの髪かみに包まれた後頭部を見下ろしながら、俺は「ナルホド」と答えるしかなかった。

「いやそれが、けっきょく何の用事だったのやら、俺にもさっぱりわからなかったんだよなあ。どうも酔っぱらってたみたいだし」

「ああ。確かに果実酒の瓶びんをぶら下げていたようであったな」

　ようやく両方の履物を脱ぎ終えて、アイ＝ファがゆっくりと身を起こす。

　そうしてアイ＝ファは、ぽん、と俺の肩に手を乗せた。

「では、あの女の言い残した契の約束とは、何のことなのだ？」

　アイ＝ファの綺麗な青色の瞳には、驚きよう愕がくにひきつるあわれな若者の顔がくっきりと映りこんでいた。

　めでたしめでたし――ということにしておきたいと思う。
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　翌朝。

　目覚めると、アイ＝ファの姿が見当たらなかった。

　ファの家よりもふた回りは大きくて立派な、ルウの集落の空き家。毛皮の敷布が敷しきつめられたその広間で、俺たちはいつものように雑ざ魚こ寝ねをしていたはずであるのだが、どこを見回してもアイ＝ファの姿はなかった。

「あれ？　……アイ＝ファ、どこに行ったんだ？」

　俺は慌あわてて起き上がり、奥の個室の戸板をノックしてみた。

　その上で内部も確認してみたが、やはりいない。どの部屋も無人のがらんどうだ。

　アイ＝ファは、どこに行ってしまったのだろう。

　不安感が、むくむくとわき起こってくる。

（まさか、またあの次兄が何かちょっかいを出してきたんじゃないだろうな？）

　そんな風に考えたら、居ても立ってもいられなくなってしまった。

　寝ねている間は外しておいた白タオルをひっつかみ、とにかく玄げん関かん口ぐちへと急ぐ。

　扉のかんぬきは、外れていた。

（……ってことは、とりあえずは自分の意志で外に出たってことだよな）

　外は、ちょうど太陽が山さん稜りようを越こえて姿を出しきる頃ころ合あいだった。

　普ふ段だんだったらとっくに起きて、洗い物ぐらいは済ませているところだが。本日は客人あつかいなのでそんな業務からも解放されている。だから余計に、アイ＝ファが家を出ていく理由がわからない。

　七戸の家に囲まれた広場のような空間に足を踏ふみ出して、俺おれはぐるりと視線を巡めぐらせた。

　鉄てつ鍋なべを抱かかえた大おお柄がらな女衆。大きく広げた布の上にピコの葉を干そうとしている老女。それを手伝ったり、邪じや魔ましようとしたりしている小さな子どもたち。

　それぞれの家でそれぞれの朝の情景が展開され始めているが、広場の最さい奥おうに見えるルウ本家の周囲に人ひと影かげはなく、アイ＝ファの姿もまた見えない。

　だけどまあ――アイ＝ファが力ずくで連れ去られた、という雰ふん囲い気きではなかった。そんな殺さつ伐ばつとした妄想を抱いだくのが馬ば鹿からしく感じられるほどの、のどかな情景だ。

（でも、それなら何だっていうんだ？　まさか、俺を置いて一人で先に帰っちまったんじゃないだろうな？）

　昨晩は、ヴィナ＝ルウとの一件でしどろもどろになってしまった俺である。

　しかし、「酔っぱらいがよくわからないことを言っていた」で押し通したので、大きな怒りは買っていないはずだ。アイ＝ファはたいそう疑わしげだったし、冷ややかでもあったが、そこまで怒っているようには感じられなかった。

　それでも、内心ではやっぱり怒り心頭であったのだろうか？

　アイ＝ファに隠かくし事ごとをしてしまったという俺の罪悪感を見み透すかされてしまっていたのだろうか？

　ああ、こんなに思おもい悩なやむ羽目になるなら、隠し事をしたりはせず、すべてをきちんと――いや、さすがに一部だけは脚きやく色しよくして――打ち明けておけば良かった！

（……って、いくら何でも動揺しすぎか？）

　これではまるで、親とはぐれた幼子みたいだ。

　しかしまた、この世界における俺の存在なんて、それよりももっと心もとない存在である、というのも事実であろう。

（そうか……そう考えたら、俺たちが別行動を取ったってのも、昨晩が初めてだったんだよな）

　もちろん俺が留守番という意味でなら、行動を別にすることはしょっちゅうある。しかし、「アイ＝ファの目の届かぬところで、勝手な真似をするべからず」という約束をしていたので、俺が家の外を一人で徘はい徊かいすることは一度としてなかったのだ。

　さらに言うなら、別行動を取ったところで、俺にもアイ＝ファにもコミュニケーションを取る相手はおたがいの他に存在しなかった。俺たちは、俺たちだけの小さな世界で、五日ほどの時間を過ごしていたのだ。

　その均きん衡こうが、リミ＝ルウの登場によって、破かれた。

　破かれたとたんに、この騒さわぎか。

　俺はヴィナ＝ルウに言い寄られて、アイ＝ファはダルム＝ルウに言い寄られた。

　何と因果な巡り合わせであろう。

　……って、そんな独り語りをしている場合ではないのだ！

　とにかく、アイ＝ファの行ゆく方えである。

　とにもかくにも、ルウの本家を訪おとずれるしかない。

　それでもしもアイ＝ファが一人で挨あい拶さつを済ませて帰ってしまっていたならば、泣きながら後を追いかけるだけである。

「……よお、客人。何を一人でぼーっと突っ立ってるんだよ？」

　と、足を踏み出そうとした矢先に、背後から声をかけられた。

　黄おう褐かつ色しよくの髪をした少年が、けげんそうな顔で俺を眺ながめている。

　ルウ家の末まつ弟てい、ルド＝ルウである。

「ああ、どうも……君こそ、こんなところで何をやってるんだい？」

　広場の最奥にあるルウ本家に向かおうとしていた俺の背後にたたずんでいるのだから、彼かれはこのちょっとした集落の外側からやってきたことになる。

「んー？　俺は妙みように早く目が覚めちまったから、ぶらぶら散歩してただけだよ。女衆に見つかると、仕事を手伝えってうるせーからなあ」

　そんな風に応じてから、彼は「ふわあ」と大あくびをした。

　百七十センチジャストの俺より小こ柄がらで細っこい、なかなか可愛らしい面おも立だちをした少年だ。

　もちろん細いとはいえひ弱な感じはなく、若鹿のように俊しゆん敏びんそうな体格をしている。くりくりと大きな瞳の光も強いし、表情はいつもふてぶてしい。

「女の仕事は女で片付けろってんだよなあ。末の弟だからって好き勝手言いやがって。……で、あんたは何やってんの、客人？　名前は、アスタだったっけ？」

「うん。起きたらアイ＝ファの姿が見当たらなかったので、捜しに出てきたところなんだよ。君、どこかで見かけなかった？」

「さあ？　女衆の仕事でも手伝ってんじゃねーの？　この時間なら、水場で洗い物かな。……こっちだぜ。来いよ」

　軽い足取りで、ルウの本家の方向に歩き始める。

　口のきき方なんかは粗雑だが、意外に気のいい少年なのかもしれない。クセモノ揃ぞろいの男衆の中では間違いなく一番まともな感じがするし、それに、唯ゆい一いつ俺おれたちの料理を認めてくれた男衆でもある。

「あーあ。あんたたちは今日で帰っちまうんだろ？　何だか面おも白しろくねーなあ。俺はもっとあの美う味まい飯を食っていたかったよ」

　そんな言葉も、とても嬉しい。好感度は上じよう昇しようしていく一方だ。

「でも、いちおう女衆に作り方は伝授しておいたからさ。俺がいなくても、きっと彼かの女じよたちが美お味いしい食事を作ってくれるよ」

「うちの女どもに、そんな器用な真似ができるもんか！　それに、あの『はんばーぐ』とかいう料理なんかは、親おや父じが絶対に許さねえよ。仮に美味いのが作れたとしても、それを食えるのはジバ婆だけさ」

　その目が、ふてくされたように俺を見る。

「なあ、アスタ、あんた本当に婿むこ入いりしねえ？　レイナ姉でもヴィナ姉でもどっちでもいいから、適当に襲おそって食っちまえよ」

「恐ろしいことを言う弟くんだねえ……君は大事なお姉さん方がそんな目に遭ってもかまわないのかい？」

「どうせいつかは嫁入りすんだから、おんなじことじゃん。ていうか、嫁よめに入ったら別々の家になっちまうけど、婿むこを取れば、一生ルウの家族でいられるだろ。だったら、そっちのほうがいいんじゃねーの？」

　うーむ。お姉さんたちに対する愛情はしっかりと持ち合わせているようだが、今ひとつ異世界人の俺には理解しきれない感覚である。大事な姉君を適当に襲って食っちまうような男を、この少年は義ぎ兄けいとして尊敬できるのであろうか。

「だってさあ、レイナ姉だってもう十七だし、ヴィナ姉なんかは二十なんだぜ？　ルウの本家の女衆がどうしてそんな年まで嫁入りしないんだって、まわりの連中も最近うるせーんだよ。とっとと嫁入りして子供を孕はらんで家族を増やすのも、女衆の立派な仕事だろ？」

「ふーむ。ちなみに君は何なん歳さいなのかな？」

「俺は十五だよ。ようやく嫁を取れる年になったばかりさ。……なあ、そろそろそのキミとかいう呼び方やめねえ？　なんか、背中がざわざわしてくんよ」

「ごめんごめん。あ、水場はそっち？」

「こっち」

　何だか本当に気安い少年である。

　これで三姉のララ＝ルウ以外とはだいたい口をきいたことになるが、ずいぶん個性豊かな兄弟たちではないか。

　得体の知れない迫はく力りよくを有した、長兄のジザ＝ルウ。

　野生の狼おおかみみたいに危険な目つきをした、次兄のダルム＝ルウ。

　乱暴そうだが気さくな少年、末弟のルド＝ルウ。

　無駄に色気に満ちあふれた、長姉のヴィナ＝ルウ。

　素直で無む邪じや気きで生き真ま面じ目めそうな、次姉のレイナ＝ルウ。

　俺の『ギバ・バーグ』を否定してくれた唯ゆい一いつの女衆、ララ＝ルウ。

　天てん真しん爛らん漫まんで愛くるしい、リミ＝ルウ。

　見事なまでに、多種多様だ。

　一いつ対ついの夫ふう婦ふからこれほど多た彩さいな子どもたちが生まれてくるとは、実に興味深い。

「で、婿入りする気にはなれねーの？　なんなら、俺がレイナ姉あたりをおびきだしてやってもいいけど」

　ルウ家の家屋を通りこし、それを右手に見ながら、少し灌かん木ぼくの多い道を進んでいく。

「もしくは、レイナ姉が水浴びしてるとこに飛び込んでみるとかさ。ほら、未み婚こんの女衆の素すっ裸ぱだかを見たら、目玉を潰つぶすか、あるいは嫁に迎えるべし、とかいう意味のわかんねー掟おきてがあるじゃん？　レイナ姉なんか根っこのところでは気が弱いから、そうなったらもう嫁入りするしかないって思い詰めちまうよ、きっと」

「そんなことでレイナ＝ルウを思い詰めさせたくないよ！　というか、俺の目玉が潰される未来しか見えない」

「でも、襲って孕ませるよりは簡単だろ？」

「大前提が間違いすぎてるんだよ……ルド＝ルウ、君はもっと姉君にとっての幸福とは何か、という点を真しん剣けんに考察するべきだ」

「幸福じゃんよ。毎日あんな美味い飯を食えるようになるんだからさ！」

　発言はトリッキーすぎるのだが、そういう発言を差しはさんでくるから、なかなかに憎にくめない……というのは、あまりに浅はかな考えであろうか？

　でも、俺は正直、昨晩のドンダ＝ルウによる全否定がけっこう心に食いこんでいたので、こんな言葉を聞かされるとずいぶん癒いやされてしまうのだ。

「うーん。それじゃあ最後の手段としては……あの頑がん固こ親父を納なつ得とくさせてみる、とかな」

「いや、だから、そもそも俺には婿入りの意志自体がないわけで……」

「そうじゃねーよ。飯の美味さを納得させるんだよ」

　俺は思わず、少年の横顔をまじまじと見つめてしまった。

　そんな目線には気づかぬまま、ルド＝ルウは頭の後ろで手を組んで、両足を投げ出すみたいな歩き方で歩いている。

「あのギバの肉、俺はすっげー美味いと思ったけど、親父は甘あまいとか柔やわらかいとか勝手な文句をつけてたじゃん？　そしたら、甘くもなく柔らかくもない飯を作れば、親父もグウの音も出ないんじゃね？　そんで、親父があんたの腕うで前まえを認めたら、うちの女衆があんたの真似をした飯を作っても文句を言わなくなる――って、やっぱりこいつが一番無理っぽいよな」

　たとえ一番無理っぽくても、俺が望むのはその道なのだ。

　しかし、その道筋が見つからない。

「……だけどもうドンダ＝ルウは俺にかまどの番をまかせてくれたりはしないだろうね」

「んー？　そんなことねーだろ。今度こそ美味い飯を作ってみせるから、かまどをまかせやがれ、とでも言ってやれば、絶対乗ってくるだろうからさ。そんなこと言われて黙ってられる親父じゃねーもん」

「……そうなのかい？」

「おいおいやめとけよ！　それで下手打って両手の指でも削そがれちまったらどうすんだ？　それこそお前の飯が一生食えなくなっちまうじゃん！　……嫌いやだぜ、そんなのは？」

　本当にもう、そのすべすべのほっぺにちゅーでもしたろうかなとか思ってしまった。

　しかし、俺とこの少年のどちらかが新たな世界にでも目覚めてしまったら困るので、やめておく。

（そうか……本当に相手が乗ってくれるなら、別の料理でリベンジを……！）

　と、ひそかに闘とう争そう心しんを燃やす俺のかたわらで、ルド＝ルウは「あーあ」とぼやく。

「やっぱりここは、あんたが婿入りするのが一番簡単だよ。おすすめはレイナ姉だね。年ねん齢れいもたぶん同じぐらいだろ？」

「いや、どうやら同い年ではあるようだけれども。でも、やっぱりそんな理由で嫁とか婿とかの話になるのはおかしいよ。俺はもっと、自分に誠実に生きていきたいね」

　自分の気持ちに、誠実に。

　自分の心に、忠実に。

　ルド＝ルウは「あっそ」と、つまらなそうに言い捨てた。

「あ、あそこに戸板みたいなのが立ってんだろ？　あの板の向こうが水場だよ。俺は仕事を手伝わされたくないから、帰るぜ？」

「わかった、ありがとう。……あ、今さらだけど、この首くび飾かざりもありがとう。昨日は本当に嬉しかったよ」

「何だそりゃ？　こっちが祝福してんのに礼を言ってどうすんだよ？　そいつはあんたの正当な取り分だろ」

　べーっと小生意気に舌を出だして、くるんときびすを返してしまう。

　やっぱり血筋なのだろうか。あの愛くるしい末妹と一いつ緒しよで、擬ぎ音おんがよく似合う元気な仕草である。

　さて。行く手を見ると、確かに灌木にたてかけられるようにして、何枚かの戸板がずらりと並べられていた。

　何の目的でこのような場所に戸板なんぞを干しているのかはわからないが、その向こうからは水の跳はねる涼すずしげな音色と、女衆の華はなやいだ声も聞こえてくる。

（リベンジにせよ何にせよ、まずはアイ＝ファの了りよう承しようをもらわないとな）

　その説得の言葉を考えながら、俺は水場へと近づいていった。

　ずいぶん楽しげな声である。笑っているのはリミ＝ルウだろう。朝から元気なことだ。

「すいません。アイ＝ファはこちらにお邪魔してますか？」

　戸板の陰かげから、ひょいっとそちらを覗きこむ。

　すると、当人が目の前に立っていた。

　アイ＝ファが、目の前に立っていた。

　大きな布で金褐色の髪をかき回しながら、アイ＝ファがきょとんと俺を見返してきた。

　俺の視界が、アイ＝ファの姿で埋うめつくされる。

　そのクリーミーなチョコレートみたいになめらかな色合いで、俺の視界は綺麗に埋めつくされてしまったのだった。




　――俺がこの異世界にやってきて、初めて顔を合わせた人間が、アイ＝ファだ。

　だから俺は、このアイ＝ファこそが森もり辺べの集落のスタンダードな人間である、と当初は思い込んでいた。

　しかし、実のところ、それは完全なる誤ご謬びゆうであった。アイ＝ファはスタンダードどころか、むしろ、これ以上もなくイレギュラーな存在であったのだ。

　女だてらに蛮ばん刀とうを振ふり回まわし、森の奥おく地ちでギバを狩る、そんな女衆はアイ＝ファの他に一人として存在しないようだった。

　だから俺は、アイ＝ファの他にアイ＝ファのような人間を見たことがない。野生の山やま猫ねこみたいな目つきをして、男のように果断に振る舞う、こんなに勇ゆう猛もうで、力強く、生命力と闘争心をみなぎらせた女の子を、俺はこの森辺の集落でアイ＝ファの他に見み出いだすことはできなかった。

　それはもう、外見からして、はっきりと違ちがうのである。

　この集落の女衆、特に未婚の若い女性たちはかなり露ろ出しゆつ度どの高い服を着ているので、普段の生活からでもその違いを察することは容易たやすかった。こんなに研とぎ澄すまされた身体からだをしている女衆は、アイ＝ファの他に存在しないのだ。

　もちろん女衆とはいえ、森に入って香こう草そうや薪たきぎを集めたり、鉈なたをふるって薪まきを割ったり、重い鉄鍋や水みず瓶がめを運うん搬ぱんしたり、と過か酷こくな労働に従事しているため、怠たい惰だに肥え太っている者などはほぼ皆かい無むと言ってもいい。

　それでも、やはり違うのだ。

　森を走り、鋼の蛮刀を扱あつかって、凶きよう暴ぼうなギバを狩る。そのための鍛たん錬れんで、まるでその肉体こそが鋼でできているかのように、アイ＝ファの身体は研ぎ澄まされている。

　骨格などは、むしろ華きや奢しやにさえ見えるし、腕うでも足も胴どう体たいも、特別に太いことはない。男のように逞たくましい体格をしているわけでもない。

　しかし、その内には強きよう靭じんに練られた実戦的な筋肉が秘ひめられている。

　革かわ鞭むちのように引ひき締しまり、無駄肉のない、アイ＝ファの身体。

　不自然なダイエットではなく、過酷な狩しゆ猟りようの仕事によって研ぎ澄まされた、細身の体たい躯く。

　それでいて、若い女性としての優美さや柔らかさを完全に失ってしまったわけでもなく、発達した背筋から、ぎゅっと引き締まった腰まわりを経へて、躍動感あふれる脚きやく線せんにまで至るラインなどは、いまだに時としてドキリとさせられることがある。

　野生の豹ひようのように、アイ＝ファは綺麗だった。

　優ゆう秀しゆうなアスリートのように、その肉体は美しかった。

　一人の女の子としても、アイ＝ファは魅み力りよく的てきだった。

　動物としても、人間としても、そして一人の女性としても――それは綺麗で、調和のとれた美しい身体だと、俺は普段からひそかに感じ入ってしまっていたのだ。




　で。

　そんなアイ＝ファの綺麗な身体で、俺の視界が埋めつくされてしまっていた。

　あちこちにうっすらと白い傷きず跡あとを浮うかばせながら、なおもなめらかに光ひかり輝くその褐かつ色しよくの肢し体たいが、余計な不純物を帯びることなく、今、俺の眼前にさらけ出されてしまっている。

　まあ要するに、アイ＝ファは素っ裸だったわけである。

　岩場の上で仁に王おう立ちになり、金褐色の濡ぬれた頭を大きな布でかき回していた体勢で硬こう直ちよくし、アイ＝ファはその裸ら身しんを真正面から俺の眼前にさらけだしてしまっていた。

　その背後では、さらに複数の女衆が裸身でたわむれており、俺の姿に気づくなりその何人かが黄色い悲鳴をあげたようだが、俺にはしっかりと知覚することができなかった。

　それは何な故ぜかと問うならば。

　高速回転のビデオフィルムみたいに血の気を顔に上昇させた我わが女主人が、恥はじらいの表情と羅ら刹せつのごとき形相をうまい感じに組み合わせたお顔になって、渾こん身しんの右フックを俺のこめかみに叩たたきつけてきたからである。
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「困ったことをしてくれたねえ……」

　ルウの家の本ほん邸ていから、ほどよく離れた空き地のような場所で、その人物は深々と嘆たん息そくした。

　百八十センチ以上もある長身に、しっかりと鍛きたえ抜ぬかれた大柄な体躯。糸のように細い目をして、いつも笑っているように見えるが内心は今ひとつ読み取ることの難しい、ルウ家の長ちよう兄けいジザ＝ルウである。

　その隣には、涼しい面おも持もちで彼方かなたの山並みに視線を飛ばしている末弟ルド＝ルウの姿があり、その正面に、俺とアイ＝ファが立ちつくしている。

　何だか生活指導の先生にお説教でもくらっているような構図だが、実のところ、深刻さと緊きん急きゆう度どはそんなものの比にはならない。これは、ルウ家とファ家の行く末を決定づける、両家の秘密会談なのだった。

「嫁入り前の娘むすめの裸身を目にするのは、強い禁きん忌きだ。それはわきまえているのだろう？」

「……ハイ。重々に」

「禁忌を犯おかした人間は、その償つぐないとして片方の目を差しだすか、あるいはその娘を嫁に迎むかえて一生守るべし、という掟がある。しかし、残念ながら、生まれ素す性じようも明確ではないアスタにルウ家の女衆を嫁入りさせるのは非常に難しい」

「……ハイ。わきまえております」

「しかもあの場には、ヴィナとレイナとララとリミの姉妹がすべてそろっていた。四人もの娘を嫁に迎えることなど、なおさら許されない」

「……ハイ。怖おそれ多きことです」

「かといって、アスタには四つもの目玉はついていない。さてさて、これはどうしたものか……」

「あ、あのですね！　これは最初にも申し上げたことですが！」

　と、秘密会談であるにも拘かかわらず、俺はついつい大きな声をあげてしまう。

「俺は、アイ＝ファの裸はだかしか見ていません！」

　足を蹴けられた。

「目の前におもいきりアイ＝ファが立ちはだかっていたから、アイ＝ファの裸しか目に入らなかったのです！」

　また蹴られた。

「アイ＝ファの裸に気を取られて、周りの風景なんてちっとも視界に入りませんでした！　俺は、アイ＝ファの裸しか見ていないのです！」

　がし、がし、がし、と今度は連発で蹴りまくられた。

　しかし、二つの目玉とその他ほかの何かをえぐり取られたらとても悲しい気持ちになってしまうので、俺としても必死なのである。

　ちなみに、フルスイングの右フックをくらった左のこめかみも、いまだにズキズキと熱くうずいている。出血等は見られなかったが、頭ず蓋がい骨こつに亀き裂れつでも入っていないか、本当に心配だ。

「何だよなー。自分の家の女なんかに気を取られんなよ。俺の作戦が台無しじゃんか？」

　と、深刻さの欠片かけらもない口調でルド＝ルウがつぶやくと、ジザ＝ルウがゆっくりとそちらを振り返った。

「ルド＝ルウ。お前は自分が何をしでかしたのか、その重大さを理解していないのか？」

　糸のように細い目が、静かに弟の姿を見下ろす。

　ルド＝ルウは、ギクリと一いつ瞬しゆん身体をすくめてから、すぐに眉まゆを吊つりあげた。

「何だよ！　大げさだろ！　そんなのカビまみれになってるような大昔のしきたりじゃんか？　はっきり言って、そんな意味のない掟を律りち儀ぎに守ってるやつなんて、この集落にはどこにもいやしないんだよ！」

「そうかもしれないな。しかし、族長筋たるスンの家が堕だ落らくした今、森辺の規き範はんたりうるのは、我らがルウの家のみなのだ。たとえ古いにしえのしきたりだとしても、それは決して軽かろんじられるべきではない」

　ジザ＝ルウの表情に、特別な変化は見られない。どんなに真ま面じ目めくさったことを言っても、顔立ち自体が柔にゆう和わなので、にっこりと微笑ほほえんでいるようにしか見えないのだ。

　だが、そうであるにも拘わらず、子犬のように吠ほえていたルド＝ルウは、ジザ＝ルウの言葉を聞いているうちにどんどん青ざめていってしまった。

「わ……わかった。俺が悪かった。……お、俺が悪かったってば！　だからそんなに怒おこらないでくれよ、ジザ兄！」

「お前の処分は、後で考える」と、あわれな弟くんを放置して、ジザ＝ルウはまた俺たちに向きなおる。

　たちまち不可視の圧力が、ずんと頭上にのしかかってきた。

　この男の迫力はいったい何なのだろう？　何となく、武芸の達人とでも向き合っているような圧あつ迫ぱく感を覚えてしまう。
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「ファの家のアイ＝ファ。禁忌を犯した家人について、貴方あなたはどのように考えているのかな？　その話を聞いてから、俺は決断を下したいと思う」

　とても静かにジザ＝ルウはそう言った。

「水場には、人目を払はらう戸板が張られていたはずだ。戸板とはその家の門を示すしるしであり、家人の許しなく足を踏み入れるべからず、というしきたりがある。ファの家のアスタはそうして二重の意味で禁忌を破ったことになるわけだが――貴方であれば、どのような処断を下すのだろう？」

「……このアスタという男は、異国人だ。その異国人を家人として迎えながら、森の掟も伝えきれぬうちに他家の門をくぐらせてしまったのは、ファの家の家長である私の罪であると考える」

　感情のない声で言い、アイ＝ファは静かに頭を垂れる。

「罪を償えというなら、私が代わってこの目を差しだそう。しかし、両方の目を差しだしては、森辺の狩人かりうどとして生きていけない。どうか片方の目だけで容よう赦しやを願えないだろうか……」

「おい、アイ＝ファ！」と、わめきかける俺を手で制し、ジザ＝ルウは「ふむ」と頑がん丈じようそうな下した顎あごに手をそえる。

「それはいささか考かんがえ違いなのではないかな、ファの家のアイ＝ファ。片方の目を失ってなお《ギバ狩がり》を生業なりわいとすることは不可能だろう。森は、子供の遊び場ではないのだからな」

「……それで森に朽くちるなら、それが私の天命と受うけ容いれる」

「なるほど」

　ジザ＝ルウはひとつうなずいて、焦しよう燥そうの極みにある俺を見た。

「では、もう一度問おう。ファの家のアスタ、貴方は我がルウの女衆の裸身をその目に収めたのかな？」

「俺はアイ＝ファの裸しか見ていません！」

　この期に及およんで、また足を蹴られる。

　ジザ＝ルウは「そうか」と息をついた。

「貴方の言葉を信じよう、アスタ。……そして、貴方がアイ＝ファの裸身をしか目に収めていないというならば、あとはもうファの家の問題だ。ルウの家が関かん与よする話ではない」

「……許していただけるのか？」とアイ＝ファが問うと。

「許すのではなく、信じたのだ」とジザ＝ルウが答えた。

「貴方は信しん頼らいに値あたいする人間だ、アイ＝ファ。その貴方が家長をつとめるファの家のアスタの言葉を信じる。……アスタは戸板より先に足を踏み入れてはいない、と言っていたな？」

「はい！　戸板のすぐ裏にアイ＝ファが素っ裸で立っていたので！」

　まだ蹴るのだな。

　しかし、俺の胸中は安あん堵どの思いでいっぱいだったので、どうということはなかった。

　アイ＝ファの片目を差しだすぐらいなら、俺が両目を潰されたほうがマシだ。

「では、ルウの家には害も生じなかったので、その件も不問としよう。……大体このような騒ぎで他家の人間に血を流させれば、ルウの家は悪あく辣らつな策さく謀ぼうをもって他家を害する家であると誹ひ謗ぼうされかねないからな」

　そう言って、ジザ＝ルウはすっかり大人しくなってしまっていたルド＝ルウのほうをようやく振り返る。

「わかったか、ルド＝ルウ。お前の行いはファの家のみならずルウの家にまで災わざわいを招きかねなかったのだ。もう分別のつかない子供ではないのだから、ルウの家の人間としての節度をわきまえろ」

「……はい」としか答えられないルド＝ルウが、あまりにあわれに見えてしまった。

「あ、あの、彼が何か重い罰ばつを受けるようなことにはならないですよね？」

「うん？　どうして貴方がそのようなことを気にするのかな、ファの家のアスタ」

「どうしてって……完全に自じ業ごう自じ得とくだとしても、そんなの後味が悪いじゃないですか。俺がちょっとでも機転をきかせていれば、こんな騒ぎにもならなかったはずですし」

「ふむ。……まあ、どのみち罰などは与あたえられないな。そのようなことをしたら、この話が家長の耳に入ってしまうので」

　もうすっかり日は昇のぼってしまっているというのに、いまだ家長のドンダ＝ルウは惰だ眠みんを貪むさぼっておられるのである。

「我が父ドンダ＝ルウがこの話を知れば、掟うんぬんではなく、貴方を許さないだろう。特に末妹のリミ＝ルウは家長に溺でき愛あいされているものでね。目玉どころか、心臓を要求されかねない」

「……ソウデスカ……」

「しかし、そのような事態になれば、それこそルウの家は血に飢うえた暴ぼう虐ぎやくの徒を家長に据すえているのかと貶おとしめられてしまう。この件は、家長ドンダ＝ルウはもちろん他の家人の耳にも入らぬよう、特にお願いしたい」

　こちらこそ、としか言い様がなかった。

　そちらは家名がかかっているのかもしれないが、こちらは生命がかかっているのだ。

「それでは、手打ちにしよう。家長はいまだに目覚めぬため、帰き途との挨拶はこのジザ＝ルウが承うけたまわる。双そう方ほうとも、息災で」

　用は済んだからもう帰れ、ということか。

　リミ＝ルウたちに挨拶できないのはちょっと心苦しいが、まあこの状じよう況きようではしかたがない。俺たちは無言で頭を下げ、刀を受け取りにルウの家へ向かおうとした。

「ああ、そうだ。家長ドンダ＝ルウから言こと伝づてがあったのだ。正確に伝えよとのことなので、そのままの言葉を伝えさせていただく」

　と、にこやかな笑え顔がおにしか見えない顔で、ジザ＝ルウが俺たちを呼び止める。

「『不ま味ずい飯をありがとうよ。おかげで最長老は救われた。狩人の魂たましいを腐くさらせる最高の薬に祝福を』……以上だ」
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「なあ、アイ＝ファ」と呼びかけたが、もちろんのこと、返事はなかった。

　刀とマントを受け取って、ファの家への帰路を辿たどっている途と上じようである。

　黄色く踏み固められた森辺の道を進めば、ちらほらと集落の人間とすれ違う。

　ファの家からは一時間ほどもかかる場所なので、この辺りに住まう人々はみんな初見だ。それゆえに、誰だれもがみな一様にぎょっとした様子で俺を振り返ってくる。やっぱり森辺の装束を纏まとった異国人などは、どこに行っても好こう奇きの的なのだろう。

　しかし、そのようなことはどうでも良かった。

　今の俺が何とかしなければならないのは、スタスタスタと大おお股またで歩きながら怒いかりと拒きよ絶ぜつのオーラを撒まき散ちらしているアイ＝ファの存在である。

　重大な相談事もあったのに、これではとうていそのような話を切り出すこともできなかった。

（……だけど、黙だまりこんでても埒らちがあかなそうだよなあ）

　と、意を決して俺は怒れるアイ＝ファの背中にさらなる言葉を投げかけてみる。

「なあ！　さっきのことなら、俺が悪かった！　俺だって本当に申し訳ないと思ってるよ。でも、こんなことでお前との信頼関係をぶち壊こわしたくないんだ。これまで一緒に過ごしてきた時間に免めんじて、俺の話を聞いてくれないか？」

「…………」

「それに、仕方がないだろう？　俺はルド＝ルウに、あそこは水場だって聞いてたんだよ。まさかルウ家の水場が行水できるほど馬鹿でかい川だなんて思いも寄らなかったし。みんなで仲良く晩ばん餐さんの後片付けでもしてるんだろうなと思って、何の気もなく覗のぞきこんじまったんだ」

「…………」

「それにまあ、嫁よめ入いりだの何だのって話は俺も初耳だったしな。……あのさあ、お前のあられもない姿を目にしてしまったのはこれで二回目なんだけど、俺はどうやって責任を取ったらいいんだろう？」

　言っていて、こちらのほうが気き恥はずかしくなってしまった。

　これはいかん、と俺は努めて能天気な声をあげてみせる。

「そりゃあお前みたいな別べつ嬪ぴんさんを嫁に迎えられたら最高に幸せなんだろうけどさ。ご存じの通り、俺おれはそんな光栄を賜たまわれる立場でもないし！　だけどそれでも道理が通らないってんなら、俺が婿入りしてやっても――」

　俺の命運は、そこまでだった。

　あの七日前にギバを一いち撃げきで葬ほうむった時にも劣おとらぬ爆ばく発はつ的てきな瞬しゆん発ぱつ力りよくでもってアイ＝ファがこちらを振り返り、地を蹴って、跳とびかかってきたのである。

　俺の身体はいとも容易く地面に引きずり倒たおされて、腹の上に膝ひざを乗せられて、力まかせに胸むなぐらをつかまれて、息が詰まるぐらい強きよう烈れつに絞しめあげられてしまった。

「あ、あのなあ、アイ＝ファ……」

「やかましい！　この――この大たわけがっ！」

　俺は見事に地じ雷らいを踏ふんでしまったらしい。

　アイ＝ファは両目を火のように燃やし、血がにじみそうなぐらいにきつく唇くちびるを噛かみしめて、なおかつ顔中を真っ赤にしてしまっていた。

「私が……私がどれほどの覚かく悟ごをもって《ギバ狩り》として生きていくと決断したと思っているのだ？　そんな私に、気安く婿入りなどと――」

　悲痛に震ふるえる声をしぼりだし、俺の胸もとをぐいぐい絞めあげてくる。

　そのアイ＝ファの瞳ひとみにじんわりと浮かんでくるものを見て、俺は完全に、完かん璧ぺきに、心の底から死ぬほど後こう悔かいした。

「ごめん！　茶ちや化かして悪かった！　気まずい空気を打破したかっただけなんだ！　悪意はない！」

　今のは俺が悪かった。二百パーセント、確実に。火を見るよりも明らかに。石に判を押おすほどに。

　真っ当な口論や気持ちのすれ違いなどではなくただの軽口で女の子を涙なみだぐませてしまうという行こう為いがどれほどの罪悪感を喚かん起きさせられるものなのか、俺はこの世に生を受けて十七年目にして初めてまざまざと体感することになってしまったのだった。

「ごめん！　本当にごめん！　お前みたいに気き丈じような女を泣かせちまったら、罪悪感で息の根が止まりそうだ！　後生だから、泣きやんでくれえ！」

「ふざけるなっ！　誰が泣いているかっ！」と叫さけぶそばから、ぽたりと温かいものが俺の頬ほおに落ちてくる。

　アイ＝ファの眼光たるや業ごう火かのごとしで、それほど苛か烈れつな激情の炎ほのおが燃えているなら涙すら蒸発させてしまいそうに思えたが、残念ながらそのような奇き跡せきは現出せず、ぽたりぽたりとさらなる爆ばく撃げきが俺の心を撃うち砕くだいていく。

　本当にもう死んでしまいそうです。

　これでもしもアイ＝ファが一昨日のリミ＝ルウみたいに泣なき崩くずれてしまっていたら、俺も自分の愚おろかさを悔くいて悶もん死ししていたかもしれない。

　しかし、誇ほこり高たかき女狩人たるアイ＝ファはそのようなさまを見せることなく、やがて俺の身体を突つき放はなすようにして身を引くと、後ろを向いて、涙をぬぐった。

　俺もそろそろと半身を起こし、地面にぺたりと座すわりこんでしまっているアイ＝ファの背に呼びかける。

「えーと、アイ＝ファ……？」

「泣いておらん」

「泣いてなかったな！　俺の見み間ま違ちがいだった！　あんまりぐいぐい絞めあげられてたもんだから、酸素不足で視界が曇くもっていたらしい！」

　アイ＝ファは無言で立ち上がり、もう一回腕で顔をぬぐってから、またスタスタスタと歩き始めた。

　俺は全力で溜ため息いきをつき、それからアイ＝ファを追いかける。

　不幸中の幸いで、その間はすれ違う人間もいなかった。

（そうだった。ただクールなだけの女じゃないんだよ、こいつは）

　アイ＝ファはひたすら正面をにらみすえ、ひたすら足を動かし続けている。

　さすがにもうその目に涙は光っていなかったが、頬にはうっすらと赤みが残っていたし、表情がいつもより幼げであるように感じられてしまう。

　もうこの横顔がいつものふてぶてしさを回復させるまで、余計な口を叩くのはやめておこう。俺はそう決心して、視線を正面に向けようとした。

　すると、まるでそれを待ちかまえていたようなタイミングで、アイ＝ファのへの字に結ばれていた唇が開かれた。

「……それで、お前はどうしてさきほどからそのように思いつめた顔をしているのだ？」

「え？　それはもちろん、どうやったらお前と仲直りできるかをずっと思おもい悩なやんでるんだけど……」

「そうではない。何か他にも面倒事を抱かかえているのではないのか、と聞いているのだ。そうでなくては、お前がそこまで思いつめることはあるまい」

　ずっと怒り狂くるっていたはずなのに、そのようなことが察知できてしまうのかと、俺は心から驚おどろかされる。

「うん、まあ、本当はお前に相談事があったんだけどな。でも少なからずややこしい話だから、お前がもうちょっと落ち着いてから話すことにするよ」

「ふざけるな！　私はいつでも冷静だ！」

　何だか語調まで少し幼児化してしまっているような気がしてならない。

　本当に大だい丈じよう夫ぶかなあと心配しつつ、しかし本人の意向は尊重すべきかと俺は話を切り出すことにした。

「えーっとな、それじゃあ話させていただくけども。こいつはかなり突とつ拍ぴよう子しもない話なんで、怒らずに聞いてくれ。お前にやめろと言われるなら、潔いさぎよくあきらめるつもりだし」

「……すでにこの数刻で数年分は気分を害されたというのに、この上まだ私にロクでもない話を聞かせるつもりか」

「ロクでもないと思ったら、駄だ目めだと一刀両断してやってくれよ。……俺はさ、ドンダ＝ルウにもういっぺん俺の料理を食べさせてやりたいんだ」

　アイ＝ファは少し目を細め、きろりと冷たい眼光をくれてきた。

　誠心誠意、俺は自分の心情を述べてみせる。

「ドンダ＝ルウを納得させない限り、ルウの家でも血ち抜ぬきの手順を覚えようなんて話にはならないだろうし、そうすると、ジバ婆ばあさんたちは明日あしたからも臭くさい肉を食べ続けなきゃいけなくなるだろう？　それに、そういう話を抜きにしたって、俺は――自分の料理を不味いだとか毒だとか言われたのが、悔くやしくてたまらないんだよ」

　アイ＝ファは、何とも答えなかった。

　ただ、不ふ穏おんな半眼で俺をにらみつけている。

「何とか丸くは収まったんだから、これ以上あの家に深入りしないほうがいいってのも、よっくわかってるつもりだ。ルウの家の連中なんて、ジバ婆さんやリミ＝ルウ以外とはあんまりお近づきにならないほうが無難なんだろうからさ。……だけどそれでも、俺は無む茶ちや苦く茶ちやに悔しいんだよ」

「……そのようなことか」

「うん？」

「あれほど悪あし様ざまに罵ののしられれば、悔しくないほうが不自然であろう。今さらくどくどと聞かされるほどのことでもない」

「ああ。だけど、そうそう気安くルウの家には関かかわれないってのも事実だろ？　だから俺は、悩んでいるんだよ」

「……悩む必要などない」とアイ＝ファは言い捨てた。

「好きにしろ」と。

「え？　好きにしろって、あの偏へん屈くつ親おや父じに挑ちよう戦せん状じようを叩きつけちまってもかまわないってのか？」

「そうしたいなら好きにしろ。私は止めはせん」

「何でそんな他人事なんだよ！　俺がしくじったら、お前にも迷めい惑わくがかかっちまうだろ？」

　それともまた、迷惑がかからないように縁えんを切ればいい、とでも抜かすつもりなのだろうか。そうだとしたら、今度は泣かれようがわめかれようが、俺は徹てつ底てい抗こう戦せんする構えだ。

　しかし、まったくそんなことはなかった。

「ドンダ＝ルウには、もはや私を嫁よめに迎える心づもりなど毛頭ないらしい。女だてらにギバを狩かる、というのがあの御ご仁じんの気き性しようにはたいそうそぐわなかったのであろう。今やあの男からは、敵意と嘲ちよう弄ろうの念しか感じられない」

「ふむ。だけど、敵意を持ってるような相手と関わるのはまずいだろ？」

「何故だ？　敵ならば、屈くつ服ぷくさせればいいだけのことだ」

　と、アイ＝ファはあっさり言い捨てた。

　たぶん困こん惑わくの表情しかない俺の顔を見て、アイ＝ファは「ふん」と鼻を鳴らす。

「別にお前は刀をもってドンダ＝ルウを討うち倒したい、などと願っているわけではなかろう。美う味まい料理をもってして、あの男の心を屈服させたい――そうではないのか？」

「屈服っていうよりは納得かな？　まあ、喧けん嘩か腰ごしなのは否定しないけど」

「ならば、勝手にするがいい。……私だって、ジバ婆にはこの先も美味い料理を食べ続けてほしいと願っている」

　後半部分はものすごい小声になっていて、耳をそばだてなければ聞こえないほどだった。

「だがしかし、そのような意義を取とり沙ざ汰たする前に、私はお前に問うておかねばならないことがある」

　と、アイ＝ファの瞳が、さらに不穏な光をおびる。

「勝算は、あるのだろうな？」

「勝算、か」と、二秒ほど考えて「あるよ」と答えた。

「あるか」

「あるね。まあ、ちょいと研究が必要だけど、肉ならまだまだ余ってるんだから、研究だってし放題だ」

「それで、勝てるのだな？」

「うん？　いやまあ、勝敗は時の運なれど……」

「勝て。負けることは許さん」と、アイ＝ファはそっぽを向いてしまう。

「お前の作ったものがあのように下げ衆すな言葉で汚よごされるのは、もう耐たえられん。もしまたドンダ＝ルウにあのような不ふ遜そんの態度を許すことあらば……私は逆上して、何をしてしまうかわからんぞ」

　きょとんと目を丸くする俺の眼前で、再びアイ＝ファの顔が赤く染まっていく。

「昨晩、あの男の言葉を聞きながら、私がどれほどの屈くつ辱じよくをこらえていたのか、お前にはわからんのか？　かなうものなら、煮にえたつ鉄てつ鍋なべの中身をあの男の顔面にぶちまけてやりたいぐらいだった」

　いやしかし、アイ＝ファは昨日最初から最後まで、しれっと無表情を決めこんでいたではないか？

　だが、また思う。確かに感情の振り幅は大きいアイ＝ファであるが、そういえば気心の知れぬ人間が相手であるときは、いつも冷れい徹てつなまでの無表情であったな、と。

　あの冷たく冴えざえとした表情の下には、そんな激情が燃えさかっていたのか。

「しかし、他家の晩餐で――しかもルウ家においてそのように無礼なふるまいに及んでしまったら、ファの家の血筋もその日限りと相成ろう。だからお前は、ファの家の名を負う覚悟で挑いどめ」

「わかった」と、俺は大きくうなずいてみせた。

　胸に、むずむずと熱いものが蠢うごめいてしまっている。

「ありがとう、アイ＝ファ。お前がそこまで悔しがってくれてるとは思わなかったよ」

「ふん！　お前はかりそめにもファの家の家人なのだからな！　家人が不当に貶められれば、家長として怒りを覚えるのは当たり前のことだ！」

　と、険悪に言い捨ててから、子どもみたいに唇をとがらせる。

「……それに、誰が何とほざこうとも、あの料理は絶対に美味い」

　何だろう。

　さっきの仕返しに、俺を泣かせようとでもしているのだろうか？

　しかし、俺は泣くのではなく、笑った。

「アイ＝ファはいつも最後のひと押しをしてくれるな。何だか無茶苦茶に闘とう争そう心しんがみなぎってきたよ」

「……ふん」

「あーあ！　あんな馬ば鹿か馬ば鹿かしい騒さわぎでお前との関係がぶっ壊れなくて本当に良かったぜ！　これからもよろしくな、アイ＝ファ！」

「……二度までも禁忌を犯しておきながら馬鹿馬鹿しいとは何という言い草だ」

　と、怒った山猫みたいに鼻の頭にしわを寄せるその顔は、もうすっかりいつも通りのアイ＝ファだった。

　そのおっかない顔を見て、俺はますます嬉うれしくなってしまう。

「いやいや、お前の裸は馬鹿馬鹿しいどころの騒ぎじゃなかったよ、アイ＝ファ！　俺は本心からそう思う！」

　そうして調子に乗った俺は、かなり本気のフルスイングで後頭部をひっぱたかれることになったのだった。
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　それからの数日間は、打だ倒とうドンダ＝ルウに向けてひたすらギバ肉の調理方法を研究する日々だった――なんて言ってしまうと、まるで不ふ眠みん不ふ休きゆうで肉ばかり焼いていたように聞こえてしまうかもしれないが、もちろんそんなことはない。

　そこはそれ、働かざるもの食うべからずの森辺であるからして、毎日の仕事はきちんとこなし、なおかつ研究のための資材確保を果たすために、これまで以上の肉体労働を余よ儀ぎなくされる一面もあったのだった。

　有あり体ていに言えば、まず薪の確保である。

　薪がなければ、肉は焼けない。

　それに俺は、これを機にかまどの温度調節を極きわめんという意欲にも燃えていた。

　まあ、本当の意味で極めるには年単位の修練が必要になってしまうのだろうけども、これは決しておざなりにはできない項目であったのだ。

　まず、ファの家にはかまどが一つしかなかったため、俺はこれまで非常に制限のある環かん境きようで調理に取り組むことしかできていなかった。『ギバ・スープ』を強火で煮に立たてたら、後半は薪の投入をひかえめにしてじっくりと煮立てる。火力の調節など、せいぜいそれぐらいが限界であったのだから。

　しかし、ルウの家にはいくつものかまどがある。これなら調理中に鉄鍋を移動させることにより、強火と弱火を適切に使いわけることができる。だからルウ家の晩餐では、ミニバーグではなくしっかりとした通常サイズのハンバーグを焼きあげることも可能であったのだが――この「弱火の維い持じ」というのが、なかなかに困難だったのである。

　ガスコンロでフライパンを扱うのとはわけが違う。何せ薪はみんな形状が不ふ揃ぞろいであるため、最終的には目分量にならざるを得ない。そして森辺で使われている鉄鍋はフライパンよりうんと分厚いので、熱の伝導率が遅おそい代わりに、ひとたび温まったらその火力が強い。そのへんの感覚の違いも、なかなかに厄やつ介かいだった。

　昨日はとにかく焦こがしてしまわないことを眼目に置いたので、大失敗こそまぬがれはしたものの、火が弱すぎて肉にく汁じゆうを逃にがしてしまったのでは？　という不安がぬぐえなかったのだ。そんな不安を抱えこんだまま、ドンダ＝ルウと再び相あい見まみえるわけにはいかないだろう。

　そんなわけで、まずは「弱火の調節」こそが、俺にとっては第一の関門であったのだ。

　どのていどの薪まきを積んだらどのていどの火が燃えるのか、どのていどの火が燃えたらどのていどの温度に達するのか。薪の量を調節し、火の大きさを見て、煙けむりの具合を確かく認にんし、焼いた肉の状態を把は握あくする。それは根気との勝負であり、また、終わりなき旅路の始まりでもあった。

　とにかくひたすら薪を燃やして、肉を焼く。

　家の中などは、もういがらっぽくなってしまって大変だ。

　こんなとき、野外にもかまどをかまえているルウ家の環境が羨うらやましくなってしまうが、富めるものを羨んだところで何も始まらない――とか、俺は石いし川かわ啄たく木ぼくばりにじっと手を見るばかりであったが、それではおさまらない者がいた。

　もちろん、唯ゆい一いつの同居人にして女主人たるアイ＝ファである。

　ルウ家から帰還した日の夕刻、狩人としての仕事を終えて森から戻ってきたアイ＝ファは、肉の脂あぶらと薪の煙にいぶされた屋内の惨さん状じようを目にするなり、「何をしているのだお前は！」と激げき怒どした。

　だってあのギバ親父を打倒するためには必ひつ須すの研究なんですものごにょごにょとか持ち前の愛くるしさで何とか女主人を懐かい柔じゆうしようとした俺であるが「馬ば鹿かかお前は」と一いつ蹴しゆうされてしまった。

「それなら家の外にかまどを作ればいいだろうが」

　金きん褐かつ色しよくの御お髪ぐしをかき回しながら、アイ＝ファはそう言った。

　まったくもって、目から鱗うろこである。

　森辺には、大工も建築家もインテリアデザイナーも存在しない。この家は、調度は、すべてそこに住まう民たみたちの手作りなのだった。

「かまどがなければ飢えて死ぬしかない。その作り方ぐらい、私だってわきまえているわ」

　しかし、アイ＝ファの父親が亡なくなったのは二年前であり、その頃ころのアイ＝ファはまだ十五歳である。それ以降はあらゆる人々との縁を絶ち、たった一人で暮らしてきたアイ＝ファにそこまでの知識があるなどと、異世界出身たる俺に想像できようか？

　というか、そんな俺でも、わずか十五歳の若さでかまどの作り方までわきまえているのが森辺のスタンダードであるとは、どうにも思えない。

　アイ＝ファの父親は、まるで自分の若き死を予見していたかのごとく、自分の持てるすべての知識を性急に娘へと伝授していたのではないか、とすら思えてくる。

　しかし、そのようなことを追つい及きゆうするすべはないし、また追及する気もない。

　俺はただひたすらに「すごいなあ、お前は」とアイ＝ファをほめたたえ、その存在を祝福するばかりだった。
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　ということで、ルウの家から戻もどった翌日の午後には、アイ＝ファと二人でかまど作りに励はげむことになった。

　予想はしていたが、これがまたきわめつけの重労働で、とにかく岩場から引き板を使って手て頃ごろな岩を運うん搬ぱんし、ひたすら運搬し、それを地面に積み上げていく、という体力と根気の勝負でもあった。

　設置場所は、ファの家の真裏である。

　日も高いうちからガンガン薪をくべる姿など、表の通りからは見えないほうが都合はいいし、それより何より急な大雨からかまどを守ってくれるような高さと豊かな茂しげみを持つ手頃な灌かん木ぼくが、ちょうど家の裏に一本立っていたのである。いずれはその灌木を土台にしてきちんとした屋根でも作らねばなと思う。

　何はともあれ、岩を運搬する。

　そうしてそれを積み上げていく。

　丸い小山のような円えん錐すい台だいで、上部と前部に穴があり、中身はすっぽり空くう洞どうである、という作りであるから、もちろんただ積み上げるだけでは形にならない。岩と岩とをつなぐのは、アイ＝ファが森から持ち帰ってくれた「粘ねん土ど」であった。

　特別な岩場にしか存在しない灰色の岩塊を持ち帰り、それを砕いて、水に溶とかす。手にべちゃべちゃとひっつくその粘ねん性せいに苦労しつつ岩の間に練り込んでいき、あるていど形になったら、薪をくべてみる。

　気密性が不十分であったり、焼いているうちに割れたり崩れたりしてしまった場所に、改めて粘土を練り込んでいく。

　そんな作業を五回も六回もくり返して、さしあたって煙の漏もれを防ぐことができるようになったら、粘土にこまかい砂を混ぜて少しゆるめに溶いてから、外側にも内側にもまんべんなく塗ぬっていく。

　それで全体を火で炙あぶって、粘土を硬こう化かさせることができれば、完成だ。

「うひゃー！　汗あせだくだ！　半日がかりの仕事になっちまったな」

　太陽は西の果てに差しかかり、辺りではとっくに夕ゆう餉げの白い煙がたちのぼり始めていた。

「……腹が減ったぞ、アスタ」と、地面に座りこんだアイ＝ファも、さすがに疲ひ労ろうの色が隠かくせない。

「そうだな。せっかくだから、今日はこっちのかまどを使って料理してみるか。スープとハンバーグならどっちがいい？」「はんばーぐ」

　地面にへたりこんだまま、俺はアイ＝ファを振り返った。

　アイ＝ファは「何だ？」と怖こわい顔をする。

「いや、すげー即そく答とうだなと思っただけだ。でも、昨日もハンバーグだったからこれで四日連続になっちまうけど、それでもかまわないのかな？」

「………………………かまわん」

　いや、そんな間を置かなくても。

　まあ、作業の途と中ちゆうでぬけだしてポイタンだけは焼いておいたから、メインディッシュは何でもかまわない。肉を挽ひくのはちょいと手間だが、半日を潰つぶしてかまど作りに協力してくれたアイ＝ファへの感謝の気持ちと思えば安いものだ。

　そんなことを考えていたら、またアイ＝ファが声をかけてきた。

「アスタ」

「何だい、アイ＝ファ？」

「一昨日おとといの、ルウの家で食べたはんばーぐは、大きかった」

「ああ。俺の故郷では、あれぐらいが通常の大きさだったんだよ」

「……ファの家で作るはんばーぐは、なぜ小さいのだ？」

「あれ、言ってなかったっけ？　あの大きさで作るには、強火と弱火を使い分けなきゃいけないんだよ。強火だけだと表面が焦げちまうし、弱火だけだとなかなか焼けなくて旨うまみが外に逃げちまう。だからああいう可愛かわいらしい大きさに小分けして焼かなきゃいけなくなるわけだ」

「そうか」

「ああ、そうだ」

「アスタ」

「何だい、アイ＝ファ？」

「……ファの家には、これで二つのかまどが出来上がった」

「ああ。嬉しい限りだね。だけど家の中と外とじゃあ、鉄鍋の持ち運びが大変だな。一度の料理で使い分けるのは難しいかもしれない」
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　だけどそれじゃあ弱火の維持というスキルを確立させたところで、調理でそれを実じつ践せんすることができないじゃないか。こいつは困ったぞ、とか思っていると――アイ＝ファの瞳が、夕ゆう闇やみの中でランランと燃えていた。




　かくして翌日には、野外に二つめのかまどが設置される段と相成ったのである。

　双ふた子ごの兄弟のように並んだかまどの前、俺は渾こん身しんの力でへたりこむ。

「うひゃー！　汗だくだ！　二日連続でかまど作成とか、しんどすぎる！　もう腕うでがパンパンだよ！　こんなんで料理なんて作れるかなあ」

　地面にへたりこんだまま俺が泣き言を言うと、ものすごく複雑にゆらめいたアイ＝ファの瞳がじいっと俺を見つめてきた。

「いや、作るよ？　作るってば。ばーんとでっかい『ギバ・バーグ』を作ってやる！　……だから泣くなよ？」

「誰が泣くか！」

「それなら良かった。……それに、これでようやく明日っから本格的に焼き料理の研究もできるしな。感謝してるぜ、アイ＝ファ？」

「ふん」

「そう考えたら、明日からは対ドンダ用の焼肉料理を試食してもらいたいわけだし。ハンバーグも今日でいったん食いおさめか」

「くいおさめ……」

「いや別に、食べたくなったらいつでも作ってやるから。……おい、泣くなよ？」

「誰が泣くか！」

「ふむ。お前って本当にハンバーグが好きなんだなあ？　そんなに毎日ハンバーグばっかり食べてたら、ジザ＝ルウの言い分じゃないけど、本当に噛む力が退化して……」

　そこで、何かが引っかかった。

　噛む力が、退化して……？

　退化したら。

　どうなる？

「そうか」と俺は眉み間けんに手をあてて考えこんだ。

「そりゃまあ確かに……そうだよなあ……」

「どうした、アスタ？」と、アイ＝ファが真しん剣けんな面おも持もちで顔を寄せてくる。

　汗をかいた頬に金褐色の髪かみの先がちょっぴりへばりついていて、何だか――ちょっとだけ色っぽい。

「い、いや！　料理の方向性が再確認できただけだ。今度はしっかりと噛み応えがあってなおかつハンバーグと同じぐらい美味い料理を目指すから、楽しみにしててくれ」

　ちょっとあちこちに思考の触しよく手しゆを伸のばしつつ、「そういえば」と俺はかねてからの疑念を口にすることにしてみた。

「なあ、アイ＝ファ。けっきょく二日がかりでかまどを作ることになっちまって、俺のほうはまあ大助かりだけど、狩かりのほうは大丈夫なのか？　これでもう十日近くもギバを狩っていないんだろ？」

「大事ない。ルウの家では予想外の収しゆう穫かくがあったからな」と、胸に下がった首くび飾かざりに指先をからめる。

　アイ＝ファも俺と同様に、八本の牙きばや角を得ているのである。

　もともとけっこうな数の牙と角をぶら下げていたアイ＝ファであるので、余よ剰じよう分ぶんは毛皮のマントの内ポケットに収納しているらしい。

「八本の報ほう酬しゆうを頂けたってことは、ギバ二頭分、つまりはアリアとポイタン二十食分か。……たったの一回かまどをまかされただけで、破格の報酬だよな」

「正当な報酬だ。お前にとっては」

　バチバチと燃えるかまどの炎を見つめながら、アイ＝ファがつぶやく。

「それに、どれほど森を歩こうとも、狩れない時期は狩れないのだ。森は果てしなく広がっているが、私たちの踏み込める領域はごく限られている。その日の内に家まで帰りつける領域にまでしか、私たちは足を延ばすことはできないのだからな」

「ふむ。それはもっともな話だな」

「しかし、そうして集落周辺のギバを狩りつくせば、そこにはギバの好物である果実や小さな動物たちが増え、森の奥おく地ちに潜ひそんでいたギバたちが、それを求めて住すみ処かを移動させてくる。そうすれば、また狩り放題だ」

「なるほど。きちんとそういうサイクルができあがってるんだな」

　しかし、俺という居い候そうろうが増えた以上、アイ＝ファの負担は倍にまで膨ふくれあがってしまったわけだから、そんなに容易たやすい話ではないのだろうとも思う。

　一人の食くい扶ぶ持ちなら十日に一頭、二人分なら五日に一頭が最低限のノルマなのである。どうかアイ＝ファの蓄たくわえが目減りする前に豊作の時期が訪おとずれますように――と、俺は心の中で祈いのっておくことにした。




　するとアイ＝ファは、その翌日に巨きよ大だいな角と牙を持ち帰ってきた。

「お前が落ちたあの落とし穴にギバが掛かかっていた」とのことだ。

　そしてその翌日には、さらに大物の角と牙を持ち帰ってきた。

「今日のはでかかった。危あやうく刀をへし折られるところだった」

　ギバとの闘たたかいは、生命いのちがけなのだ。

　豊作がどうとか祈っていた自分を恥はずかしく思う。

　そして、さらにその翌日には――なんと、五十キロサイズのやや若いギバを、アイ＝ファは一人で担かついで帰き還かんしてきたのである。

「言われた通りに、血を抜ぬいてみた。血を流しながら長いこと動いていたから、たぶん上う手まくいっただろう」

　屋外のかまどで薪を焚たいていた俺のかたわらで、アイ＝ファはほとんど崩れ落ちるようにして座り込んだ。

　その身体からだは汗まみれ土まみれで。とても苦しそうにぜいぜいと荒あらい息をついている。

　当たり前だ。ギバとしては小ぶりでも、五十キロ級である。アイ＝ファ自身の体重とそんなには変わらないはずの重量だ。

「だ、大丈夫かよ？　お前、無む茶ちやしやがって――」

「大事ない。……水をよこせ」

　俺は急いで家の中に戻り、柄ひ杓しやくで一いつ杯ぱいの水を汲くんできてやった。

　それを受け取ろうとするアイ＝ファの腕がふるふると震えているのに気づき、俺はそっとアイ＝ファの口もとに柄杓を傾かたむけてやる。

　それを一息で飲み干すと、アイ＝ファは、ふーっと大きく息をつき、そのままごろんと横たわってしまった。

　形のいい胸が激しく上下して、俺はちょっと目のやり場に困る。

　ので、アイ＝ファの隣となりに仲良く並んでいるギバのほうに目を移した。

　頭と咽喉のどのあたりを血で汚し、悲しそうに小さな目を閉ざした、ギバの亡なき骸がら。体長は小さいがそのぶん丸々と太っており、脂ものっていそうだ。角が牙より大きいから、たぶんオスの若いギバだろう。

「……肉はまだ半分近くも残ってるんだぜ？　そこまで無理をする必要なんてなかったのに」

　俺が言うと、アイ＝ファは大の字になったまま、不ふ機き嫌げんそうな目を向けてきた。

「何を言っている。あと五日もすれば、それらの肉も傷いたみ始める頃ころ合あいだろう」

「ああ。だけどそれなら、森で血抜きをして足だけ持ち帰るとか――」

「ギバの胴どう体たいを捨てるのは惜おしいと、普ふ段だんからうるさく言っているのはお前のほうだろうが？」

　目を閉じ、まだちょっと乱れがちな呼吸をしつつ、アイ＝ファは不満そうに言った。

「どうして私に難なん癖くせをつけるのだ？　私の仕事は余計であったのか？」

「そんなわけないだろ！　……感謝してるよ。ありがとう、アイ＝ファ」

　アイ＝ファは目を開け、ちらりと俺を見た。

「……感謝しているなら、行動であらわせ」

「え、ええ？　それはどんな風にあらわせばよいのかな？」

　アイ＝ファはのろのろと身を起こし、ちょっと唇をとがらせながら、上目づかいに俺を見る。

「……今日は、はんばーぐが食べたい」

　まだ焼き料理の試食を頼たのんでから二日しか経たっていないのに、もう禁断症状が出てしまったのか。

　俺は、大きくうなずいてみせる。

「わかった！　こいつをさばいたらすぐに取りかかるよ！　腹を減らして待っててくれ！」

　アイ＝ファはちょっとおかしな顔つきで首をうなずかせた。

　それはまるで浮うきあがってくる笑えみを必死に抑おさえこんでいるかのような、実に不自然な表情だった。

　そんな顔を見せられたら嫌いやでも気合いが入っちまうよなあと、俺は天に向かって大きく息をつく他ほかなかった。




５




　そんなこんなで、あっという間に十日もの日数が過ぎ去っていった。

　それはつまり、俺おれがこの異世界に生まれ落ちて、もう二週間以上もが経過してしまった、ということだ。

　最初の五日間はアイ＝ファと二人きりで過ごし、その夜にはリミ＝ルウとの出会いを果たし、六日目にはルウの家を訪問。翌日に帰宅して、それから十日だから――正確には十六日か。

　何だかもっとずっと前からこの世界で暮らしているような気もするし、反面、もうそんなにもの時間が経ってしまったのかと愕がく然ぜんとしたりもする。

　何にせよ、濃のう密みつな十六日間だった。

　もっともこの一週間ばかりは、ひたすら薪をくべて肉を焼きまくる日々であったが。その目め処ども、ようやくついた。明日は朝からルウ家におもむいて、宣戦布告をぶちかます予定なのだ。

　火加減の研究などいくらやっても際限はないので、どこかで見切りをつけなくてならない。その見切りを、今日つけたわけである。

　本日の晩ばん餐さんで最終試作品を味わったアイ＝ファには「はんばーぐと同じぐらい美味い」というお墨すみ付つきを頂けた。

　森辺の民に相応ふさわしい食事――森辺の民に喜んでもらえるような食事を、という眼目で考案した献こん立だてだ。アイ＝ファの至し極ごく満足げな面持ちを見て、これならきっと大丈夫だ、と俺は心から思うことができた。

「実際問題、お前と出会っていなかったら、俺なんて何もできずに数日で野垂れ死んでいただろうな」

　食事を終えて食器を片付け、充じゆう足そくした気持ちで敷しき布ふに転がりながら、俺はふっと、そんなことを言ってみた。

　ジジジ……と獣じゆう脂し蝋ろう燭そくの燃える音色がうっすらと響ひびく暗がりで、アイ＝ファは少し嫌そうな顔をする。

「お前だったら、どのような窮きゆう地ちに陥おちいっても、誰だれに拾われても上手くやっていただろう……とでも言ってほしいのか？」

「俺はそこまで自分を過大評価しちゃいないし、世の中を甘あまく見みてもいないつもりだよ。こんな右も左もわからない土地で、最初に出会えた人間がアイ＝ファだったっていうことが、どれほど幸運な出来事だったのか。そんなことは、たしか初日か二日目あたりでもう自覚していたと思う」

「……どうしてお前は夜になると、何の脈みやく絡らくもなしに生き真ま面じ目めなことを抜かしたり感傷的なことをほざいたりするのだ？　そんなものに引き回されるこちらは、いい迷惑だ」

　燭しよく台だいの火の下で、アイ＝ファは金褐色の髪をかきあげた。

　眠ねむるときには、アイ＝ファもこうして長い髪を自然におろしているのである。

　薄うす闇やみの中できらきらときらめくその髪の美しさに目を細めつつ、俺はゆったり微笑ほほえんでみせた。

「そうなのかな？　まあ、この世界に来てもうけっこう経ったけど、まだまだ以前の生活の感覚が抜けていないんだろうな。こんな暗い中でしんみり静かに語り合うなんて、俺にとってはそんなに当たり前のことではないんだよ。感傷的な気分にもなろうってもんさ」

　言ってみれば、毎日が修学旅行みたいなものか。

　オレンジ色の火の下で、相手の顔もロクに見えないまま、眠くなるまでぽつりぽつりと語り合う。それを非日常的な空間だと感じるぐらいには、俺はまだこの世界に順応しきれていないのだ、きっと。

「もしも湿しめっぽい感じになっていて、お前を不快な心ここ地ちにさせているなら、謝あやまるよ。でも俺は、こんな気分でお前と言葉を交かわしていられるのは、何ていうか――すごく心地がいいんだけどな」

「……だから、そういう真ま面じ目めくさった物言いがお前らしくなくて気色が悪いと言っているのだ」

　ちょっと自じ堕だ落らくな体勢で壁かべにもたれていたアイ＝ファが、もっと自堕落な体勢で敷布に横たわっている俺の足を蹴けってくる。

　晩餐が済んだ後は、獣脂蝋燭を無む駄だにしないために、燭台を一つしか灯ともしていないのだ。だから俺たちは、おたがいの姿を見失ってしまわないように、そんなに遠くない距きよ離りで夜を過ごすのが常だった。

　そんなに遠くない距離で、アイ＝ファがくつろいでいる。その感覚が、とても心ここ地ち好よい。

　妙みよう齢れいの女の子と二人きりの夜なんて、最初のうちは気分が落ち着かなくてしかたがなかったのに、今ではこんなに安らげてしまっている。それは別に、長い時間をともにしているうちに家族的な感覚が芽生えて、アイ＝ファの存在が空気のように自然なものに成り果てたから――というだけの話ではなかった。

　もちろんそういう一面もあるのだろうが、俺はアイ＝ファをそこまで完全に家族だと認識しているわけではない。家族だったら、その顔立ちの綺き麗れいさや、とてもなめらかな褐かつ色しよくの肌はだ、ふとしたときに見せる憂うれいの表情、ちょっと子どもっぽい仕草などに、そこまで心を揺ゆらしたり、胸を高鳴らせてしまうこともないだろう。

　俺は、異世界人である――そういう引け目がなかったら、俺なんて一発でアイ＝ファに恋こいをしていたと思う。

　いや、今でも普ふ通つうに恋をしてしまっているのかもしれない。

　少なくとも、家族や幼おさな馴な染じみの他に、ここまで俺の心をとらえて放さない人間など、これまでの十七年間では存在しなかった。しかもアイ＝ファは、たかだか数日でこんなにも俺を魅み了りようしてしまったのだ。

　それでも俺は、この関係を壊こわしたくない、と思っている。

　明日をも知れない身で――いつかいきなり現世の燃えさかる炎ほのおの中へと引き戻されるかもしれない、そんな懸け念ねんと恐きよう怖ふを抱かかえたまま、責任のない行動を取る気にはなれない。だから俺は、ときおりアイ＝ファの魅み惑わく的てきな姿に胸中をかき乱されながらも、とても満たされた気持ちでこのように平へい穏おんな夜を過ごせているのだろう。

　そんな感情を明確に自覚できるようになったのは、もしかしたらあの色気の塊みたいなヴィナ＝ルウに襲しゆう撃げきされたことが一因なのかもしれなかった。

（ルウの家の人たちは、どんな夜を過ごしているのかな）

　リミ＝ルウを除いては、たった一夜をともにしただけの、ルウ家の人々。

　そんなに悪い連中ではなかった、と思う。

　もちろん次じ兄けいのダルム＝ルウなどはとうてい心を許せる相手ではないし、長ちよう兄けいジザ＝ルウと長ちよう姉しヴィナ＝ルウもまだ評価は差さし控ひかえたいところだ。

　だけど、それ以外の人たちは――まだあんまり口をきいていない人も多かったが、そんなに悪い印象ではなかった。

　家長の嫁、ミーア・レイ＝ルウなんかは、きっぷのいいおっかさんという感じだった。

　長兄ジザの嫁、サティ・レイ＝ルウは、とてもおっとりとした気性の優やさしそうな女性だった。

　七兄きよう妹だいの祖母、ともにかまどの番を果たしたティト・ミン婆ばあさんは、穏おだやかな中にもどこか威い厳げんのある素す敵てきなお婆さんだった。

　次姉のレイナ＝ルウなんかは、実に可愛らしいし素す直なおそうな娘むすめさんである。

　末まつ弟ていルド＝ルウは、まあなかなかに困ったこともしでかしてくれたが、やっぱりどこか憎にくめない少年だ。

　三姉のララ＝ルウはほぼノータッチで、笑顔のひとつも見たことはなかったが、まあ悪印象というほどのものでもない。

　リミ＝ルウは、いい子だと思う。その笑顔を見ているだけでこちらが元気になってしまうような、そういう愛くるしさを持った女の子だ。その上、アイ＝ファにとっても大事な存在であるのだから、あのまま真まっ直すぐに育ってほしいなと、そんな想念をかきたてられてしまう。

　そして、ジバ婆さんは――そんな彼かれらの、大事な最長老である。

　あの、おとぎ話の登場人物みたいに不可思議で、俺なんかには想像もつかない激動の人生を送ってきたお婆さんに、とてもいい形で関かかわれたというのは本当に嬉しくて誇ほこらしいことだと思う。

　そんなルウの家の人々をたばねるのが、家長のドンダ＝ルウであるのだ。

　俺にとっては、料理人としてのプライドを打うち砕くだかれた相手である。

　ルウ家に幸福な食しよく卓たくをもたらしたい、自分の考えの足りなさを挽ばん回かいしたい、という気持ちと同じぐらい強く、何とかあの偏へん屈くつな男の鼻を明かしてやりたい、という気持ちを持ってしまっていることは否定できない。

　だけど、それでも、怒いかりや憎しみをもって臨のぞむのはやめよう、と俺は思っていた。

　あの口の悪い大男が、本当に外見通りの凶きよう暴ぼうで傲ごう慢まんな人間性しか持ち合わせていないのなら、相そう互ご理解など望むべくもないが。それでもあの男は、リミ＝ルウの父であり、ジバ＝ルウの孫なのだ。

　そもそも、料理人が敵意をもって調理に挑むなど、間ま違ちがっている。

　誇りや自尊心のために挑むことはありえるかもしれない。それでも俺は、あの男を屈くつ服ぷくさせたいのではない。納なつ得とくさせたいのだ。

　それに――料理人が他人の家に押おしかけて料理を押しつけるなんて話は聞いたこともない。俺はやっぱり未熟な半はん端ぱ者もので、どうしても自分の悔くやしさを抑えることができなかったが。だったらせめて、不和ではなく調和をもたらしたい。

　いったいどのような結末が待ち受けているのか。

　まずは明日の、会見次し第だいだ。

「……ん？」

　どさりと柔やわらかい音がしたので面を上げると、壁にもたれて座すわりこんでいたアイ＝ファがしどけなく床ゆかに横たわっていた。

「何だ、寝ねたのか？　だったら灯あかりを消すぞ」

「別に……寝てはいない」

　そんなところで意地を張る必要はないだろうと苦く笑しようしつつ、俺は日中の仕事でくたびれ果てた身体を引き上げて、窓辺の燭台の蓋ふたをしめた。

　瞬しゆん時じに視界が暗黒に閉ざされ――じきに月明かりに目がなれてくる。

　アイ＝ファは壁ぎわで、変わらぬ姿で横たわっていた。

　金褐色の長い髪が、青白い月明かりに照らされつつ、床にふわりと広がっている。

　その髪を踏ふんでしまわないよう気をつけながら、俺はアイ＝ファの枕まくらもとに屈かがみこんだ。

　そのなめらかな頬ほおにかかった髪をかきあげてやってから、少し離はなれて、横たわる。

「……お前だったら、どのような窮地に陥っても、誰に拾われても上手くやっていただろう……」

　ほとんど聞こえないぐらいのひそやかさで、そんな声が聞こえてきた。

「そんなことはないよ」と同じぐらいの声で応じてから、俺は目を閉ざす。

　そんな感じで、俺たちの時間は時に静かに、時に騒そう々ぞうしく、ドンダ＝ルウとの決着の刻に向けて着実に流れ過ぎていったのだった。
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「……貴様たちとはもう二度と顔を合わせることもないだろうと思っていたんだがな」

　ルウの本家である。

　物々しく飾かざられた巨大ギバの頭骨と毛皮を背後に、ドンダ＝ルウがバリバリと黒い燻くん製せい肉にくをかじり取りながら、片かた膝ひざあぐらをかいている。

　日は、前回ルウの家を辞去してから十一日後。

　時刻は、中天の直前ぐらいだ。

　家長のかたわらには、長兄のジザ＝ルウだけが陣じん取どっている。

　女衆も、最初に出で迎むかえてくれた奥おく方がたのミーア・レイ＝ルウしか姿を見ていない。きっとみんな、毛皮をなめしたり脂を煮に詰つめたりとそれぞれの仕事に取り組んでいるのだろう。

　刀を預けて下座に控える俺とアイ＝ファと相対し、ドンダ＝ルウはさらに言った。

「こんな時間にのこのこ姿を現すなんてな。大事な狩人かりうどとしての仕事はいいのかよ、ええ、ファの家の家長アイ＝ファ？」

「大事ない。この半月ほどでもう四頭のギバを仕留めたので、家人と二人の生活ならゆとりもある」

　ちなみにこの世界でも一ヶ月は三十日前後である。

　一年は十二ヶ月で、日数は三百六十日前後、ただし三年に一回は十三ヶ月になるとか何とか。今ひとつ俺には理解しきれない暦れき法ほうだ。

　何はともあれ、そんな風に応じるアイ＝ファをにらみすえ、ドンダ＝ルウは「ハッ」と呼気を鳴らした。

「それで？　こちらには貴様らなんぞに何の用事もありゃしねえんだぞ？　最長老の見み舞まいがしたいなら、どうぞご随ずい意いにってなもんだ」

「それは是ぜ非ひのちほど見舞わせていただきたいが、その前に、家人のアスタからルウの家長たるドンダ＝ルウに、お詫わびの言葉を述べさせていただきたい」

「……お詫びだと？」と、ドンダ＝ルウは面おも白しろくもなさそうに口もとをねじ曲げる。

　俺はきちんと膝ひざを正して、そちらに深々と頭を下げてみせた。

「先日は、ルウの家長たるドンダ＝ルウに満足のいただけない料理を提供してしまい、まことに申し訳ありませんでした。すべてはかまどを預からせていただいた俺の腕の未熟ゆえです。ここに改めてお詫びの言葉を申し上げさせていただきます」

「ふん。何をほざいてるんだか、まったくわからねえなあ、ファの家のかまど番よ」

　悪意と嘲ちよう弄ろうに満ちた言葉が、俺の後頭部に降りかかってくる。

「貴様らは最長老ジバ＝ルウの魂たましいに救いを与あたえた。その件をもって、狩人の魂を腐くさらせるような飯を食わせてくれた罪は不問としたはずだ。不問にした話に詫びなんざ入れられても挨あい拶さつに困るだけだぜ、こっちはよ」

「はい。つきましてはファの家の家人アスタから、ルウの家の家長ドンダ＝ルウにお願いしたいことがあります」

　俺は顔を上げ背筋を伸ばし、真正面からドンダ＝ルウの魁かい偉いな面相を見つめる。

「もうひとたび、ルウの家のかまどを預からせてはいただけませんでしょうか？」

「……何だと？」

「俺は確かに、最長老ジバ＝ルウの心に安息を与えるため、かまどをお預かりしました。その仕事が果たせたのは何よりですが、家長たるドンダ＝ルウを始めとする他のご家族の皆みな様さまをご不快にさせるような料理を提供することになってしまったのは、たとえご容よう赦しやがいただけたとしても、不本意です」

　ドンダ＝ルウの双そう眸ぼうが、ギラギラと凶きよう悪あくな光を浮かべ始めている。

　野生の獣けものとでも向きあっているかのような圧迫感だ。

　それでも俺は、目に力を込めて、言った。

「もうひとたび、ルウの家のかまどを預からせてください。今度こそ、ご家族全員の心に安息と満足を与えたいと俺は願っています」

「ご家族、か……あの腐ったみてえなギバの肉を食って、十二人の内の八人までもが貴様を祝福した。それでもまだ貴様は満足できねえってのか？」

　その声の響きに、俺は何がなしハッとした。

　しかし、その正体が知れる前に、ドンダ＝ルウはまた凶悪な笑えみを浮かべる。

「それにな、小こ僧ぞう。食事に美う味まいも不ま味ずいもねえんだよ。ギバの肉を食い、ギバの角と牙で得た恵めぐみを食い、俺の腹と魂はすでに安息と満足を得てるんだ。そんなもんが得られなかったのは、貴様に不味い飯を食わされたあの夜だけなんだよ」

「はい。それならば――より深い安息と満足を与えることを、ここに約束します」

「……約束」と、ドンダ＝ルウがさらに口もとをねじ曲げる。

「ルウの家の家長ドンダ＝ルウと約定を交わすと、貴様はそうほざくのか、小僧」

「はい」

「その約定が守られなかったら、自分がどんな目に遭わされるかもわかってるんだろうなあ、ええ、小僧？」

「……すべてはドンダ＝ルウのご随意のままに」

　するとそこで、初めて長兄ジザ＝ルウが言葉をはさんできた。

「我わが父にしてルウの家長なるドンダ＝ルウ。そうは言いましても、ファの家には代価を支し払はらう富もありません。約定を破ってもその身を差し出す以外に道もないでしょうが、このような戯たわむれで民たみの血を流させては、ルウの家の名が地に落ちるばかりです」

「ふん。そこの小僧は森もり辺べの民にあらず、生白い肌をした余よ所そ者ものだろうが？」

「とはいえ、今はファの家に属する身です。たとえ異国の生まれでも、森辺の家人であることに違ちがいはありません」

　俺たちの身の上を案じている――というわけではないのだろう、きっと。

　森辺の規律を重んじるというジザ＝ルウは、そもそも他家の人間にかまどを預けたりしたくはないし、家長に暴ぼう虐ぎやくな真ま似ねをさせたくもないのだと思う。

「まあ待てよ。俺だって食事の如何いかんなんざで血を所しよ望もうするほど、荒くれちゃいねえよ。狩人の魂を腐らせるような毒でも食わされない限りは、な」

　ドンダ＝ルウの岩のような顔に、獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうじみた笑みが広がる。

「しかし、代価もなしに約定を交わすのもつまらねえ話だ。……おい、小僧、貴様はその自じ慢まんの食事とやらを、他の家の人間にもふるまう覚かく悟ごは持ち合わせているか？」

「はい？」

　意味がわからなかったので首を傾かしげてみせると、ギバの化け身しんのごとき大男は何か楽しくてたまらぬ様子でその頑がん健けんな肩かたを震ふるわせた。

「今日から十日の後、ルウの眷けん族ぞくであるルティム家の婚こん儀ぎが執とり行おこなわれる。その挨拶をするために、三日後の夜にルティムの家長どもがこのルウの家にやってくるのさ。婚儀の前祝いとして、ルウの家が贅ぜいを尽つくした宴うたげを催もよおしてやるわけだが――そのかまどを預かる覚悟があるのかと聞いているんだ」

「家長よ、それはあまりにも……」

「うるせえぞ、ジザ」

　正体不明の圧力を有するルウ家の跡あと取とり息子むすこも、家長には逆らえぬ様子である。

　細い目をさらに細めて息をつくジザ＝ルウを横目に、俺は「どれぐらいの人数が参加されるのですか？」と聞いてみた。

「何、人数自体は三人きりだ。ルティム本家の家長と、その長兄と、その花はな嫁よめだな」

「本家の長兄……」と、アイ＝ファが低くつぶやいた。

「ああ、本家の長兄さ」と、ドンダ＝ルウはさらに笑う。

「つまりはルティム本家の跡取り息子ってわけだなあ。その嫁よめを迎むかえようってんだから、ルティムにとっては一番のお祝いだ。……ついでに言っておいてやると、ルティムはルウの眷族でも一番大きな家だ。男衆の数も多く、ルウの家とも縁えんは深い。もしもこの連中の怒りを買うような事態になれば、ルウの家としても、ファの家には絶ぜつ縁えんを申しつけることになるだろう」

「絶縁？」

　俺は、アイ＝ファを振り返った。

　アイ＝ファは静かにドンダ＝ルウの言葉を聞いている。

「ルウの家は、今後一いつ切さいファの家に関わらない。たとえファの家が助けを乞こおうとも、手を取るにあたわず。……ルウの本家だけの話じゃねえぞ？　ルウの分家も、ルウに縁ある六氏族も、百人を超こえる眷族すべてが、ファの家とは縁を絶つってわけだ」

「それは……？」と問うたのは俺である。

　アイ＝ファは眉筋ひとつ動かしていない。

「なあ、ファの家の家長アイ＝ファ。貴様はルウ家からの嫁よめ取とりの申し出を突つっぱねたが、それ以降ものうのうと生きのびてこられたのは、まさか自分ひとりの才覚によるもの、なんて思い違いはしてねえだろうなあ？」

　立てた膝に腕を乗せて、ドンダ＝ルウがぐっと身を乗りだしてくる。

「スンの家の連中は、ルウの本家が関わったことによって、貴様に手を出すのを差しひかえたはずだ。けっきょく嫁よめ入いりは成されなかったものの、どうやらルウの家とファの家には何らかの繋つながりがあるらしいってな。……もちろんそんな風に考えるのはあのボンクラどもの勝手だし、貴様も知ったことかと放っておいただけだろう。別にそれで恩に着せる気もねえ。俺だって、スンの連中が歯は噛がみしてるなら、何もご親切に疑いを解いてやることもねえと放置していただけだからな」

「……それで？」とアイ＝ファはわずかに首を傾ける。

　その青い瞳ひとみが、わずかに光を強めていた。

「それで？　……それで、ルウの家が貴様に絶縁を申もうし渡わたせば、スンの連中はもう何の憂いもなく二年前の続きに励はげめるってことだろうがよ。何の後うしろ盾だてもない小こ娘むすめひとりを嬲なぶりものにするなんざあ、連中にとってはギバの赤あかん坊ぼうをひねるより簡単な話だ」

「……そのような無法が、この森辺で許されると？」

「力がなければ法もねえだろ。娘をかどわかすのも嬲りものにするのも、この森辺では禁きん忌きだがな、族長筋であるスン家がそいつを破っちまったら、それに鉄てつ槌ついを下せるのは誰だ？　ルウの眷族以外にスンの家に刀を向けられる氏族があるか？」

　膝をそろえて座したまま、俺は両方の拳こぶしを握にぎりしめた。

　目の前にいる大男を通りこし、その向こう側にいる相手に殺意にも似た感情を覚えてしまう。

「ましてや貴様には家族も眷族も存在しない。唯ゆい一いつの家人はそこの余所者だ。貴様らがかどわかされたところで、近在の連中は何も気づかねえだろう。だからこそ、二年前のあの夜にも、あのボンクラは禁忌を破ってでも貴様の家に乗りこんできたんだろうがよ？　あれで痛い目を見たボンクラは、今度は何人の男衆を引き連れてくるんだろうなあ？」

「……何人引き連れてこようがかまわん。私は私の敵を討うち倒たおすだけだ」

　アイ＝ファの瞳が、ついに火を噴ふいた。

　ドンダ＝ルウにも負けぬ眼光が、獣のような大男をにらみすえる。

「それがルウの家の家長ドンダ＝ルウの提示する約定か。我が家人アスタがルウやルティムの人々の心を満足させることができなかったら、ルウの家はファの家に絶縁を申し渡すと。……承うけたまわった。ファの家の家長として、その約定を了りよう承しようしよう」

「おい、アイ＝ファ！」

　叫さけぶ俺に、アイ＝ファが青く燃える瞳を向けてくる。

「何だ？　まさか自信がないなどとほざくつもりではなかろうな？　私は言ったはずだ。ファの家の名を背せ負おう覚悟で挑いどめ、とな」

　アイ＝ファは、怒おこっていた。

　もしかしたら、俺がこれまでに見てきた中で、一番に――怒り狂くるっていた。

　それはたぶん、ドンダ＝ルウが無法な要求を突きつけてきたからでは、ない。

　自分は、ルウ家の情けにすがって生きのびてきたわけではない、と――己おのれの尊厳を踏みにじられたことに、怒り狂っているのだ。

（アイ＝ファ……）

　本心を言えば、こんな約定を交わしたくはない。

　スン家云うん々ぬんのことは置いておいたとしても、ルウ家に絶縁されてしまったら、せっかく縁を結びなおしたリミ＝ルウやジバ婆さんとも交流を絶たなくてはならなくなるのだ。

　俺が自分のプライドをかなぐり捨てることでアイ＝ファが救われるなら、そんなものはいくら捨てたってかまいはしない。アイ＝ファの安全や幸福な生活を質しち草ぐさにしてまで挑む勝負なんて、馬ば鹿かげている。

　しかし――

　俺がここで逃にげても、きっとアイ＝ファは救われないだろう。

　少なくとも、その烈はげしくも清せい廉れんな魂が救われることはないだろう。

　むしろ、俺までもがアイ＝ファの尊厳や矜きよう持じを踏みにじるつもりかと、激げき怒どするに違いない。

「……アスタ」と低い声が俺を呼んだ。

　火のような青い目が俺を見ている。

　眉間には深くしわが刻まれ、俺の名を呼んだ後は、その唇くちびるも厳しく引き締められ――肩が、小さく震え始めている。

（お前も、私を信じてはくれないのか……？）

（私はそんなものに屈くつしないと、お前も信じてはくれないのか……？）

　その火のような眼光が、そんな風に激しく訴うつたえかけてきている気がした。

「……わかった、よ」

　小声でつぶやき、俺はドンダ＝ルウに向きなおる。

「その条件で、お受けいたします」

　ドンダ＝ルウは、すべての表情を消し去った。

　そのグローブのように図太い指先が、たてがみのような蓬ほう髪はつをかきむしる。

「受けるだと？　貴様ら、自分が何を言っているのか、本当にわかっているのか？」

「その条件で、お受けいたします」

　もう一度、強い声で俺は答えた。

　ドンダ＝ルウの双眸に、苛いら立だちの激情が燃えあがる。

「いいだろう。それでは貴様とも約定を交わさせていただこうか、かまど番。貴様の作るものが俺を満足させることができなかったときは、その誇らしげに首から掛けているものをルウの家に返してもらう。……約定を違たがえるような痴しれ者ものに、ルウの人間の祝福は授さずけられないからな」

「わかりました」

　上うわっ面つらだけは平静を保ち、俺はうなずき返してみせる。

　本当にこれで良かったのかと横目でうかがってみると、アイ＝ファは少しうつむいて、その燃える瞳をまぶたに隠かくしてしまっていた。

　もしも、見み間ま違ちがいでないならば――

　その口もとには、ひどく満足そうな微び笑しようが漂ただよっているように感じられた。
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「おや。お話はもう終わったのかね？」

　ルウ家の大広間を後にして外に出ると、ちょうど二人の女衆が両手いっぱいの平かごを抱えて家の前を通りすぎようとしているところだった。

　家長の嫁ミーア・レイ＝ルウと、長兄の嫁サティ・レイ＝ルウである。

　その平かごに載っているのは、山盛りの生のピコの葉だ。これから干して乾かん燥そうさせるところなのだろう。

　ちなみに、彼かの女じよたちの胸むなもとに掛かかっている角と牙きばの首くび飾かざりは、いずれも元の通り三本に回復している。

「何だかおっかない顔をしているねえ。うちの家長に何かロクでもない話でもふっかけられたのかい？」

　ミーア・レイ＝ルウは、俺の親と同世代ぐらいの、よく肥えたおっかさんである。

　といっても、いかに富ふ裕ゆう層そうたるルウ家にあっても毎日しっかり働いているのだから、決して怠たい惰だに肥え太っているのではない。骨が太いのだ、骨が。

　その上にみっしりと筋肉がついて、あとは適度な脂し肪ぼう分ぶんがのっているだけなのだろう。腕うでも肩もパンと張っており、背は俺よりも低かったがとうてい腕わん力りよくで勝てる気はしない。

　このおっかさんとはさきほども顔を合わせているので、初見のサティ・レイ＝ルウが「おひさしぶりです」と笑いかけてきた。

「ルウの家にようこそ、ファの家のアイ＝ファとアスタ。今日はいったいどうなされたのですか？」

　こちらは明るい褐色の髪かみと黒っぽい色の瞳をした若わか奥おくさんである。年ねん齢れい的てきには二十歳はたちそこそこで、一児の母とは思えないぐらいほっそりとしていて清せい楚そな風ふ情ぜいだ。

「いやまあ、何といいますか――三日後の、ルティム家の婚儀の前祝いですか。その夜のかまどをまかされることになりました」

　そんな風に答えると、二人の奥おくさんは「本当に!?」と目を輝かがやかせて身を乗りだしてきた。

「うちの偏屈な家長が、よくもそんな話を承知したもんだね！　まあ、何だかんだ言ってドンダもあの焼いたポイタンには度ど肝ぎもを抜ぬかれたんだろうけど。おおかたルティムの人たちに我が物顔で自慢してやりたいんだろうね」

「楽しみですね、ミーア・レイ！　レイナやリミも頑がん張ばっているけど、やっぱりアスタの料理とは全然比べ物にはならないし。それに、あの柔らかかったギバのお肉――あれもまた作ってくださるのですか？」

「それはまあ当日のお楽しみということで。何にせよ、前回よりも味の落ちるようなものは絶対に作りませんよ」

　きゃあっと二人は若い娘のように華はなやいだ声をあげた。

　こんな無む邪じや気きな奥おく様さま方がたに、胸むな糞くその悪い約定の話などをする必要はないだろう。ルウの家に不和の影かげを落とすのは、俺の本意ではない。

　というか――たったいま拝はい謁えつを賜たまわってきたドンダ＝ルウとジザ＝ルウの伴はん侶りよがこの陽気で優しげな人たちなのだなと考えると、少なからず複雑な心境だった。

　女衆にギバの牙や角を贈おくるのは、その健すこやかなる生活を願う親や夫であるという話だったから、その胸もとから欠けた分を新たに贈ったのも、やはり伴侶たる彼らであるはずなのだ。

　さきほどまでの果たし合いめいた緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きと、目の前の明るく牧歌的な情景とのギャップで、少し目がくらみそうになる。

「……何を気難しげな顔をしているのだ、お前は」と耳もとで囁ささやかれて、脇わき腹ばらを小こ突づかれた。

　ものすごく近い位置から、アイ＝ファが俺をにらみつけている。

「何も思おもい悩なやむ必要はない。要は、あの偏屈者をお前の料理で満足させてやればいいだけのことだ」

　にらみつけてはいるものの、その目にすでに激情の炎はなく、表情なんかはむしろ普ふ段だんよりも穏やかなぐらいだった。

　一人で勝手にスッキリしやがって、と俺は溜ため息いきをつきそうになる。

　だけど――アイ＝ファは、俺を信用してくれているのだろう。俺が、ドンダ＝ルウに負けたりはしない、と。

　そしてまた、負けたところで一いつ緒しよに泥どろをひっかぶるだけだ、という覚悟も固まっているに違いない。アイ＝ファの表情には、一切の迷いも躊ちゆう躇ちよも感じられはしなかった。

（くそ！　何でお前はそんなに頑がん丈じようなんだよ、アイ＝ファ！）

　そんな風に思いながらも、腹の底ではギバ鍋なべのようにグラグラと煮にえ立たつ気持ちがある。

　悪い感情ではない。

　絶対に、負けてたまるか！　……という、濃のう縮しゆくされた闘とう争そう心しんのスープだ。

　ただし、真なる敵はドンダ＝ルウではない。

　俺は、昔せき日じつの自分――思し慮りよが足りなく、慢まん心しんしていて、満足な結果を出すことができなかったかつての自分を討ち倒し、誇りをこの手に取とり戻もどさなくはならないのだろう。

「……だから、そのように気き迫はくを撒まき散ちらすな。今からそのようにいきりたって三日後までもつのか、お前は？」

　と、また脇腹を小突かれる。

　内ない緒しよ話ばなしができるぐらいの距離なので、さっきから金きん褐かつ色しよくの髪が頬にあたってこそばゆい。

　何かちょっと距離が近すぎるんじゃないかなあなどと思える余よ裕ゆうが、ようやく出てきた。

　そう思って視線を戻すと、奥おく様さまがたがニコニコと罪のない笑え顔がおで俺おれたちの姿を見守っていらした。

　とたんに俺は気き恥はずかしくなり、アイ＝ファから適切な距離を取る。

「そ、そういえばリミ＝ルウはどうしているんですかね？　今日はまだ姿を見ていないんですが」

「リミかい？　あれえ？　ついさっきまで一緒だったし、あんたたちが来てることも教えてやったんだけどねえ。……おおい、リミ？」

　ミーア・レイ＝ルウが、けげんそうに大声を張り上げる。

　俺も一緒に辺りを見回したが、アイ＝ファがあらぬ方向に視線を固定しているのに気づき、そちらを見た。

　家の横手の壁からはみだしていた赤茶けた頭が、さっと敏びん捷しように隠れてしまう。

「ああ、そんなとこにいたのかい。手伝ってくれてありがとうね。もうこっちはいいから、しばらくアイ＝ファたちに遊んでもらいな」

　それでは、と目礼をして二人の女衆が家の反対側へと回りこんでいく。

　ジバ婆さんはお昼ひる寝ね中であり、もうしばらくすれば目を覚ますはず、とのことであったので、その間の逗とう留りゆうを許されたのだ。せっかく一時間もかけて足を延ばしてきたのだから、リミ＝ルウとも旧交を温められるのならば幸いだ。

　しかし、リミ＝ルウはふわふわの赤っぽい髪を壁の陰かげから覗のぞかせるばかりで、いっこうに近づいてこようとしない。

「リミ＝ルウは何をしてるんだ？　ああいう森辺の遊びでもあるのかな？」

　そんな風に尋たずねると、アイ＝ファは何な故ぜか少し冷たい目で俺を見てから、「リミ＝ルウ」と、そちらに呼びかけた。

　しかし、リミ＝ルウは動かない。

「……アスタ。あれは何だ？」と、アイ＝ファが俺の背後を指し示した。

「うん？」と、そちらを振り返ると、その耳に、とてとてとてという足音が聞こえてくる。

　顔を戻すと、リミ＝ルウがアイ＝ファに抱だきついていた。

　ちっちゃなお手々が毛皮のマントごとアイ＝ファの細ほそ腰ごしを抱きすくめ、ちっちゃな頭がアイ＝ファの胸もとにぐりぐりぐりと押しつけられている。

「痛い。やめろ、リミ＝ルウ」と、アイ＝ファは少し顔を赤くする。

　そうかなちっとも痛くはなさそうだけどなと思ったが、蹴られたくないのでその点にはふれずにおいた。

「リミ＝ルウ。ずいぶんひさしぶりだね。一回ぐらいは顔を見せてくれるかなと思ってたのに。元気でやってたのかい？」

　俺は笑顔で挨拶をしてみせる。

　とたんにリミ＝ルウはぴくりと背中を震わせるなり、動かなくなってしまった。

「どうしたんだ？　まさか、俺の顔を忘れちまったわけじゃないんだろ？」

　アイ＝ファの胸もとにしがみついたまま、リミ＝ルウはそろそろと俺を振り返る。

　そうして、おずおずと俺を見上げてきた、その顔は――何故だか、すっかり怯おびえきってしまっていた。

　すっかり怯えきっている上に、アイ＝ファ以上に真っ赤になってしまってもいる。

　つぶらな瞳はうるうると潤うるみ、小さな唇はぷるぷると震えている。相変わらず擬ぎ音おんの申し子みたいに感情ゆたかなリミ＝ルウであるが、どうしてそんな泣きべそみたいなお顔をしているのだろう。

「アスタは……」

「うん？」

「アスタは、リミの裸はだか、見たの？」

　神の裁きのイカヅチに脳天を直ちよく撃げきされるぐらい、驚おどろいた。

「な、な、な、何を言ってるんだ、リミ＝ルウは？　は、は、裸が何だって？」

「……アスタは女衆の水浴びを覗き見したじゃん。そのとき、リミの裸も見たの？」

　それはあの十日も前の朝の出来事でございますよね!?

　それから毎日調理の研究にいそしんでいた俺などは、そんなものとっくに記き憶おくの引き出しにしまいこむことに成功していたというのに――この子にとっては、そうでなかったというのだろうか？

　いや、しかし、リミ＝ルウはどう見てもまだ七、八歳の幼年少女である！　他ほかの女衆ならまだしも、こんな幼子にそんな泣きべそみたいなお顔をさせてしまったら――気分はすっかり犯罪者だ！！

　俺は再び、全ぜん身しん全ぜん霊れいで叫ぶことになった。

「俺が見たのは、アイ＝ファの裸だけだっ！」

　今日は足でなく、尻しりを蹴けられた。

　体重の乗ったミドルキックで、骨こつ盤ばんが割れたかと思いましたです、はい。







　数分ばかりのインターバルの後、俺たちは家の裏手のかまどの間に向かうことにした。

　そろそろ男衆が森に出る頃ころ合あいなので、因いん縁ねんある次兄ダルム＝ルウとの接せつ触しよくを避さけたのである。

「……水場の件に関しては、決してドンダ＝ルウや他の家人の耳に入れぬようにという約定であっただろうが？　家の前で馬鹿でかい声を出しおって」

　左ひだり腕うでにリミ＝ルウをまとわりつかせたまま、アイ＝ファが怒った声をあげる。

　いらぬ思い出を掘り返されてしまったために、そのお顔はまたちょっと赤くなってしまっている。

「別に、アイ＝ファの裸を見たって言っただけなんだから問題ないだろ。……ああごめん勘かん弁べんしてくれ。もう一発蹴られたら本当に歩けなくなっちまう」

「ふん！」と鼻を鳴らすアイ＝ファの赤い顔を見上げながら、さらに赤い顔をしたリミ＝ルウがぼしょぼしょと囁きかける。

「ね、アスタは本当にアイ＝ファの裸しか見てないの？　そしたら今度こそアスタはアイ＝ファに婿むこ入いりするの？」

　声は小さいが、丸聞こえである。

「私は婿むこなど取らないし、禁忌を破る不ふ埒らち者ものなど、なお御ご免めんだ！」

　ああもういいです。今日一日は犯罪者気分を抱かかえて反省します。

　そんなこんなで、家の裏手に到とう着ちやくした。

　薪まきを割っていたティト・ミン婆ばあさんと挨拶を交かわし、さらに歩みを進めていくと、厨ちゆう房ぼう用の建物の前で二人の娘むすめが奇き妙みような仕事に励んでいた。

　次姉のレイナ＝ルウと、三姉のララ＝ルウだ。

　大きな戸板を足もとに敷しいて、その上に広げたギバの毛皮の上を、トン、トン、トンとステップを踏みながら歩いている。裸足はだしで、時計回りに、おたがいの背中を追いかけるようにして、ぐるぐる円を描えがいているのである。きっと毛皮をなめす一工程なのだろう。

　と――レイナ＝ルウの青い瞳が俺たちを発見して、大きく見開かれた。

　その可か憐れんな顔が見る見るバラ色に染まっていく。

　褐かつ色しよくの肌はだなのにバラ色とはこれ如い何かに、という感じなのだが。とりあえず、真っ赤であることに違いはない。

　そうしてレイナ＝ルウがちょっとうつむきつつステップを踏んでいくと、次に現れるは三姉のララ＝ルウ。

　まだようやく中学生（なんてこの世界には存在しないのだが）になったぐらいの年とし頃ごろであり、そしていつもふてぶてしい態度をとっているこの娘ならば、あるいは――と、淡あわい期待をかけてみたものの、無む駄だだった。

　その幼女から少女へと成長したばかりの小さな顔は、爆ばく発はつ的てきな勢いで真っ赤に染まりあがり、さらには険しく眉を寄せ、白い歯を剥むき、腰こしに帯びた小さな刀の柄つかに指先をかけて、彼女は裸足のまま俺のほうに詰つめ寄よってこようとしたのだった。

「あんたっ！　よくもおめおめと姿を現わせたもんだねえ!?　ここであったが百年目だ、こん畜ちく生しよう！」

「だ、駄だ目めよ、ララ！　ほら、ティト・ミン婆があっちにいるから！　騒さわいだら、その……あ、あの朝のことを知られてしまうわよ……？」

　と、レイナ＝ルウが必死にその腕を取るも、いっそう顔を赤らめて小さくなってしまう。

　レイナ＝ルウは、長い黒くろ髪かみをおさげみたいに二つに縛しばった、小こ柄がらでなおかつ抜ばつ群ぐんのスタイルを有する可憐かつ魅み力りよく的てきな娘さんである。

　ララ＝ルウは、赤い髪をポニーテールみたいに結ゆいあげた、まだまだ幼いが身長だけは姉よりも高く、男の子みたいに気の強そうな顔をした、こちらもなかなか可愛かわいらしい娘さんである。

　そんな対極的な姉妹がそれぞれ顔を真っ赤にして、羞しゆう恥ちのあまり我を失っている。

　ここはやっぱりどこを蹴られてでも弁明するしかないかと俺は大きく息を吸い込んだが、なんと、リミ＝ルウに先をこされてしまった。

「あ、あのね！　アスタはアイ＝ファの裸しか見てないんだってよ！　だから、リ、リミたちはお嫁に行かなくてもいいんだって！」

　姉妹の動きが、ぴたりと止まる。

　その目がそれぞれの感情をゆらめかせつつ、まだまだお顔は真っ赤にしたまま、俺のことを見つめたりにらんだりした。

「はい！　俺はアイ＝ファの……」

　今度は言葉の途と中ちゆうで殴なぐられた。

　掌打で、額を撃うち抜かれたのである。これは新しい。

　軽度の脳のう震しん盪とうを起こして、俺は「おおお」と厨房小屋の壁かべに取りすがることになった。

「……いい加減にしろ、アスタ」

　そして、かすむ視界でアイ＝ファの表情を確かく認にんし、反省する。

　他の女子のアフターケアをするためにアイ＝ファの羞恥心を犠ぎ牲せいにしてどうするのだ。俺にとって一番大事なのは誰だれだ？　アイ＝ファだ。アイ＝ファの強さや気き性しように甘あまえて保身をはかるなんて、俺は大馬鹿だ。

　だから俺は素す直なおにごめんなさい、と言おうとしたが、しばらくは世界がぐるぐると回転していたので、無理だった。
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「……えーっとですね、先日は大変に失礼いたしました。誓ちかって皆みな様さま方がたの裸ら身しんなどこの目には収めておりませんが、その心の平安を脅おびやかしてしまった段については、心よりのお詫びを申し上げる所存でございます」

　数十秒後、脳震盪からの回復を待ち、俺はルウ家の女衆にも深々と頭を下げることになった。

　レイナ、ララ、リミ、と年ねん齢れいの順に並んだ三人の娘さんたちは、おのおのバラエティにとんだ表情で、そんな俺と相対してくれている。

　レイナ＝ルウは、困こん惑わくの表情。

　ララ＝ルウは、怒いかりの表情。

　リミ＝ルウは、ちょっとはにかむような笑顔。

　しかし、どのような表情であれ、まだその顔に羞恥の色は濃こい。

　アイ＝ファはともかくこちらの方々に関しては本当に何も見てはいないのに、どうして俺がここまでの罪悪感を抱えこまなくてはならないのか。いささか理り不ふ尽じんな気もしないではないが、まあ、それだけお年頃の娘さんの心をかき乱した罪は重い、ということなのだろう。俺が不注意で大馬鹿であったという事実に間ま違ちがいはないので、とにかく頭を下げるしかない。

「あ、あの！　そんなに気にしないでください。ジザ兄からすべての事情は聞いていますから。みんな、ルドの悪ふざけだったのでしょう？」

　と、一番恥はじらいの色を残しているレイナ＝ルウに助たすけ船ぶねを出していただけるのが、また心苦しい。

「ふん！　甘いんだよ、ジザ兄は！　こんなやつ、目玉をくりぬいて森に捨てちまえばよかったのに！　そうすりゃムントの腐ふ肉にく喰ぐらいが、全部をきれいになかったことにしてくれたのにさ！」

　などと物ぶつ騒そうなことをまくしたてるララ＝ルウもまだ顔が赤いので、やっぱり罪悪感しか喚かん起きされない。

「だ、だけど、アスタは嘘うそをつくような人じゃないから！　きっとほんとにリミたちの裸は見てないんだよ！　……恥ずかしいから、もうそういうことにしておこうよぅ」

　リミ＝ルウに至ってはもう返す言葉もない。こんな幼い少女の胸にトラウマでも刻みつけてしまったのではないかと、首をくくりたくなる。

「……それではもういいかな、ルウ家の女衆よ？　家人の馬鹿さ加減には私も頭を下げるしかないが、今日はお前たちにも話があってルウの家を訪おとずれたのだ」

　こちらは赤い色をひっこめるともういつも以上に冷ややかなご面相になってしまったアイ＝ファが、取りなすようにそう発言した。

「話とはいったい何でしょう、アイ＝ファ？」

　この場では最年長のレイナ＝ルウがそう応じると、アイ＝ファは「うむ」と小さくうなずく。

「その前に。お前たちは仕事の最中であったのだろう。家の仕事の邪じや魔まをしては、他の家族に申し訳が立たない。どうか仕事を続けたまま聞いてほしい」

「はい。それでは――」と、年長の姉妹は足の土を払はらい、また毛皮の上でステップを踏ふみ始める。

「それは何をしているんだい？」と尋ねると、ようやく持ち前の無邪気さを回復してきた様子のレイナ＝ルウに「踏んで、毛を柔やわらかくしているんです」という返事をいただけた。

　もっと毛皮のなめし方についても尋ねてみたかったが、そうそう遊んでもいられない。俺たちは、ジバ婆さんが目覚めるまで、という時間制限つきでルウ家への逗留を許された身なのである。

「あれから十日ほど経たったけど、食事のほうはどうだい？　ジバ＝ルウは元気にやっているのかな？」

「うん！　ジバ婆は毎日もにゅもにゅいっぱい食べてるよ！　……だけどね、やっぱりアスタみたいに美お味いしくは作れないの」

　と、答えてくれたのはリミ＝ルウだった。

「焼きポイタンなんかは、みんなけっこう上手に作れるんだけど。はんばーぐ？　あれはレイナ姉でも難しいんだよね。焼いてるうちにバラバラになっちゃったり、真っ黒焦げになっちゃったり、赤いお肉が中に残っちゃったり。……それに、やっぱり臭においがね。はんばーぐを作っても、ポイタン抜きのお鍋を作っても、みんなギバの臭いが残っちゃうんだあ」

「肉はちゃんと洗ってるかい？」

「うん！　アスタに言われた通り、岩塩を溶とかした水で洗ってるよ！　それでもやっぱりちょっと臭いが残っちゃうんだよねえ」

　いちおう臭くさみとりの方法も伝えておいたのだが、やはり捕ほ獲かくと同時に血ち抜ぬきをしてしまわないと、完全に臭みを消すのは難しい。それはファの家でも立証済みの事じ項こうだ。

「あーあ！　それでもレイナ姉が練習すればもっと上手に作れるようになると思うのに、ドンダ父さんが許してくれないんだもん。ギバの肉をそんなお遊びで無駄にするなんてゴンゴドウダンだ！　ってさ。だから今では、はんばーぐはジバ婆の分しか作れなくなっちゃったの」

「やっぱりアスタのように上う手まくはいきません。アスタは、すごい人です」

　と、黒い瞳を少女マンガのようにキラキラさせるレイナ＝ルウである。

　光栄の限りだが、別方向からの視線が痛い。

「どうせ肉なんていっぱい余ってるのにね！　うー、リミもまたはんばーぐが食べたいよお。干し肉ももういらないから、朝も夜もはんばーぐが食べたい！」

「本当にね。わたしも同じ気持ちだよ、リミ」

　レイナ＝ルウが、さびしそうに微笑ほほえみかける。

　そんな姉妹の様子を見ながら、俺はちょっと怖こわいような気持ちになってしまった。

　何というか――これはいささかならず想像以上の中毒性ではないか。

　ドンダ＝ルウやジザ＝ルウは拒きよ絶ぜつ反応を起こし、リミ＝ルウやレイナ＝ルウたちはすっかり虜とりこになってしまっている。柔らかい肉といえばクタクタになるまで煮込んだギバ鍋の肉しか知らなかった森辺の民たみにとって、ハンバーグというまったく新しい料理の食感は刺し激げきが強きよう烈れつに過ぎたのだろうか。

　これはやっぱり、今回の料理でそのハンバーグ幻げん想そうを打うち砕くだかねばならないな、という思いを新たにさせられる。

「ところでさ、ちょっと聞きたいことがあるんだけど。このルウの家ではギバを焼いて食べるとき、どんな風に調理をしてるんだい？」

「どんな風？　こう、ずばずばずばーって切るだけだよ？」

　さっぱりわからん。

　しかし、レイナ＝ルウがフォローしてくれた。

「焼くときは、あのときアスタもやっていたように、一度骨から切りわけてから、薄うすく切って焼きます。こう、白い脂あぶらができるだけ均等に渡るように」

　それならば、俺の世界の豚ぶたやイノシシの扱あつかいとほとんど変わらない。ギバのモモにはほぼ外周部分にしか脂あぶら身みがないから、アイ＝ファのように外側から削けずってしまうと中ちゆう盤ばん以降が赤身オンリーになってしまうのだ。

「ちなみに、薄くってどれぐらい？」

「え？　……これぐらいです」

　およそ一センチ未満ぐらいか。生肉を薄く切るのは難しいので、これも納なつ得とく。

　それにしても、「これぐらい」を示すのに片手ではなく両手の人差し指を使うのはちょっと卑ひ怯きようではなかろうか。無邪気で可か憐れんな容姿をしたレイナ＝ルウなので、何だかとっても愛くるしく見えてしまう。思わず口もとがゆるんでしまうし、その結果として、頬ほおに突き刺さる視線が痛い。

「ねえ。何でアスタはそんなこと聞くの？」

「うん？　ああ、まあ参考ていどに聞いただけさ。実は三日後の夜、またかまどの番をまかせてもらえることになったんだよ」

「え、ほんと!?」「本当ですか!?」と、三人中の二人がさきほどの奥様がたと同じように喜色を爆ばく発はつさせた。

　ただ一人、ふてくされた表情でステップを踏んでいた三姉が、険のある声で言い捨てる。

「何だ、またこいつがかまどを預かるのかあ。何でもいいけど、またあのにちゃにちゃした肉を食べせようとするのだけは勘弁してほしいなあ」

　独り言の皮をかぶった痛つう罵ばである。

　俺は無言で、そちらを振り返った。

　といっても、あちらは常に動いているので、視線を合わせるのは難しい。

　ルウ家の三姉、ララ＝ルウ。女衆の中では唯ゆい一いつ俺おれの料理を認めてくれなかった相手である。

　今さら彼女の意見を聞いたところでプランの変へん更こうはできないが、それでもやっぱり感想だけは聞いておきたい気がした。

「ねえ、ララ＝ルウ。君も男衆と一緒で、柔らかい肉より固い肉のほうが好みなのかな？」

「ああン？」と険悪な眼光を飛ばしてくる。

　が、せっかく回復した顔色にまた少しだけだが朱しゆがさしてしまい、あまりおっかなくはない。

「何だよ、覗き魔。気安くあたしに話しかけてんじゃねーよ」

「い、いや、その件はちょっと置いておいてさ。見習いだけどいちおう料理人の俺にとっては、食べてくれた人の感想がとても大事なんだよ。で、その中でも特に君は具体的な感想を持ってるみたいだから、話を聞いてみたくってさ」

「何だよそりゃ。かまどの番なんて、本来は女衆の仕事でしょ」

「俺の生まれた国では、そうじゃなかったんだよ。少なくとも、調理を仕事にしている人間の大半は男だった」

　ララ＝ルウはしばらくむっつりと黙だまりこんだままステップを踏んでいた。

　が、やがてまた少し顔を赤くして俺をにらみつけてくる。

「何だよ！　話すまで帰らない気かよ！　あたしはお前みたいな覗き魔と口なんかききたくないんだよ！」

「ええ？　その件についてなら何べんでも謝あやまるからさあ！　どうか協力していただけないものだろうか」

「……何べん謝られたって、恥ずかしいもんは恥ずかしいだろ」

　と、少しうつむいて唇を噛かんでしまう。

　もしかして……この娘はちょっとアイ＝ファに似たタイプなのかもしれない。

　そんなことを考えていたら、左の頬にかかる視線がぐいぐいと圧力を増してきた。

　何だかもう色んな場所に冷ひや汗あせをかきながら、俺は言葉を重ねる。

「きょ、今日はもうすぐに帰るからさ。その前に、ちょっとだけでも話を聞かせてくれないか？　たしか、君も焼きポイタンとスープのほうは悪くない、と思ってくれたんだよね？」

「ああもううるせーな！　あたしはあのにちゃにちゃした肉が嫌いやだっただけだよ！　上にかかってた温かい果実酒みたいなのは美味しいなと思ったし、シャキシャキしたアリアも美味しかった！　だけど大事なのはギバの肉だろギバの肉！」

　やけくそのようにわめきながら、とげとげしい目線をぶつけてくる。

　が、その顔はまだやっぱり赤い。

「何だよ？　あたしだけ祝福しなかったから怒ってんのかよ？　しかたねーじゃん！　あたしはほんとにあの肉は嫌だなーって思ったんだし！　……ほんとはジバ婆を助けてくれたから祝福したかったけど、でも、女衆が全員あんたの味方をしたら親おや父じの面子が丸まる潰つぶれになっちゃう気がしたしさ！　そうだよ！　そもそも最初に祝福なんかしたレイナ姉が悪いんじゃん！」

「え、ええ？　わたしが？」

「いや、あの、姉きよう妹だい喧げん嘩かはよくないよ……？」

「どーせレイナ姉は一緒に食事を作ってる間に口説かれたりしてたんだろ？　それで真っ先に祝福なんてしたんだろ？　いっつもいっつも真ま面じ目めぶってるくせに、やり方がきたねーんだよ！」

「そんなことないもん！　わたしは本当に美味しいと思ったんだもん！」

「あの、だからその……」

「リミもほんとに美味しいと思ったーっ！」

「ちびリミは黙ってろ！　言っておくけど、レイナ姉なんて乳と尻がでかいから男衆にちやほやされてるだけなんだかんな！　そのきれーなおなかがひっこんでるうちに嫁よめに行かねーと、本当に行き遅れになっちまうんだぞ？」

「な、何でそんなひどいこと言うの!?　アスタの前なのに、ひどいっ！」

「ちびじゃないもん！　ララの男女！」

　あああああ。どうしよう完全に収集がつかなくなってきた。

　しかも何故か左頬に突つき刺さる視線が鋭するどさと冷たさを増している気がするのだが。ここまでをひっくるめて、すべてが俺の責任であるということに帰結するのだろうか？

「……何をぎゃーぎゃー騒いでんだ、お前ら？」

　と、そこに救世主が現れた！

　末まつ弟ていのルド＝ルウ少年である！

「客人、ジバ婆がお昼寝から目を覚ましたってよ。……ったく、勘弁してくれよなー。だからとっとと一人に絞しぼって婿入りしちまえって言ったんだよ」

「うるせーぞ、ルド！」「し、失礼よ、ルド！」「ちびルドはひっこんでろー！」という息のそろった三重奏にも「あー、うるせーうるせー」と手を振って意に介かいさず、俺とアイ＝ファに顎あごをしゃくるルド＝ルウ少年。

　何だか今日は、ちょっと精せい悍かんな面おも持もちである。その左ひだり肩かたに弓と矢筒を負っているから、きっとこれから森に向かうところなのだろう。

　俺は最後に、ぎりぎりと歯噛みしているララ＝ルウへと呼びかけた。

「ララ＝ルウ。今回はにちゃにちゃの肉じゃなく、しっかり噛み応えのある料理を用意するからさ。君も楽しみにしていてくれよ」

「うるせーよ！！　どんな食事を出だされたって、あたしは絶対あんたに祝福なんてしてやんねーからなっ！」

　そんなわめき声に送られながら、俺たちは家の玄げん関かん口ぐちへと向かった。

「……あんた、ララみたいな餓が鬼きんちょでもいける口なの？　あいつ、俺より二つも年下だから、婿を取るにはあと三年もかかるんだぜ？」

「そ、そんなつもりは毛頭ないよ！　いい加減にその話題から離はなれてくれないかな？」

　左頬から後頭部へと照射位置が変わっただけで、まだまだ女主人の視線には鋼の切っ先のような感かん触しよくが残っているのである。こんな騒そう動どうに俺の身を叩たたき込んでくれた罪は不問に処すから、もう嫁よめ入いり婿入りの単語はＮＧワードにしていただきたい。

「ふーん。ま、何でもいいけどさ」と、その細いがしっかりと引ひき締しまった力の強い腕が、俺の首を横合いからロックしてくる。

「ヴィナ姉やレイナ姉よりララのほうがいいってんなら、くれてやるよ。……ただし、ちびリミに手ぇ出したら、あんた殺すから」

　低く潜ひそめられたその声には、正しよう真しん正しよう銘めいの殺意が込められている気がした。

　俺としては、将来のリミ＝ルウの婿候補殿に冥めい福ふくを申し上げるばかりである。

　そして――そんな状態のまま、何の気もなく家の表側にまで歩みを進めた俺は、そこで「うわ……」と、立ちすくむことになった。

　家の前には見知ったルウ本家の男衆ばかりでなく、総勢二十名近くのむくつけき《ギバ狩がり》の戦士たちが集結していたのである。

「戻ったか、ルド。――よし、野や郎ろうども！　今日も森から生命いのちをぶん取るぞッ！」

　おおおッ――という、大地をゆるがすかのような、男たちの咆ほう哮こう。

　その全員がギバの毛皮をひっかぶり、巨きよ大だいな蛮刀をぶら下げており、中には数人、弓を携たずさえている者がいる。短めの槍やりを握にぎっている者もいる。年老いている男もいれば、まだルド＝ルウぐらいの少年もいる。額に包帯を巻きつけていたり、片かた腕うでがおかしな方向に曲がっている者もいる。

　だが、彼かれらは全員まごうことなき森辺の狩人かりうどたちだった。

　年老いた者も、年若い者も、傷ついた者も、そうでない者も、その全員が獣けもののように瞳ひとみを燃やし、目もあてられぬような闘争心をみなぎらせて、森へと進軍していく。

　その先頭に立つのはもちろん家長のドンダ＝ルウであったが、もはやその目は俺やアイ＝ファを見ようともしなかった。

「じゃ、またな」と言い置いてその群れに駆かけていくルド＝ルウ少年もまた獣の目つきだ。

　それらの姿はあまりに雄お々おしく、まるで神話の一ページのようで――俺はしばらく口をきくことも身動きすることもできなくなってしまっていた。

「……あれはこの集落に住すみ処かを構える、ルウの分家の男衆だな」

　アイ＝ファの手が、ぽんと俺の肩かたに乗せられた。

　ほとんど無意識のうちに振り返ると――彼らの気迫にあてられてしまったのか、同じように瞳を青く燃やしているアイ＝ファが、俺を見ていた。

「ドンダ＝ルウの弟や、その息子むすこたち。あるいはドンダ＝ルウの親の弟たちや、その息子たち。あれらのすべてを率いるのが、ルウ本家の家長、ドンダ＝ルウなのだ」

　山やま猫ねこのように燃える目が、じっと俺の瞳を覗きこんでくる。

「そしてルウ家には、それに従う六つの眷けん族ぞくがある。ルティム、マァム、ミン、レイ、リリン、ムファ。それらを合わせて、百余名だ。……臆おくしたか、アスタ？　お前が喧嘩を売ったのは、そういう男だ」

「いや――たぶん、大だい丈じよう夫ぶだよ」と応じながら、俺は何とか笑ってみせることができたと思う。

「大丈夫だ。むしろ、自分のやろうとしていることに確信が持てた。俺はたぶん――間違ってない」

　いぶかしそうに、アイ＝ファが眉まゆをひそめる。

　が、やがてその口もとには、日常生活ではなかなか見せないような勇ゆう猛もうなる笑みが浮うかんできて、これまた普段なら絶対しないような仕草で、その指先が俺の頭をタオルごと無む茶ちや苦く茶ちやにかき回してきた。
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　さて。ジバ婆さんを見み舞まうのはいいのだが、家人の案内なくして家に踏み込むのは強い禁きん忌きである。

　しかしリミ＝ルウはまだ姉妹喧嘩に励はげんでいるのか姿を見せないし、ピコの葉を干しに行った奥様がたの姿も見えない。

　果たしてこの家の中にジバ婆さん以外の家人は控ひかえているのか、そんなこともわからぬまま、とりあえずは「すいませーん、誰かいらっしゃいますかー」と呼びかけるしかなかった。

　誰かは、いた。

　本日まだ顔を合わせていなかった家人は、三名。森へと去っていった次じ兄けいダルム＝ルウを除けば、あと二名。その二名が顔をそろえて、俺たちの呼びかけに応じて玄げん関かんの戸を開けてくれた。

　といっても、そのうちの一名は、乳幼児のコタ＝ルウである。

　そのコタ＝ルウを起き伏ふくの激しい胸むなもとに抱きあげたルウ家の長ちよう姉しヴィナ＝ルウが、戸板の向こうできょとんと立ちつくしていた。

　俺にとっては、気まずい再会だ。

　裸身がどうのとかそんな話以前に、俺は彼かの女じよの色いろ仕じ掛かけをおもいっきり突っぱねてしまった立場なのだから。

　しかしその分、他の女衆みたいに水浴びを覗かれたぐらいで照れまくったりはしないだろう――などと思っていると、その陶とう磁じ器きみたいにつるりとした頬に、実に鮮せん烈れつなる血の気がたちのぼってきてしまった。

　おいおいあなたは自ら裸身をさらそうとしてきた恐おそるべき魔ま性しようの女であるはずじゃないですか！　などという心中の叫さけびもむなしいままに、ヴィナ＝ルウは布地にくるまれた赤子で口もとを隠かくし、とろんとした目を羞恥に潤ませ、何とか俺の視線から逃のがれるすべはないものかと煩はん悶もんするようにその色っぽい身体からだをくねらせ始めたのだった。

「あ、ああ、アスタ……それに、アイ＝ファも……だ、誰か客人が来ているなあと思ったら、あなたたちだったのねぇ……わ、わたしはサティ・レイの代わりにこのコタをあやしていたから、ちっとも気がつかなかったわぁ……」

　声も、いくぶん上ずってしまっている。

　色っぽくて艶つやっぽくてフェロモンの塊かたまりみたいな様子は以前に見た通りなのだが。何だろう。そんなセクシーなお姉さまが、羞恥に身をよじりつつ何とか体てい裁さいを取りつくろうと健けな気げに頑がん張ばっている、とでもいうような――しかもそれがまた全然演技だとは感じられず、俺はもうひたすら困惑するばかりだった。

「あ、あのぉ……ジザ兄からすべて話は聞いているし、わたしも納得はしてるからぁ……ごめんなさい。それでも、あのぉ、あんまり見ないでぇ……」

　と、しまいには赤子で完全にそのお顔を隠してしまうヴィナ姐ねえさんである。

　コタ＝ルウは、母親ゆずりの黒っぽい瞳で真まっ直すぐに俺を見つめながら、「あう？」と不思議そうに小首を傾かしげた。

　やめてくれ！　今日の俺おれにそんな純真な瞳を向けるのは！

「ジ、ジバ婆のお見舞いに来てくれたのねぇ？　寝しん所じよはこちらよ。さあ、どうぞぉ……」

　と、ふだんのしゃなりしゃなりな歩き方ではなく、そそくさと室の奥おくに駆けていくヴィナ姐さん。

　ハッとして振り返ると、アイ＝ファがそれはもう氷の結けつ晶しようみたいな目で俺を見ていた。

「さ、さあ行こうぜ、お見舞いだお見舞い」

　俺がそこまで取り乱す筋合いはないと思うのだが。とても平静は保てない。

　何はともあれ、お見舞いだった。

　広間は左右に奥へと通ずる通路があり、ヴィナ＝ルウが向かったのは右手側である。ようやく二人が並んで歩けるぐらいの通路が真っ直ぐ十メートルほども続いており、中央側の壁に戸板が三つほど見受けられる。

　左の通路も同じ造りをしているとしたら、個室の数は全部で六つか。

　思ったよりも、広いのだな。これなら十二名プラス乳幼児という大家族でも、広間で雑ざ魚こ寝ねなどはしなくて済むかもしれない。

　ヴィナ＝ルウは、一番奥の戸板を開けて、その前でもじもじしながら立っていた。

「ジバ婆、お邪魔する」と、アイ＝ファはさっさと戸板の内に消えてしまう。

　ではでは私も――と後に続こうとすると、案の定というか何というか、ヴィナ＝ルウが俺の腰あてのすそをちょいとつまんできた。

　やっぱりさっきまでの姿は俺を油断させるための演技であり、何か色仕掛けでもしかけてくる気か、と十分に身構えながら振り返ると、ほとんど顔も見えないぐらいにうつむいたヴィナ＝ルウが、長い栗くり色いろの前まえ髪がみの隙すき間まから、潤んだ瞳で俺を見つめていた。

「ち……契の約束に、森辺の掟おきてまで追加されちゃったわねぇ……？」

　言葉だけ聞けば、やはり色事の宣戦布告だとしか思えない。

　しかし、そんな頼たよりなげな仕草で弱々しく、おぼこ娘が魔性の女を気取っているような感じで宣言されても、挨あい拶さつに困るばかりではないか。

「あの……どうしてさっきからそんな態度なんですか？」

　室内には聞こえないように声を潜めて反問したら、ヴィナ＝ルウはびくりと肩を震ふるわせて、またコタ＝ルウで顔を隠してしまった。

　だから、乳幼児をそのように扱うのはやめなさいというのに。

「そ、そんなにわたしを見ないでってばぁ……きょ、今日のところはこれで勘弁してあげるわぁ……」と、ようようそれだけの言葉を振り絞り、ヴィナ＝ルウはあたふたと通路を戻もどっていってしまった。

　すっかり消しよう耗もうし果ててしまった俺は力なく足を踏みだし、後ろ手で戸板を閉める。

　アイ＝ファはすでに、ジバ婆さんと語らっている真っ最中だった。

「おお、アスタかい……？　よく来てくれたねえ。婆ばばは嬉うれしいよ……」

　最長老の透とう徹てつした微笑みは、赤子の純真な眼まな差ざしと同じぐらい、今日の俺には心苦しい。

　しかしそのようなことも言っていられないので、俺はさらに歩を進めてアイ＝ファのかたわらにひざまずいた。

　部屋は、六畳ていどの広さであった。

　調度といえば、何だかよくわからない木の実だとか枝葉の束だとか動物の骨だとか木き彫ぼりの仮面だとか、そんなものどもが飾かざられた大きな棚たなぐらいのもので、あとはガランとしてしまっている。

　ジバ婆さんが座すわっているのは、布の敷しき布ふを何重にも重ねた寝ね床どこの上で、肩にも足もとにも綺き麗れいな色合いをしたショールのようなものが掛かけられている。

　熱帯雨林に近い気候であるから、日中は常に日本の初夏ぐらいの気候である。しかし、こんな殺風景な部屋で小さなご老人が一人で寝ねかされているのかと思うと、妙みように寒々しく感じられてしまう。

「……夜にはね、ティト・ミンが一いつ緒しよに眠ねむってくれるんだよ。あの子ももうずいぶん昔に夫を亡なくしてしまっているからねえ……」

　まるで内心を見み透すかされたような気がして、俺はドキリとしてしまった。

　アイ＝ファに支えられながら半身を起こしているジバ婆さんは、枯かれ枝えだのような指で俺の手を取る。

　しわくちゃの、小さな小こ猿ざるみたいなお婆さんである。

　きっとこのように老いる前から、相当に小柄であったのだろう。

　しかし、その垂れさがったまぶたにほとんど隠されてしまっている細い目には理知的な光が宿っており、干した果実みたいな顔には、温かい慈じ愛あいの表情が漂ただよっている。

　ジバ婆さんは、この前対面したときよりも、格段に元気そうだった。

　それが俺には、何より嬉しかった。

「この前はありがとうねえ、アスタにアイ＝ファ。……あれ以来、きちんと食事もとっているよ。あんたたちが作ってくれたほどには上手くいかないけど、レイナやリミが頑張ってくれてねえ……」

「それは何よりだ。ジバ婆が元気になってくれて、私も嬉しい」

　アイ＝ファの顔に表情らしい表情は浮かんではいなかったが、その瞳はいつになく柔らかい光をたたえているように見えた。

　さきほどの、ルウ家の出しゆつ陣じんに立ち会った際の火のような眼光が、まるで嘘のようだ。あと、俺をねめつける冷たい眼光とも。

「……さっき、ドンダが珍めずらしくここに来たよ。あんたたち、三日後の夜にもまた来てくれるんだって……？」

「ああ。またかまどを預かることになった。きっとこのアスタが美う味まい食事をジバ婆に作ってくれるだろう」

　と、アイ＝ファがちろりと俺を見る。

「……食事を作る腕うでは、確かな男だからな」

「だけ」と評しなかったのは、武士の情けか何かであろうか。

「喜んでいただけるように頑張ります」と、俺も控えめに応じておくことにした。

「嬉しいねえ……だけど、その夜はルティムの婚こん儀ぎの前祝いなんだろう？　ドンダが笑いながら話していったよ……」

　と――そのほとんどまぶたにふさがれてしまっている目が、より透徹した光をたたえて、俺とアイ＝ファを見比べる。

「ねえ、アイ＝ファ……いったいドンダは、何を企たくらんでいるんだい……？」

「企む、とは？」

「ルティムの家長であるダン＝ルティムは、ドンダと同じぐらい気性の荒あらっぽい、南の森の大猿みたいな男さね……あんな血の気の多い男衆にこの前みたいな食事を出したら、ドンダ以上に猛たけり狂くるって、せっかくの前祝いが無茶苦茶になってしまうかもしれないじゃあないか……」

「……そうやって、私やアスタに恥はじをかかせたいのだろう。ドンダ＝ルウは、私たちのことが心底気に食わないようだからな」

「気に食わない……それはきっとあんたが嫁入りの話を突っぱねたからだねえ、アイ＝ファ……？」

　ジバ婆さんの目が、アイ＝ファに固定される。

　アイ＝ファはちょっとだけ苦しそうに眉まゆ根ねを寄せた。

「それはしかたのないことさね。女衆にだって、夫を選ぶ権利はあるからねえ……でも、ドンダはあんたのことを気に入ってたはずなんだ。そうでなきゃ、大事な息子の嫁になんてことは言い出さない。きっとスン家の跡あと取とり息子に真っ向から歯向かったアイ＝ファの勇ゆう敢かんな行いに、ドンダは惚ほれこんだんだろう……だけどあんたは嫁入りの話を突っぱねたあげく、よりにもよって《ギバ狩り》として生きていく、なんて言い張っちまった……」

「…………」

「何もそれを責めてるわけじゃないんだよ……あんたはあんたが正しいと思う道を生きればいいのさ……だけど、ドンダは狩人の仕事に誇ほこりを持ってる。男衆として生まれたことを誇りに思ってる。そしてそれと同じぐらい、家を守る女衆の仕事も大事だと思ってる……だから女衆の身で狩人の道を選んじまったあんたのことを、許せなくなっちまったんだろうね……」

「…………」

「アイ＝ファ。そんなドンダが、ルウ家にとっても大事な夜のかまどをあんたたちにまかせた。……ドンダはいったい、何を企んでいるんだい……？」

　こんなに透すき通とおった眼差しをした人間に問われて、答えを拒こばむことのできる人間など存在しないだろう。

　だから、アイ＝ファは子どものように唇くちびるを噛んでから、やがて答えた。

「その夜、ドンダ＝ルウやルティムの家長を満足させることができなければ、ファの家に絶ぜつ縁えんを申もうし渡わたす、と言われた」

　しばしの沈ちん黙もく。

　やがてジバ婆さんは「そうかい……」と静かに言い、そっと目を伏ふせてから、もう一度「……そうかい」とつぶやいた。

「アイ＝ファ。それに、アスタ。その話を断ることは、できないのかい……？」

「できない。むしろこれは私たちのほうから持ちかけた話なのだ。ドンダ＝ルウはそれに条件をつけ加えたにすぎない」

　と、アイ＝ファは力のこもった声で言った。

　ジバ婆さんの目が、ゆっくりと俺に向けられる。

「そうですね。……こんなに話が大きくなってしまったのは不本意ですが、今さら引き返すことはできませんし、それに、これはルウ家にとっても必要なことなんだろうと思っています」

　考え考え、俺はそう答えた。

「もちろん俺は、自分の意地や自尊心を守るために、こんな厄やつ介かいなことを企んでしまったんですが。今はそれだけじゃなく、ルウの家の人たちのためにも、ドンダ＝ルウを納得させたいと思っているんです。……言葉にするのはなかなか難しいんですが、そんな気持ちです」

「そうかい……」と、またジバ＝ルウは同じ言葉をつぶやいた。

「あんたたちには、それが正しい道なんだねえ……それじゃあ、婆は……もしもドンダが本当にそんな非道な真ま似ねをするようだったら、ルウの家を出ることにするよ……」

「え？」

「ルウの名を捨てる、と言ったのさ……そうしたら、婆をファの家の家人として迎むかえてくれるかい、ファの家長アイ＝ファ……？」

「な、何を言っているのだ、ジバ婆！　そんなことは、できない！」

　たぶんアイ＝ファは、俺が今まで見てきた中で、一番取り乱していた。

　それはそうだろう。俺だってびっくりした。

　だけど――俺にはジバ婆さんの言葉の意味が、何となくだが理解できるような気がした。

「おやおや、寄る辺ない老人を見捨てるおつもりかい……？　ルウの家を出て、ファの家にも見捨てられたら、こんな老いぼれは野垂れ死ぬしかないだろうねえ……」

「だから！　そんな真似をする必要がないと言っている！　どうしてジバ婆がルウの家を出なくてはならないのだ？　そんなのは、おかしい！」

「おかしかないよ……もしもルウの家が絶縁を申し渡したら、あたしはもうあんたとこうして顔を合わすこともできなくなっちまうんだろう？　そして、スン家の連中はもう何の遠えん慮りよもなく、あんたをひどい目に遭わそうとするようになるかもしれない……そんなことが、この婆に許せるわけがないじゃないか……？」

「それでどうして、ジバ婆が家を出ることになるのだ!?　ジバ婆がいたって、スン家の連中は――」

「あたしが許せないのはスンの家じゃない。あんたにそんな運命を負わせようとする、ドンダのほうだよ……」

　決して大きくはならない声で、ジバ婆さんははっきりとそう言った。

「ドンダの父親は、あたしの生んだ息子さね。あたしは、あたしの血を引く孫があんたに非道な運命を申し渡すなんて、そんなことは許せない……だから、ルウとの縁えんを切る。ただそれだけの話だよ……」

「そんな馬ば鹿かな……それでは、リミ＝ルウはどうするのだ？　レイナ＝ルウは？　ジザ＝ルウは？　あれらはみんなジバ婆の血を引く大事な家族だろう!?」

　アイ＝ファの顔は、ほとんど泣き顔になってしまっていた。

　そんなアイ＝ファを静かに見返しながら、ジバ婆さんはゆったりと微笑む。

「もちろんみんな、大事な家族さね。ジザも、ヴィナも、ダルムも、レイナも、ルドも、ララも、リミも、コタも……先代の嫁のティト・ミンも、ドンダの嫁のミーア・レイも、ジザの嫁のサティ・レイも、みんなみんな大事な家族さ……でも、家長はドンダなんだ。家長の言葉に従えない人間は、家を捨てるしかないんだよ……」

「だから……」と、そこでアイ＝ファが言葉を詰まらせた。

　こらえかねたように、その瞳から一滴だけ涙なみだがこぼれ落ちる。

「ドンダがファの家に絶縁を申し渡す。そんなのは、絶対あたしには許せない話なのさ。そんなのは、絶対に間ま違ちがっている。……だからあたしは、ルウの家の最長老として、この身をもってドンダに知らしめてやらなくっちゃあいけないんだ。あんたは間違っている、とね……」

　ジバ婆ばあさんの指先が、アイ＝ファの涙をそっとぬぐいとる。

「だからね、家を捨てるのが、あたしにとっては唯ゆい一いつの正しい道なんだよ……あんたにはわかるかい、アスタ……？」

「たぶん、わかると思います」

　答えるなり、アイ＝ファがすごい目で俺をにらみつけてきた。

　だけど俺には、前言を撤回することはできなかった。

「いえ。ジバ＝ルウみたいにすごい人の気持ちが俺なんかに簡単に理解しきれるとは思っていません。でも、自分を同じ立場に置き換えたら――自分の家族が、自分の大事な人間をひどい目に遭わそうとするなんて、そんなことは許せそうにありません。それで本当に家を捨てられる強さが自分にあるかはわかりませんけど、そう思う気持ちは理解できると思います」

「アスタ、お前は――」と、アイ＝ファが胸ぐらをひっつかんできた。

　その、あまり力の入っていない手に、俺は自分の手を重ねる。

「アイ＝ファ。もしかしたら、リミ＝ルウなんかもジバ＝ルウと同じ考えを持つかもしれない。自分の実の父親が、自分の大好きなアイ＝ファを破滅させようと企むだなんて、そんなことがリミ＝ルウに許せると思うか？　リミ＝ルウは、ジバ＝ルウと一緒に家を出るか――それが無理なら、一生自分の父親を恨んで生きていくことになるんじゃないか？」

　アイ＝ファが、愕がく然ぜんとした様子で青ざめる。

　俺はその悲痛な面に胸の中をひっかき回されながら、それでも言った。

「俺たちが受けたのは、そういう勝負だったんだ。それが嫌なら、どんな恥をかいてでも、勝負から逃にげるべきだった。俺たちは……自分の生命と誇りのことにしか頭が回っていなかったってことだ」

　特に、アイ＝ファだ。

　アイ＝ファはもっと、自分がどれほど周囲の人間に愛されているか、もっとしっかり自覚しておくべきだった。

　自分がどうなろうが、悲しむ人間などいない。自分がどうなろうが、怒おこる人間などいない。そんな風に思い込むことで――アイ＝ファはこの二年間を生きてきたのだろう。

　その強さは素す晴ばらしいと思う。孤独に蝕むしばまれないその強きよう靭じんな魂たましいを、俺は心から尊敬する。

　しかし――そんなアイ＝ファでも、たったひとつの間違いを犯おかしていた。

　そうやって他人を遠ざけながらも、アイ＝ファは内心でリミ＝ルウやジバ＝ルウのことを想おもっていた。だったら、その相手もアイ＝ファのことを同じぐらいの強い気持ちで想っているかもしれない、ということをアイ＝ファは想像しておくべきだったのだ。
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　たぶん、本当の孤独を得られる人間なんて、誰だれも想うことのできない人間だけなのだろう。

　他者を愛する心を持つ人間が、孤独な生などを望んではいけないのだ。

「……アイ＝ファ。俺たちのやることは変わらないよ」

　俺は、アイ＝ファの手をぎゅっと力まかせに握りしめてやった。

「勝負に勝って、ドンダ＝ルウを納得させるだけだ。そうすれば、誰も傷つくことはない。ジバ＝ルウが家を出ることもないし、リミ＝ルウが父親を恨むこともない。美味い料理を作ってドンダ＝ルウを満足させてやればいいのさ」

　今からでもドンダ＝ルウに頭を下げれば、誇りだとか名誉だとか信しん頼らいだとか立場だとかを失うだけで、ジバ＝ルウやリミ＝ルウを失うことはない。

　しかし――それでは足りない、と俺は思っていた。

　俺はもっといい形で、ルウの家と関かかわりたい。

　その気持ちは、今日この家にやってきて色んな家人と顔を合わせたことによって、いっそう強くなっていた。

「あんたには、正しい道が見えているんだね、アスタ……？」

　ひそやかにつぶやくジバ婆さんに向かって、俺は可能な限り穏やかに笑いかけてみせた。

「本当に正しいかどうかはわかりません。それでも俺にできるのは、美味い料理を準備することだけです。三日後を楽しみにしていてください、ジバ＝ルウ」
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　そして、その日がやってきた。

　ルティム家の人々を招いての、婚儀の前祝いの夜である。

　森もり辺べにおいては、婚儀の七日前からこうしてひっそりと身内だけで前祝いをするのが、通例であるらしい。

　明日あしたは新郎側のルティム家で、明後日あさつては新婦側のミン家で、その次は縁の深いレイ家で――と、連夜の宴えんを催すのだそうだ。

　ご苦労さまとしか言い様のない風習であるが、さしあたって俺にとって重要なのは、この日この夜のみである。

　縁者の中ではもっとも位の高い家で行われる、前祝いの初日――ルウの本家における、宴。

　そのかまどを預かるわけだから、責任は重大だ。

　しかも、俺とアイ＝ファはルウ家の家長ドンダ＝ルウと約定を交かわしている。

　この晩ばん餐さんでドンダ＝ルウやルティムの家長を満足させることができなければ、ファの家はルウと縁あるすべての家から絶縁されてしまうのだ。

　ルウ家に絶縁を申し渡されれば、アイ＝ファはまたスン家の跡取り息子ディガ＝スンに狙われてしまうかもしれない。

　しかも、ドンダ＝ルウがそのように非情な運命をアイ＝ファに申し渡すつもりならば、ルウ家の最長老ジバ＝ルウは家を捨ててファの家の人間になる、と決意してしまっている。

　ジバ＝ルウと同じようにアイ＝ファを大事に思っている末娘のリミ＝ルウも、どのような苦しみに苛さいなまれてしまうかわからない。

　よくもまあここまで話がこんがらがったものだと、俺は溜ため息いきをつくばかりである。

　だけど、俺にやれることは一つしかない。

　美味い料理を献上して、ドンダ＝ルウを納なつ得とくさせるだけだ。




　　　　　◇




「今日はよろしくお願いいたします」

　ルウの家のかまどの間において。俺は深々と頭を下げてみせた。

　ちょっと長く伸びかけてきた頭に白タオルを巻いて、白いＴシャツの上にアラジンみたいなベスト、八本の祝福が輝かがやく首くび飾かざり、グリギの木の実の首飾り、エスニックな腰こしあてに白シューズという、だいぶん身体にも馴な染じんできたハイブリッドの装いだ。

　作業台には、親父の魂たる三徳包丁が備えられている。

　準備も気合いも万端である。

　そんな俺のかたわらにはアイ＝ファが立ち、俺の正面には三名の女衆が立ち並んでいる。

　家長ドンダ＝ルウの妻、ミーア・レイ＝ルウ。

　その二人の間に生まれた長姉、ヴィナ＝ルウ。

　同じく次姉の、レイナ＝ルウ。

　以上の三名だ。

「前回に引き続きってのはレイナ＝ルウだけか」

「はい！　……それも本当はララだったのですが、あの子は何だか気が進まないようでしたし、わたしはその、もっとアスタに料理の技術を教えてほしかったので……明日の当番と替わってもらったんです」

「助たすかるよ。一人でも段取りがわかっている人間がいると効率が全然違ちがうからね」

　リップサービスでも何でもなく、俺はごく真っ当な一いつ般ぱん論ろんを吐はいただけのつもりなのだが、レイナ＝ルウはぽーっと顔を赤らめて、アイ＝ファは冷たい視線を飛ばしてきた。

　しかし、今日こそは心を乱されまいと決意している。

　もちろん前回だって、心を乱されて調理をおろそかにするような失敗は犯していない。が、今回ばかりは俺も不ふ撓とう不ふ屈くつの精神で挑いどむ心づもりなのである。

　何せ――本日の包丁さばきには、何人もの人間の命運がかかってしまっているのだから。

「何だい、あたしらは頼りにならないってかい？　こいつは失礼しちゃうねえ！　かまど仕事の腕だったら、まだまだレイナなんかに負けやしないよ？」

　と、豪快に笑うのは、あの恐ろしげなドンダ＝ルウの伴はん侶りよたる、ミーア・レイ＝ルウである。

　がっしりとした骨太かつ肉厚な体格に、白いもののまじった赤毛と、くっきりとした茶色の瞳。既婚女性の証あかしたる一枚布の長衣を纏まとった、頼もしいおっかさんだ。

　その隣となりでは、母親とは髪かみや目の色も体形も容姿もまったく似たところのない色気の権化ヴィナ＝ルウが、退屈そうに長い髪の先を弄いじっている。

　とろんとした目に、ぽってりとした唇。超ちよう絶ぜつ的なまでの起伏を見せるボディラインと、垂れ流しのフェロモン。男を悩のう殺さつするために生まれてきたようなお姉さまである。

　さすがにもう俺の姿を見ても頬ほおを赤らめたりはしないが、その代わりに、何だか持ち前の愛想を放棄して無気力モード全開のご様子だ。

　何にせよ、その三名様のご様子を見るに、俺たちと家長の間に交わされた殺さつ伐ばつとした約定についてなど、何ひとつ聞かされていないように感じられる。

「それでは本日の段取りですが。人数は、ルウ家の家族十二名、ルティム家の客人三名、自分とアイ＝ファの分で二名、合計十七名分ですね。その内のジバ＝ルウの分だけは、特別仕様の献こん立だてにしたいと思います」

　きわめて事務的に、俺は説明を始めさせていただいた。

「献立は、前回も作らせていただいたギバ鍋なべと焼きポイタン、それにギバ肉の焼き料理ですね。ジバ＝ルウにはハンバーグを提供しようと思うのですが、えーと、普ふ段だんはギバ鍋もジバ＝ルウにだけは食べやすいように特別な調理がされているのでしょうか？」

「そうだね。アリアを食べやすいように小さく切って、別の鍋で煮にているよ。で、肉なんかは全部あたしたちの鍋に移しちまうのさ。どうせジバ婆ははんばーぐで肉をたらふく食べられるからね」

　と、ミーア・レイ＝ルウがにこやかに応じてくれる。

　レイナ＝ルウは一言も俺の言葉を聞き逃すまいとばかりに真しん剣けんな顔で身を乗り出しており、ヴィナ＝ルウはまるでそのバランスを取ろうとしているかのように「あふ……」と色っぽくあくびを噛かみ殺している。

「そうですか。それでは俺もそれに倣いたいと思います。で、調理のほうなんですが――ギバ鍋の得意な人、焼きポイタンの得意な人、なんていう区別はありますか？」

「ポイタンを焼くのはレイナが一番上手だねえ。ギバ鍋は誰が作っても一緒だけど、かまどの番が一番苦手なのは、このヴィナだろうね」

「そうですか。それじゃあポイタンはレイナ＝ルウに、ギバ鍋はミーア・レイ＝ルウに、基本はおまかせいたします。ヴィナ＝ルウは、俺と一緒に肉料理を担当しつつ、みんなの補助をお願いしますね」

「……わたしなんて、どうせ足を引っ張るだけよぉ？　今からでもティト・ミン婆かリミとでも交代してきてあげようかぁ……？」

　何だかちょっとすねたような声で、ヴィナ＝ルウが初めて発言した。

　要するにこれは、かまど番を得意としているレイナ＝ルウやミーア・レイ＝ルウに引け目を感じている、ということなのだろうか。

　やっぱりなかなか込み入った性格をしているお姉さまだなあとか考えつつ、俺はにこりと笑いかけてみせる。

「いいえ、それには及びません。ヴィナ＝ルウもルウの家の女衆なのですから、ともに頑張りましょう。俺も俺の仕事をやりとげるつもりですから」

「…………」

「では、レイナ＝ルウはもう焼きポイタンの準備を始めてくれるかな？　ヴィナ＝ルウも荷物運びを手伝ってあげてください」

　ヴィナ＝ルウは本格的にすねた顔になって、レイナ＝ルウとともにかまどの間を出ていった。

「で？　あたしはどうしたらいいのかね、アスタ？」

「はい。ミーア・レイ＝ルウにはお聞きしたいことがあります。前に俺がかまどを預かって以来、ルウの家でもポイタンを焼くのが毎晩の献立になったそうですが、それ以降もギバの鍋には、あの食糧庫にある色々な野菜を入れたりしているんですか？」

「そりゃあそうだよ。あれがなくっちゃ毎日おんなじ味になっちまうからねえ。……大体さ、鍋のほうだって、あたしらが作るとどうしたってギバの臭くさみが抜けないんだよ。タラパだとかリーロだとかを入れてちょっとでも臭においを誤魔化さなきゃさ」

「へえ。リーロを入れたりもするんですか？　いくら何でも、香かおりがきつすぎません？」

「おかげでギバの臭みはだいぶ誤魔化せるからね。……ねえ、あんたの持ってくる肉は何なのさ？　あのはんばーぐも最高だったけど、臭くないギバ鍋ってのもあたしらには驚おどろきだったんだよ！　いったいどういう魔ま法ほうを使えばあんなにギバの肉が美お味いしくなるんだい？」

「何の魔法でもないですよ。ただ、ギバを仕留めた時にすぐ血ち抜ぬきという作業をするだけです。……だからそれは、女衆じゃなく男衆の仕事ですね」

「そうかい……それじゃあ駄だ目めだねえ。あの偏へん屈くつどもがあんたの言うことなんて聞くはずもないし」

　残念そうに肩かたを落とすミーア・レイを見つめつつ、俺は「それでは」と言葉を重ねる。

「このような宴では、贅ぜいを尽つくした食事で客人を歓迎すると聞いたのですが、森辺における贅ってのは、いったいどういうものなのでしょう？　やっぱりあの食糧庫にあるさまざまな野菜を使うのですか？」

「ああそうさ。アリアやポイタンより高くつくあの野菜たちをドカドカ鍋にぶちこむんだよ。ま、考えなしに放り込んだら、それこそ食えたもんじゃなくなっちまうけどね」

「なるほど。ではきちんと考えた上で放り込んでいるのですね。……それじゃあこれはもうミーア・レイ＝ルウ個人の好みでかまいませんけど、この前に俺が作った臭みの少ない『ギバ・スープ』にアリア以外の野菜を入れるとしたら、どれが一番美味しく仕上がると思いますか？」

「ええ？　そりゃまあ、ティノなんかは何でも合うだろうねえ。臭みがないなら、リーロやタラパを入れる必要はないし……ギーゴは駄目だね。ポイタンを入れたみたいにドロドロになっちまう。後は、ちょっと苦いけど、プラなんかはなかなか良いんじゃないのかね。ルドやララなんかは渋い顔をするかもしれないけどさ」

　もはや人名と食材がごっちゃになってしまいそうな勢いである。プラと間違えてララを鉄てつ鍋なべにぶちこんだらさぞかし怒られるのだろうなあ、とか思う。

「それじゃあ、ティノと、プラですか？　今日はその二つを入れてみましょうか」

「えっ！　やめておくれよ！　せっかくあんたが来てくれたのに、あたしが余計なことをして味が滅茶苦茶になったら大変じゃないか！　今日はルティムの客人もいらっしゃるんだよ？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。何事も挑戦です。創意工く夫ふうなくして料理の向上はありえませんよ」

　言いながら、俺はちらりとアイ＝ファを見てみた。

　前回とはまったく真逆な発言をしてしまっている俺であるが――アイ＝ファは静かに、強い目で俺を見守ってくれている。

　俺の本日の方針は、アイ＝ファには最初からすべて伝えてあるのだ。

　アイ＝ファは相当びっくりしていたが、それでも最後には「お前の判断にまかせる」と言ってくれた。

　その信頼に、応こたえたいと思う。

「……ところで、最近の家長のご様子はいかがですか？」と俺が唐突に尋たずねてみると、難しい顔で考えこんでいたミーア・レイ＝ルウは「ほえ？」と愉快な声をあげた。ギバ鍋作成のシミュレーションでもしていたのだろうか。申し訳ない。

「家長がどうしたって？　あんたたちだって三日前に顔を合わせているだろう？」

「はい。その後にお変わりはないかと思ったんですが、どうでしょう？」

「お変わりねえ。……そういえば、その日の夜からやたらと不ふ機き嫌げんそうな顔をしている気がするね。ちょいちょいジバ婆の寝所にも顔を出してた気がするし。何かお説教でもされてるのかねえ」

　いや、違うだろう。ドンダ＝ルウの気き性しようをわきまえているジバ婆さんは、この期に及およんで説教などしないはずだ。明哲なる最長老は、すでに自分の道を決めてしまったのだし、今さらドンダ＝ルウに用事はないと思う。

　ならば――ドンダ＝ルウのほうが、こんな馬鹿げた勝負からは手を引くように説得しろ、とでもジバ婆さんにかけあっているのだろうか？

　そうであってほしいと思う。

　リミ＝ルウやジバ婆さんの血族であるドンダ＝ルウが、本気でアイ＝ファの破滅を望むはずがない――俺にとって、それは痛切な願いであった。

　しかし、どちらにせよ、賽さいは投げられてしまったのだ。

　真相が何であれ、俺にやれること、俺のやるべきことに変わりはない。

　俺は気持ちを引き締めなおし、自分の仕事に取りかかることにした。

「さて。それじゃあ俺も肉料理の準備を始めちゃいますね。スープはポイタンの目め処どがたった後で十分間に合うでしょうから、ジバ＝ルウのためのハンバーグの調理方法をおさらいしましょうか」

　言いながら、俺は持ち込みのギバ肉の包みを解いていった。

　前回はモモと肩ロースのみだったが、本日は三種類の肉を準備している。

　実のところ、研究に励はげむあまり、部位によっては人数分の確保が難しく、俺やアイ＝ファの分までは回ってこないかな――というギリギリの状じよう況きように陥りかけたりもしてしまっていたのだが。何と二日前にはアイ＝ファがまた五十キロ級の若いギバを持ち帰ってくれたので、そんな不安も解消された。

　そんなわけで、足りないどころかちょっと余分にまで確保できた肉たちを、丁寧に一つずつ調理台の上に広げていく。

　すると、ミーア・レイ＝ルウが「それはギバの胴どう体たいの肉だね？」と心配そうに声をかけてきた。

「その肉が足の肉より美味しいってことは、この前さんざん思い知らされたけどさ。でも、今日はルティムの家長も来るんだよ？　できることなら、足の肉だけを使ったほうがいいんじゃないのかねえ？」

「え？　ルティムの家長も胴体の肉を食べるのはよしとしていないんですか？」

「そいつはわからないけどさ。でも、うちの家長があれだけ嫌いやな顔をしていたってことは、ルティムの家長も同じように嫌な顔をする可能性はあるかもしれないじゃないか？　で、ルティムの家長ってのはうちの家長以上に気が短いんだから、用心するに越したことはないと思うよ？」

　ドンダ＝ルウよりも短気というのは、なかなか剣呑な話である。

　しかし、モモの肉だけでは量が足りないし、そもそもそれでは献立そのものが味気ないものに成り果ててしまう。

「でも、ミーア・レイ＝ルウたちは、別に胴体の肉を食べることに抵抗はないのですよね？　どうしてドンダ＝ルウはあのように胴体の肉を嫌がるのでしょうか？」

「わからないねえ。でも、ジザやダルムなんかも家長の言葉には異存がないみたいだったから、男衆にとっては何か相応の理由があるんじゃないのかね」

　男衆にとっての、相応の理由。

　ドンダ＝ルウは、たしか「ギバの胴体などを喰くらうのは、腐ふ肉にく喰らいのムントだけだ！」と、わめいていたように記き憶おくしている。誇り高き森辺の狩人かりうどに、よくもそのようなものを食べさせてくれた、と。

　しかし、同じように狩人として生きているアイ＝ファは、最初からギバの胴体を食べることを忌避する素振りは見せなかった。

　これはいったいどういうことなのだろう、とアイ＝ファを振り返ると――我が家長殿は、俺おれ以上に難しい顔をして考えこんでしまっていた。

「ミーア・レイ＝ルウ、一つ聞かせてほしいのだが――ルティムというのは、ルウに継ぐ力を有する氏族である、という話であったかな？」

　アイ＝ファが自分からルウ家の人々に声をかけるのは珍しい。ミーア・レイ＝ルウは少し嬉しそうな表情を浮うかべながら、「ああ、そうだよ」と、うなずいた。

「ルティムはルウに負けないぐらい力のある氏族だし、家長のダン＝ルティムも立派な狩人さ。それだけは間違いのない話だよ」

「なるほど。だからこそ――ギバの胴体をムントの餌えさだ、などと思うようになってしまうのかな」

　アイ＝ファは独り言のように言い、それから毅然とした面おも持もちで俺を振り返った。

「アスタ、かまうことはない。予定の通り、お前はお前の仕事を果たせ。もしもルティムの家長がドンダ＝ルウと同じように胴体の肉を嫌がるようなら、私が説き伏せてみようと思う」

「え？　お前にはその理由がわかったってのか、アイ＝ファ？」

「ああ、おそらくな。……どの道、胴体の肉も使わねば、お前の料理を完成させることはできぬのだろう？　ならば今さら思おもい悩なやんだりはせず、為すべきことを為せ」

　アイ＝ファの瞳ひとみに、迷いはなかった。

　ならば俺も、迷うのはやめよう。

　これは俺一人の勝負ではない。ファの家の命運や名前をもかけた勝負であるのだ。

　アイ＝ファと自分の決断が、他者をも巻き込んだ悲劇的な結末を招いてしまわないように、俺たちは持てる力を振り絞るしかなかった。
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　数時間後。

　俺たちは、ゆとりをもって調理を終えることができた。

　四つあるかまどのうち二つではギバ鍋、俺流に言うと『ギバ・スープ』がぐらぐらと煮立ち、皿の上には焼きポイタンが山のように重ねられている。あとは客人の到とう着ちやくを待って、肉を焼くだけだ。

「ねえ、アスタ……本当にこれで良かったのぉ……？」

　と、ぐったり壁かべにもたれかかって座すわりこみ、自分の片かた膝ひざを抱かかえこんでいたヴィナ＝ルウが、心配そうに俺へと呼びかけてきた。

　今回、彼かの女じよにはちょっとした重責を担ってもらおうと目論もくろんだのである。

「前祝いの宴は、大事なのよぉ……？　わたし、何だか自信がないなぁ……」

「大丈夫ですよ。現時点では、問題なしです」

「だったら、この後は……」

「予定通りにお願いします」

　ヴィナ＝ルウはぎゅうっと自分の片膝を抱だきすくめ、とても恨めしげな流し目で俺をにらみつけてきた。

　このようなことは考えるだけで品性を疑われてしまいそうだが、その大きなお胸が膝ひざにつぶされて、衣服の上からでもぶにゃりと変形しているのが丸分かりで、相当にエロチックである。

「アスタ、もしかして……自分が文句を言われるのが嫌なもんだから、わたしを生いけ贄にえにしようとしてるのぉ……？」

「何ですかそりゃ？　俺がヴィナ＝ルウにそんな真似をする理由がないでしょう」

「だってぇ……アスタにとっては、わたしなんて邪じや魔ま者でしょぉ……？」

　他の女性陣は、涼を取るために表でくつろいでいる。

　だからこそ、そのような話題を切り出してきたのだろうが、戸板は開きっぱなしなのでちょっと焦ってしまう。

「じゃ、邪魔者っていうか、俺の考えは以前に話した通りです。ヴィナ＝ルウがおかしな考えを捨ててくれることを切に願うばかりでありますよ、俺は」

「でもぉ……考えは変えられても、気持ちは曲げられないでしょぉ……？」

　そのなめらかな頬に、またちょっとだけ赤みがさしてくる。

「わたしが打算だけであなたにあんな真似をしたとでも思ってるのぉ？　……二十にもなって操みさおを捨てられない生娘に、そんな真似ができると思う……？」

「い、いや、ですからその」

「あーあぁ……今日来るルティムの跡あと取とり息子むすこも、わたしが嫁よめ入いりを突つっぱねた一人なのよねぇ……」

　と、今度は膝で顔を隠かくしてしまう。

「そんな男の婚こん儀ぎの前祝いで、わたしが大失敗しちゃったら……ルティムの家長にまた雷を落とされるんだろうなぁ……あああ、死にたくなってきちゃったなぁ……」

「だ、大丈夫ですってば！　ヴィナ＝ルウが失敗したら、それは全部俺の責任ってことにしますから！　何もかも俺がやってのけたってことにしましょう！　それで、成功したときだけ、ヴィナ＝ルウの栄誉ってことにしましょうよ、ね？」

　ヴィナ＝ルウは、膝の陰かげから流し目をくれてくる。

「そんなこと言って、土壇場で裏切るつもりなんでしょぉ……？」

「裏切りません！　この三徳包丁に誓います！」

　すると今度は、少し垂れ気味の茶色い瞳が、何やら艶つやっぽく潤うるんでいく。

「なんかずるい……これでどうやって自分の気持ちを曲げればいいっていうのぉ……？　冷たくされたり優やさしくされたり、いいように嬲なぶられてるだけな気がするわぁ……」

　だったらどうしろと仰おつしやるのですかね！

　と、そこで「何を一人で騒さわいでいるのだ、お前は」と冷たく背後から切り捨てられてしまった。

　どうやら俺だけが大きな声を出してしまっていたようだ。おのれの迂う闊かつさに背筋が寒くなる。

　かまどの間の入口に立ったアイ＝ファは、鋭するどい眼まな差ざしで俺とヴィナ＝ルウの姿を見比べた。

「ルティムの家長らがやってきたようだ。頃ころ合あいではないか？」

　その一声で、一気に心が引き締まる。

　俺はうなずき、ヴィナ＝ルウを振り返った。

「よし！　それじゃあ始めましょう！　ヴィナ＝ルウ、段取り通りにお願いします！」




　　　　　◇




「ほお！　お前さんがファの家に住みついたという余よ所そ者ものか！」

　ミーア・レイ＝ルウとともに『ギバ・スープ』の鍋をえっほえっほと担かついでいくと、いきなりそんな大声で出迎えられてしまった。

　見知らぬ大男が、上座にどんと控ひかえている。

　その隣に陣じん取どったドンダ＝ルウに優るとも劣おとらない大男だ。

　上背はもちろん、横幅と厚みがものすごい。俺と似たようなベストを着ているのだが、そんなものは肩口にひっかけているだけの格好で、むきだしの太鼓腹がぼぼんと盛り上がっている。

　おまけにその頭はつるつるの禿はげ頭あたまで、眉まゆが太く、目が大きく、鼻も口も大きくて、幅広の下した顎あごに褐かつ色しよくの髭ひげをたくわえている。褐色の肌はだやエスニックな装束も相まって、まるきりアラビアンな大魔神のごとき風ふう貌ぼうである。

　今はにこにこと破顔しているが、確かにこの御ご仁じんが激情を爆ばく発はつさせたら、ヴィナ＝ルウでなくともこの世をはかなみたくなってしまうだろう。
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　俺は鉄鍋を保温用のかまどに設置してから、膝を折って一礼してみせた。

「ファの家の家人アスタと申します。本日はルウの家の女衆とともに、かまどを預からせていただきました」

「おうおう。何やら他の家とは趣の異なる愉快な晩餐を用意してくれたそうだな？　ギバの肉など腹に入ってしまえばみんな一いつ緒しよだが、話の種としては面おも白しろい！　楽しみにしておるぞ、ファの家のアスタ！」

「お気に召して頂ければ幸さいわいかと存じます」

　きわめて危なっかしい丁寧語で応対し、「では」と俺は立ち上がる。

　何せ俺は大衆食堂の見習い料理人であって、フレンチレストランのシェフでも割烹料理店の女将でもないのだ。客人に対する挨あい拶さつなど「らっしゃーい」ぐらいしか教わっていない。

　一緒に鍋を運んできたミーア・レイ＝ルウはそのまま客人と談笑を始め、俺は部屋の出口へと向かう。

　で、その際に残りの客人の姿も観察させていただいた。

　左右に並んだ席の上方に、それぞれ男女の見知らぬ顔がある。

　これがルティム家の跡取り息子と、その婚約者なのだろう。

　新郎の名は、たしか、ガズラン＝ルティム。

　実直そうな、大男だ。体格だけなら、ルウ家の長ちよう兄けいジザ＝ルウにも負けていないかもしれない。……というか、彼かれの隣にはそのジザ＝ルウ本人が控えているのだから、何というかもう圧巻という他なかった。

　それぞれの親おや父じ殿どのは巨漢に過すぎるが、その跡取りたる息子たちも、均整の取れた逞たくましい肉体と、次代の家長を担うに相応ふさわしい風格と圧力、静かな威い厳げんみたいなものを強く漂わせている。

　そのガズラン＝ルティムの顔立ちは、父親譲りで目も鼻も口も造作が大きく、肥えていない代わりに四角く骨ばった輪郭をしていて、そんなに男前とは言えないかもしれない。

　しかし、褐色の髪をさっぱりと切きり揃そろえて、色の濃こい碧へき眼がんを静かに光らせるその姿は、とても精せい悍かんかつ誠実そうでもあり、旦だん那なにするならこういう人が良さそうだよなあとか、俺は勝手なことを考えてしまった。

　一方の新婦さんは、アマ＝ミンとかいう名前だったと思う。

　ミンの家は、ルウ、ルティム、レイ、に続くルウの眷けん族ぞくでは中堅どころの家であり、ティト・ミン婆さんもその出身だという話だ。

　つまり女衆は嫁入りする際に元の姓を名前にひっつけ、その由来を示すのである。

　ティト＝ミンがルウ家に嫁入りすればティト・ミン＝ルウになり、この娘さんも七日後には、アマ＝ミンからアマ・ミン＝ルティムになる、という寸法だ。

　えーと……

　そんな講釈をされた際、心の中でこっそり「アイ・ファ＝ツルミか……」などと馬ば鹿かげた妄もう想そうをしてしまったことは、墓の中まで持っていきたい秘密である。

　それならまだしも「アスタ＝ファ」であろうし。何にせよ、実現する見込みのない妄想に励むなど徒労の極きわみだ。

　何はともあれ、新婦のアマ＝ミンである。

　こちらはもう細すぎず太すぎず、背の高さもほどほどで、健康状態は良好そうだし、すっきりと背筋も伸びていて、非常に育ちの良さそうな娘さんだった。

　黒褐色の髪は活動的にまとめあげられ、淡あわい碧眼には明るい光。清せい楚そで真ま面じ目めそうだが、ちっとも物もの怖おじしている様子もなく、静かに宴の始まりを待ちかまえている。

　年ねん齢れいなんて、俺とそう変わらないようなのに。これが婚儀を控えた女衆の落ち着きというものなのだろうか。同じく同世代であるレイナ＝ルウなんかが、ずいぶん子どもっぽく感じられてしまう。

　まあ、たかだか十七歳の半はん端ぱ者ものたる俺にしてみれば、年齢よりも落おち着つき払はらって見える娘さんより、無む邪じや気きで明るい女の子のほうが魅み力りよく的てきに見えてしまうし、さらに言うなら、普段はクールぶってるくせにやたらと直情的ですぐに人の足を蹴けってくる山やま猫ねこみたいな目つきをしている女の子のほうが――って、そんなことはいいですね、ハイ。

　何にせよ！　とてもお似合いの若人二人でありました。

　こんな二人の婚儀の前祝いを、おかしな勝負事の材料にしてしまうなんて、何だか気が引けてしまう。

　そして、そんな勝負事を持ちかけてきた当人は、奥おく方がたが言っていた通りに、ずいぶん不機嫌そうな面持ちでいらっしゃった。

　俺がお隣の御仁に挨拶したときも、まるであらぬ方向に視線を飛ばしていらっしゃったし、さっきからガバガバと果実酒をあおっていらっしゃる。

　あまり飲みすぎて料理の味がわからなくならないようにねと心の中で念じつつ、さらに歩を進めていくと、粘着質の視線がななめ下から絡みついてきた。

　ルウ家の次じ兄けい、ダルム＝ルウである。

　三日前の来訪の際には唯ゆい一いつ顔を合わせなかった御仁だ。

　ということは、もう二週間ぶりぐらいの再会ということになるが。相変わらず野生の狼おおかみのように凶きよう悪あくかつ引ひき締しまった風貌をしており、父親譲りの眼光をギラギラと輝かせている。

　そんなに物ぶつ騒そうな目つき顔つきをしていなければ、たぶんルウ家でも一番の男前であろうに。アイ＝ファとの経緯から、この若者にだけは心を許すことができない。

　だから俺は、ちょいとばっかり目に力を込めてにらみ返してやったのだが――そうすると、何な故ぜだか彼はふいっと不自然な感じに目をそらしてしまった。

　何だろうか。そのこわばった横顔からは、ひどく悔しげでふてくされたような表情しか伺えない。

　その横で待ちくたびれたように頬ほお杖づえをついている末まつ弟ていと、そっぽを向いている三姉をはさんで元気いっぱいに手を振ってくる末妹に会釈を返しつつ、俺は広間を出ようとした。

　そこに、もう一つの鍋とポイタンの皿を運んできたアイ＝ファ、ヴィナ＝ルウ、レイナ＝ルウたちがやってくる。

「おおお!?　何だそりゃあ？　そいつは本当に食い物なのか!?」というダン＝ルティムの驚きよう愕がくの声を背中で聞きつつ、俺はかまどの間へと戻もどった。

　すでに辺りは暗くなりかけていたが、玄げん関かん口ぐちから建物の裏手まではいくつもの燭しよく台だいが設置されているので、足もとに不安はない。

　やがてかまどの間にたどりついた俺は、決戦前の緊きん張ちよう感とともに、女衆の帰りを待った。

「悪いね、ついつい話しこんじまったよ。みんなあの焼いたポイタンには仰天してたよ？」

　元気なおっかさんとともに、全員が帰き還かんした。

　では、前ぜん哨しよう戦せんの始まりだ。

「色々ご意見もあるでしょうから、上座には俺が皿をお持ちしますよ」

　そう言って俺がメインディッシュの木皿に手を伸のばすと、ミーア・レイ＝ルウに「ねえ、あんた」と呼び止められた。

「本当に大丈夫なんだろうね？　どうもうちの家長はいよいよ不機嫌そうな顔になっちまってるし、あたしは何だか心配になってきちまったよ」

　いつも明るく朗ほがらかなその顔に、ちょっと怖こわいぐらいに真剣な表情が浮かんでいる。

　七人もの子を成して、家の仕事をきりもりしてきた母の威厳である。

　俺の母親も生きていればこれぐらいの年齢だよな、とか考えながら、俺は答えた。

「穏おん便びんに済ますなら、一いつ切さいルウの家に関かかわらない、という道しかありませんでした。それが嫌だから、ちょっと乱暴だけど俺は家長と喧けん嘩かすることにしたんです」

　ミーア・レイ＝ルウの顔が、驚き、呆あきれ――そして、笑った。

「わかったよ！　亭主の敵には回れないけど、あんたが殺されないように応おう援えんしてやるから、思う存分、喧嘩しなっ！」

　バシン、と背中を叩たたかれた。

　無む茶ちや苦く茶ちやに痛かったが、嬉うれしかった。

「では」と両手に皿を持ち、かまどの間を出る。

　すると、「待て。一人で勝手に行くな」と同じように皿を掲げたアイ＝ファが急ぎ足で追ってきた。

「あの大男たちが逆上したら何とするつもりだ？　自分の身を守る力もないくせに、勝手に動くな」

「いや、喧嘩っていっても殴り合いをするわけじゃないんだから」

「いきなり殴りかかられても大事はないと言うのだな？」

「……たぶん、死ぬかな」

「だったら」と、アイ＝ファが顔を寄せてくる。「私から離はなれるな」

　もしも来世があるならば、自分はお姫様役でもいいかもな、などと妄想できてしまうぐらい、アイ＝ファの顔は凛り々りしくて雄お々おしくて王子様みたいだった。

（ていうか、今が来世みたいなもんか）

　まんざらでもない第二の人生だ。

　そんな風に思えることを、本当に幸福だと思う。

「お待たせいたしました。これが最後の皿となります」

　アイ＝ファとともに、広間へと入室する。

　上座には、ドンダ＝ルウと、ダン＝ルティム。

　右手側には、ガズラン＝ルティム、ジザ＝ルウ、ダルム＝ルウ、ルド＝ルウ。それに、ララ＝ルウと、リミ＝ルウ。

　左手側には、アマ＝ミン、ティト・ミン＝ルウ、サティ・レイ＝ルウ。あとは空席に、かまど番の三名分。

　サティ・レイ＝ルウの背後では、ゆりかごの中でコタ＝ルウがあぶあぶとはしゃいでいる。

　その乳幼児を除いて合計十一対の目が、あるいは期待に輝き、あるいは不機嫌そうに、あるいは無感動に俺たちを出迎むかえる。

　それらの視線を満身にあびながら、俺とアイ＝ファは上座に向かった。

　俺は二人の家長に皿を捧ささげ、アイ＝ファはその跡取り息子たちに皿を捧げる。

　その中身に目を落とした瞬しゆん間かん――

　ドンダ＝ルウの双そう眸ぼうは激情に燃え、ダン＝ルティムは「何だこれはッ！」と怒号を爆発させた。
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「ギバの肉を焼いた料理です」

　幸いなことに、殴りかかられはしなかった。

　ただ、炎ほのおのような目でにらみすえられ、怒号を叩きつけられただけだ。

　静まりかえった大広間に、三名の女衆もやってきて、右の列から皿を並べていく。そちらのほうからも、ごく控えめにだが、ざわつきが感じられた。

　初顔のアマ＝ミンなどは「まあ」と目を丸くしている。

　ガズラン＝ルティムは、礼儀正しい無表情。

　何もおかしな料理を出したわけではない。それでもそんな風に人々をざわつかせることになってしまったのは――おそらく、その料理が一目で「胴体の肉を使っている」ということのわかる代物であったからなのだろう。

　ドンダ＝ルウは、ひたすらに両目を燃やしていた。

　ダン＝ルティムは、禿頭に太い血管を走らせつつ、分厚い唇くちびるをぷるぷると震ふるわせている。

「ドンダ＝ルウ！　これは一体どういうことなのだッ！　俺に説明してもらおうかッ！」

　その大きな口が、ついに二度目の怒号をほとばしらせた。

　ドンダ＝ルウは無言のまま、そちらをゆらりと振り返る。

「これは――このギバの肉は――ギバの胴体の肉ではないかッ！」

　やはりルティムの家においても、後ろ足以外を食する風習がないらしい。

　ミーア・レイ＝ルウが危惧していた通りの展開である。

「……どうやら、そのようだな」と、ドンダ＝ルウは底ごもる声で応じた。

　怒いかりすらも超越した、聞くだけで肝臓が縮みあがりそうな激情が、その重々しい声には満ちみちている。

「そのようだな、とは、どういうことだッ！　今日はルティムの長兄の婚儀の祝いなのだぞッ！　それでこんなムントの餌を差し出すとは、どういう了見だッ！　ルウとルティムはどの家よりも深く濃い血でつなぎ合わされた眷族であり……！」

「俺の知ったことではない」

　その声に込められた気き迫はくだけで、ダン＝ルティムは非難の声を飲み込むことになった。

　ぎょろりと大きなどんぐりまなこが、信じ難いものでも見るような目つきでドンダ＝ルウを見る。

「知ったことではない……とは、どういう意味なのだ、ドンダ＝ルウ？」

「俺は、ルウの家にとってもかけがえのない大事な宴うたげのかまどをまかせる、とそこの小こ僧ぞうに命じただけだ。後のことなど、知ったことではない」

　その言葉を聞くなり、ダン＝ルティムは猛烈な勢いで俺を振り返った。

　猛烈すぎて、ぶるんと頬の肉が揺れている。

「かまど番！　お前は、ルウの家長にかまどをまかされて――これがルティムの婚儀の前祝いと知りながら、こんなムントの餌を用意したのかッ！」

「ムントの餌ではありません。これは『ギバ肉のステーキ』です。各人に、スペアリブ、肩ロース、モモの三種をご用意しました」

　そんな説明をしている間に、ミーア・レイ＝ルウやヴィナ＝ルウたちは新しい皿を取りにかまどの間へと向かい、レイナ＝ルウはジバ＝ルウをお連れするために広間の奥おくの通路へと消えていった。

　さて――

　今、各人の前で湯気を立てている、その大皿の中身。

　宣言した通り、『ギバ肉のステーキ』である。

　そんなに噛み応えが大事ならば――という発想から考案したメニューだ。

　もちろんそれだけが理由ではないのだが、しかし、肉料理の定番と言えば、やはりこれだろう。

　ステーキであるから、何も変わった調理などしていない。ただひたすらに、焼き加減に気をつけたばかりである。

　モモは、その名の通り、モモ肉だ。

　肩ロースは、背中から肩にかけての肉。

　そして、スペアリブは――肋ろつ骨こつから外していないバラ肉、だ。

　どの皿に載せられたのも、みっしりと肉のついた、立派な骨つき肉である。

　だから余計に、後ろ足の肉と見間違うこともありえないだろう。

「こんな――こんなムントの餌を――」と、ダン・ルティムはまだ唇を震わせている。

　森辺の民たみならぬ俺にとっては、そのスペアリブこそが最高に美う味まそうに見えてしまう。

　もっとも、肩ロースとモモのステーキだって、スペアリブに劣るインパクトではない。厚さはおよそ二・五センチのボリューミーなサイズであるのだ。

　この分厚さを攻略するには、それ相応の苦労が必要だった。

　下ごしらえとしては、どの部位にもけっこうスジが多かったので、最初に切り込みを入れておく。なおかつモモ肉に関しては赤身が多く焼きあがりが固くなりすぎてしまう怖おそれがあるので、綺き麗れいに洗った土ど瓶びんで叩いて、少し繊維を潰つぶしておいた。

　あとは肉の片面に岩塩とピコの葉をまぶし、十分ほど時間を置いて、下ごしらえは終了だ。

　強火で温めた鉄鍋に脂あぶらを落とし、そいつが十分に回ったら、塩コショウならぬ塩ピコした面を下にして投入。

　焼き面がキツネ色に仕上がったら、鍋なべを弱火のかまどに移す。

　火加減によるが、およそ一、二分もすれば上面に赤い肉にく汁じゆうが浮いてくるので、そのタイミングで裏返す。

　で、ここまでは実家の『つるみ屋』のステーキ定食（８００円）の調理法であったのだが。相手は牛肉ならぬギバ肉だ。赤身を残すのは、ちと怖い。アイ＝ファからも「生焼けの肉など論外だ」と言われてしまった。

　ということで、普ふ段だんだったらこのまま弱火で続けて仕上げるのだが、ここで強火のかまどに戻すことにした。

　レアやミディアムではなくウェルダンに仕上げるなら、弱火のみでは時間がかかりすぎてしまうし、そんなに長い時間焼いていたら、ただでさえウェルダンでは不足しがちな肉汁がどんどん流出していってしまうのである。

　そんなわけで、裏面も強火で一気に加熱し、さらにそこから果実酒をぶちこんで、しばし蒸し焼きにすることで迅速に熱を通すという、ハンバーグと同じ手法をとる結果となった。

　そうしてアルコールがとんだタイミングで蓋ふたを開け、焼き面がキツネ色になったら、弱火に戻す。

　それで、すでに焼いてある表面に、今度は透明の肉汁が浮いてきたら、完成だ。

　作業工程は、これでよしとした。

　あとは、この工程で一番「活いきる」肉の厚さはどれぐらいか、という試行錯誤だけだった。

　肉が厚すぎると、けっきょく中に火を通すまで時間がかかるので、肉汁を失いパサパサになってしまう。

　かといって薄い肉では、普段からルウ家でも頻繁に食べているはずの焼肉料理と大差なくなってしまう。

　その試行錯誤の結果が、およそ二・五センチという厚さなのだった。

　ステーキとしては、まあそれなりの厚さであろう。

　ウェルダンだから相当に噛かみ応ごたえは増すだろうが、普段から固い干し肉をかじっている森辺の民には問題ない。それは、アイ＝ファが実証してくれた。

　厚さの限界に挑んだ、ギバ肉のステーキ。

　このメニューでもって、俺はドンダ＝ルウに挑いどむ決意を固めたわけだが――まずはその前に、ドンダ＝ルウよりも気性が荒あらいというルティムの家長を相手取らなくてはならないようだった。

「……ギバの胴体なんぞを喰くらうのは、腐肉喰らいのムントだけだッ！」

　あらためて、ダン＝ルティムがそう叫さけんだ。

「そうでもなければ、まともにギバを狩かることもできない、力のない氏族だけだッ！」

　叫びながら、ダン＝ルティムはアイ＝ファのほうに視線を移す。

「ファの家のアイ＝ファ！　お前は首からご大層なものをぶら下げているが、その角と牙きばは見せかけか!?　お前は十分な数のギバを狩っているというのに、わざわざムントの餌を横取りして生き永らえているというのか!?」

　ダン＝ルティムの肉づきの良すぎる顔に、かなり危険な表情がたちのぼっている。

　腰こしに刀を帯びていれば、間ま違ちがいなくその柄つかに指を伸ばしていたところだろう。

「いや、そんな酔狂な人間がいるはずはない。ということは、ルティムなどムントの餌を喰らっているのが相応だと、お前は我が家を愚ぐ弄ろうしているわけか……？」

「私やアスタに森辺の同胞たるルティムの家を愚弄する心づもりなどあろうはずもない。今少し頭を冷やしてはもらえぬかな、ルティムの家長よ」

　アイ＝ファのほうは、冷静そのものだった。

　その青い瞳は、むしろ普段よりも冷たく冴えわたっているかのように感じられる。

「そして、一つ問わせてもらいたい。もしかしたら、ギバの胴体をも喰らうというのは狩人にとって力の無さを意味していると、ルティムの家長らはそのように考えているのか？　だから胴体の肉を晩ばん餐さんに使われただけで、あなたがたはそのように激げつ昂こうしてしまうのだろうか？」

「今さら何を言っているのだ！　まともに狩人としての仕事を果たしていれば、ギバの肉など足だけで事足りる！　胴体の肉など喰らうのは、弱き狩人の証あかしに他ほかならぬであろうが!?」

「やはり、そうなのだな」

　ダン＝ルティムがヒートアップするにつれ、アイ＝ファの声こわ音ねはますます冷たくなっていく。

　ただ冷静というだけではない、鋼の刀身みたいな冷たさだ。

「それならば、ルウやルティムと我がファの家では、いささかならず作法や流儀が異なっていたということになる。そこまで考えを及およばせることができなかった点については、おわびの言葉を申し述べさせていただきたい。……ファの家は、もともとルウやルティムのように豊かで力のある氏族ではなかったのだ」

　怒いかれるダン＝ルティムの恐ろしげな顔を真まっ直すぐに見つめ返しつつ、アイ＝ファはそんな風に言葉を重ねた。

「たとえば――私の幼き頃ころ、父ギルが足を痛めて、狩かりの仕事もままならぬ時期が続くことがあった。牙と角は目減りして、ついには干し肉しか食するものがなくなった。そんな折に、私の仕掛けた拙い罠わなに子供のギバがかかっていたので、私は母メイとともに、その小さなギバを丸ごと家に持ち帰ることになったのだ」

　アイ＝ファの口から直接両親の話が出るのは、珍しいことだった。

　ちょっと息を飲む俺のかたわらで、アイ＝ファは静かだが力強い声で言葉をつむいでいく。

「その際に、母はギバの足だけではなく、背中の肉も切り取って焼いてくれた。ムントの餌を横取りして生き永らえるとは、つまりはそういう差し迫せまった生活を揶や揄ゆする言葉なのだな」

「……ああ、そうだ。飢うえた人間は、ギバの胴体や頭すら喰らう。それは、森辺の民には許されぬ弱さだッ！」

「了りよう承しようした。家族を飢えさせる寸前にまで追い詰めたあの頃の父は、確かに弱き狩人だった。あの時代に限って言えば、父ギルは狩人の名にも値あたいしない存在であったのだろう。それで父がどれほど苦しんでいたのかも、私は知っている。森辺の狩人にとって、弱さとは罪なのだ」

　叩きつけるように、アイ＝ファはそう言った。

　それから――実に思いがけないことをした。

　そのままダン＝ルティムのように激情を爆発させるかと思いきや、ふいに口もとをほころばせたのである。

「ただし、ギバの胴どう体たいを森に打ち捨てるのは、必要がないからそうしていただけであり、狩人としての仕事を十分に果たした上でそれを食する分には、恥はじにもなるまい。この肉は、祝いの日に相応しい美味い肉だから、それをふるまっただけのことなのだ、ルティムの家長よ」

「祝いの日に相応しい美味い肉、だと――？」

　さらに禿頭の巨漢が何かを叫びかけたとき、その息子が「父ダン＝ルティムよ」と落ち着いた声をあげた。

「何を出されようと、これはルウの家のふるまいです。それに唾することこそ、しきたりに反しましょう。ムントの餌だろうが、ギーズのはらわただろうが、かまど番がともに同じものを食する限り、その恵めぐみは享受せねばなりません」

「しかし、ガズランよ――ッ！」

「罪があるならば、それを問うのは食した後です」

　その声は、最初から最後まで完全に落ち着き払っていたが、その青い瞳は感情を隠したいかのようにずっと伏ふせられたままだった。

　そういえば、昔せき日じつのドンダ＝ルウも晩餐を食べ終えるまでは何ひとつ文句を述べようとしなかった。すべてを食べ終えた後に、ムントの餌だ魂たましいを腐くさらせる毒だとわめき始めたのだ。

　かまどを預けるのはその夜の生命いのちを預けることだ、と聞かされた。

　だから、預けた以上はどのような食事をふるまわれても、不平をはさまないのだろう。

　ただし、その食事が食べた者の生命や魂を汚よごす代物だったら――その時こそ、信しん頼らいを裏切ったかまど番の責を問うのだ。

　もしも妻となる人間の魂を汚されたら、この実直そうな青年はどう振ふる舞まうのか。そんな想像は、するだけ心臓に悪いだけだった。

「お待たせしたね……」と、そこで老婆のしわがれた声が響ひびく。

　あの夜と同じように、ジバ婆ばあさんがレイナ＝ルウに付き添われて大広間にやってきたのだ。

　まだタコ入道のように顔面を真っ赤にしているダン＝ルティムとその息子は右手で左ひだり肩かたをつかむような仕草とともに一礼し、アマ＝ミンは逆の手を逆の肩かたに添え、一礼する。

「それでは、宴を開始する。おのおの席につくがいい」

　ひたすらに重々しく、じっとりとした怒りのにじんだドンダ＝ルウの声が、そう告げた。
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「……森の恵みに感謝して……」と、さらにドンダ＝ルウの声が響く。

　宴といっても特別な挨拶はなく、まずは普ふ通つうに食事を始めるらしい。

「……火の番をつとめた、ミーア・レイ、ヴィナ、レイナ、アイ＝ファ、アスタに礼をほどこし、今こ宵よいの生命を得る……」

　みんな合唱しているが、ダン＝ルティムなどは、きっとはらわたが煮にえくりかえる思いなのだろう。どのような言葉を重ねても、この御仁の怒りは晴れないのだと思う。

　この肉には食べる価値がある、と認めてもらうには、やはり実際に食してその味を知ってもらう他あるまい。

　本日のメニューは、『ギバ・ステーキ』『ギバ・スープ』『焼きポイタン』である。

　ステーキは、モモ、リブ、肩ロースの三種。

　スープは肉をひかえめに。アリアをふくめて三種の野菜入り。

　ポイタンは、ここ数日のルウ家の食しよく卓たくにならって、三つの大皿に全員の分が山盛りにされている。お好み焼きというよりは、色の淡いホットケーキみたいな風ふ情ぜいだ。その一枚ずつが最低必要摂取量のポイタン二個で作られており、男衆はこれを二枚から四枚も食するという。

（さて――）

　各人の反応は気になったが、まずは自分でも味を確かめなくてはならない。

　俺おれはまずスペアリブに手を伸ばすことにした。

　ルウ家から借りた焼き料理用の金串を刺し、逆の手で骨のほうも支えながら、まだ十分に温かい肉にかぶりつく。

　ウェルダンなので、肉汁はかなり少ない。

　脂も、だいぶ抜ぬけてしまっている。

　しかし、リブはもともと脂の層が重なった部位なので、これだけ焼いてもまだまだジューシーだ。ブタ肉ではお馴な染じみのバラ肉を、薄切りにせず塊かたまりのまま食するわけだから、なんとも暴力的な味わいである。

　脂あぶら身みは柔やわらかく、肉質はやや固め。それを同時に頬張れば、ほどよい食感で噛み応えも心ここ地ち好よい。

　ポークリブや沖縄のソーキなどが大好物である俺には、たまらない味だった。

　これはいい出来だ、と納なつ得とくする。

　焼きポイタンで舌を休めて、お次は、肩ロース。

　これまた存分に脂ののった部位である。

　ただし、骨つきリブとは異なりずっしりとした肉の塊なので、噛み応えはかなり強い。

　しかも、厚さは二・五センチだ。

　咀嚼すると、まろやかな旨うまみが口の中に広がっていく。

　こちらも焼いていく過程であれだけ肉汁が流れていったのに、脂がまんべんなく網羅されているので全然パサついていない。

　肉！　まさに肉！　という感じだ。

　ちょっと胃弱な方だったら、辟へき易えきしてしまうぐらいだろう。

　だけど俺は、美味いと思う――若干、顎あごのほうがくたびれてきてしまったが。

　その後は、ミーア・レイ＝ルウが注いでくれた『ギバ・スープ』を堪能した。

　このスープには、彼かの女じよが選定してくれた「ティノ」と「プラ」なる食材が追加されている。

　すでに試食で頂いているが、「ティノ」はレタスで作られたバラのような形をした野菜で、ちょっとした青くささはあるがまあほとんど味のしない、食感を楽しむのが主体の野菜であるようだった。

　その食感は、レタスよりもキャベツに近い。煮るとクタクタになるが、その分スープがしみこんで、なかなかに美味い。少なくとも、タマネギモドキのアリアに劣る味わいではない。

　いっぽう「プラ」というのは、かなり苦味の強い野菜だった。

　形状は何だか肉厚のイチョウみたいな感じで、大きさもそれぐらい。色は、濃厚な緑。

　最初はちょっとどうだろうと思ったが、こうして実際に食事の中で味わってみると、「苦味」というのが他にない味だったので、なかなか有効なアクセントになっていた。

　歯触りは、煮込んでもそんなには柔らかくならず。そこそこ薄切りにしているのに、ぷちりぷちりと弾だん力りよくがある。

　かなり新鮮な味わいで、俺の知っている食材にたとえるなら、ピーマンあたりのポジションになるのかもしれない。

　何はともあれ、確実に『ギバ・スープ』の味は向上していた。

　数種の野菜を入れたことによって、スープの味わいもだいぶん深くなったと思う。

　しかし、このスープのもともとの風味、ギバ肉の出だ汁しにそぐわない野菜を投入していたら、絶対に味は損なわれていたはずだ。

　やはり、「食」に関心の薄い異世界なれど、母の力は偉大である。これは完全に、ミーア・レイ＝ルウの功績だ。

　さて――これで、あらかたのメニューは味わった。

　残りはついに、「モモ肉」である。

　俺にとって、こいつはなかなかの難敵であるのだ。

　しかし、とにかく、食べねば始まらない。

　勇を鼓して、俺はその肉塊にかぶりつこうとした。

　その瞬間――その声が、響いた。

「な……何なのだ、これはッ！」

　完全に抑制を失った声である。

　絶叫しているのは、ダン＝ルティムだった。

　スペアリブを手づかみでつかんだ状態で、硬こう直ちよくしてしまっている。

　大きな口の周りが、脂でぬらぬらだ。

「おいッ！　お前ッ！　この肉はいったい何なのだッ!?」

　その大きく見開かれた目が、下座の俺をにらみすえる。

　はて、寸評は食べ終わってからじゃなかったのかしらんと思いつつ、俺は「ですから、ギバのあばら肉です」と答えてみせた。

　さらに「その肉がどうかされましたか？」と問うたのは、ちょっと意地悪だっただろうか。

「う……」と、ぬらぬらの唇が震えだす。

「……美味いッ！」

　ほとんど咆ほう哮こうのような声で叫び、がぶりと肉にかぶりつく。

　骨までかじりとってしまいそうな勢いだ。

「美味いッ！　この肉は美味いッ！　何故だ？　どうしてギバのあばら肉などが……こんなものは、ムントの餌えさであるはずなのに！」

「ムントの餌なんかではありません。俺の国にもギバとよく似た動物がいましたけど、全身くまなく調理されておりましたよ？」

「し、しかし、ギバの胴体など、臭くてとうてい食べられないはず……！」

「それは、適切なさばき方をご存じなかったからです。……というか、さばき方など習得する必要がなかったのでしょう。森辺の民は、食用のためにのみギバを狩っているわけではないのですから」

　こんな食事中に解説することになるとは思っていなかったが、まあ、顎も疲れていたことだし、ちょうどいいかと思っておくことにする。

「ギバは、毎日五十頭を仕留めても数の減らない、恐おそろしい害獣と聞きました。西の王国の田畑を守るため、森辺の民は生命をかけてギバを狩り続けた――そうすると、どうしたって食肉としては余よ剰じよう分ぶんが出てしまいますよね。だから森辺の民は、さばくのが面めん倒どうで臭においも残りやすい胴体の肉をムントの餌として森に打ち捨てることにした。それ自体はごく自然な成り行きだったのかもしれませんが……でも、ギバは全身くまなく美お味いしいんです。俺はそれを皆さんに知ってほしくて、あえてこの料理を提供することにしました」

　ダン＝ルティムは、まるで夢遊病者のようにぽけっとした表情で俺の言葉を聞きながら、がつがつと肉を喰らっていた。

　その隣となりで、ドンダ＝ルウは俺の声など聞こえていないかのように黙々と肉を噛みちぎっている。

　その他の皆さまは、人それぞれである。

　リミ＝ルウなんかはぱくぱくと食欲を満たしながら俺の姿に見入っているし、ジザ＝ルウなんかはたぶん俺と家長の姿をこっそり見比べている。目が細いので確証はもてないのだけれども。

　ジバ婆さんに付き添ったレイナ＝ルウはやっぱり熱心に俺のことを見つめており、奥おく様さまがたはダン＝ルティムの驚愕など知らぬげににこやかに食事を進めている。

　その中で、特筆すべきは、ガズラン＝ルティムとアマ＝ミンだった。

　お二人も黙然と食事を進めつつ、ただ時々ちらりと視線を見交わして、にこりとひそやかに微笑ほほえみあったりして、ああもうお幸しあわせそうで何よりですねという雰ふん囲い気きである。

　そして、アイ＝ファは――

　アイ＝ファは肉をかじりつつ、じっとドンダ＝ルウの様子をうかがっていた。

「……ルティム家の家長、ダン＝ルティム。モモ肉のほうも召し上がっていただけましたか？」

　こんな静かな中ひとりで喋しやべっていては馬ば鹿かみたいなので、俺は自分から話を振ってみることにした。

「食べている。これも美味い」と、ルティムの家長はこくりとうなずく。

　つるつる頭で太鼓腹で、何だかでっかい赤ちゃんみたいだなと俺は内心でこっそりつぶやいた。

「そのモモ肉が臭くさくないのも、同じことです。ギバは、血ち抜ぬきという処理で大部分の臭みを取ることができるんです。だから、モモ肉だけでも美味しい料理を作ることは可能ですが、今日は他の部位の美味しさも知ってほしかったんです」

「美味い！　こっちのほうが美味い！　俺はこの骨つきのやつが一番好きだ！　でも、足の肉も美味いッ！」

　食べる前とは別人のような有り様である。

　素す直なおすぎて、ちょっとこっちが恥はずかしくなってきてしまう。

「男手が少なくて、巨きよ大だいなギバを持ち帰ることが困難ならば、足しか持ち帰らないというのもしかたのないことです。だけど、このルウの家みたいに毛皮を剥ぐために毎回ギバを持ち帰っているのに、足しか残さず後はムントの餌にしてしまう、というのが、俺にはとても勿体ないことに感じられてしまったんですね」

「俺の家だって持ち帰っているぞ！　俺は――俺たちは、こんな美味いものをムントにくれてやっていたということか……ッ！」

　うーん。

　素直さの度が過ぎて、やりづらい。

「ですからね、ギバを捕らえた時に血抜きという処理をして、皮を剥いだ後に適切な手順で解体すれば、誰だれでもこれぐらい美味しい肉を食べることができるんです。それは、決して難しいことじゃありません。何せ、この青二才でもこれぐらいのことができるんですから、やろうと思えば誰だって……」

「そんな手間をかける必要がどこにある？」

　と――

　ついに、ドンダ＝ルウが口を開いた。

　なんと、この短時間ですべての肉を喰らい尽つくしてしまったらしい。

　俺なんて、まだリブとロースを一口二口かじっただけなのに。

「ギバの生命を取りいれるのに、そんな手間など無用だ。狩人かりうどが生きるのに、そんな余計な仕事はいらん」

　それは、ひどく静かな声だった。

　この男にも、そんな静かに語ることができたのか、と驚くほどに――

　見れば、家人も全員驚おどろきの表情になってしまっている。

　リミ＝ルウやルド＝ルウなんかはそれでも熱心に口を動かしていたが、ほとんどの者は、その手を止めてしまっていた。

　それぐらい、これは異常なことなのだ。

　と、いうことは――

　ここが、俺の正念場だ。

「……ただ生きるだけなら、そうでしょう」

　背中に、じっとりと汗あせが浮うかんでくる。

　今回は、料理の味だけでは足りないのだ。

　この男に満足と納得を与あたえるには、「言葉」も必要なのである。

　はっきり言って、一介の見習い料理人には荷の重い仕事だ。

　だけど俺は、やりきらなければならない。

　今、俺の隣で静かに瞳ひとみを燃やしているアイ＝ファのためにも。

「食べて寝ねるだけの生活なら、野生の動物と同じ――とは、言いません。森辺の民は、ただ食べて寝ているわけではありませんからね。生きるために仕事をして、家族でおたがいを支え合いながら、そこに幸せを見み出いだして、生きている。俺の生まれた国とは全然違う生活ではありますけど、それでも、根本的に大きな差はない……と思うんです」

「ふん。何を長々とくっちゃべっているのだ、小僧？　その手先よりも器用に動き回る舌先で、家族だけではなく俺までをもたぶらかそうというつもりか？」

「俺の舌先はそこまで器用じゃありませんよ。正直言って、さっきからもういっぱいいっぱいです。それに、ご家族をたぶらかしたつもりもありません」

　と、俺はその場にいる全員に視線を巡めぐらせてみる。

　ルウの家の十二人の家族たち。

　ルティム家の二人と、ミン家の娘むすめ。

　そして、アイ＝ファ。

　アイ＝ファ以外のほとんどの人間が、いったい何が始まるのかと困こん惑わくの表情を浮かべている。

　今から始まるのは、喧けん嘩かだ。

　そして謝罪と、相そう互ご理解だ。

　俺は、そう思っている。

「俺はご家族をたぶらかしたんじゃありません。ただ、美味しいものを食べて幸せな気持ちになってほしかっただけなんです。最初の目的はジバ＝ルウだけでしたが、リミ＝ルウも俺の料理を美味しいとほめてくれたので、だったらルウ家の全員に美味しいものを食べさせてやろう――なんて、驕おごった気持ちになってしまっていたんだと思います」

「…………」

「その結果、たくさんの人たちから祝福してもらえることができました。それは、とても嬉うれしかったです。だけど……その反面、俺は、賞賛をいただけなかった人たちを逆恨みしてしまいました。特に、ドンダ＝ルウ、俺の料理を悪あし様ざまに罵ったあなたのことを、俺は激しく恨んでしまいました。だから本当は、あなたを見返すために、俺はもう一度かまどを預からせてほしいと願い出たんです」

「そんなこたあ、百も承知だ。今さらくどくどと言われるまでもねえな」

「いいえ。それでもくどくどと言わせてもらいます。ほとんど同じ言葉になってしまいますが、今度こそ本心から言うことができるんです」

　そう言って、俺はあぐらから膝ひざを正し、三日前と同じように深々と頭を下げた。

「未熟な料理人たる俺は、ルウの家の家長ドンダ＝ルウに、狩人の魂を腐らせる毒にもなりかねない料理を食べさせてしまいました。それをあらためて、おわびさせてください」
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「……これはどういう茶番なんだ？」とドンダ＝ルウの低い声が響く。

「茶番ではありません。三日前にも同じような言葉を述べましたが、今日はあのとき以上に、本心からこの言葉を述べさせてもらっているんです」

　俺は顔をあげ、正座のまま、ドンダ＝ルウと相対する。

「俺の料理は、狩人にとって毒にもなりかねないものでした。それを教えてくれたのは、ルウ家の長ちよう兄けいジザ＝ルウです」

　ぎょっとしたようにジザ＝ルウがこちらを振り返る。

　こんな御ご仁じんを驚かすことができるなんて、俺もなかなかのものじゃないかと思う。

「たぶん、ジザ＝ルウが言っていた通りなんです。俺が作ったあの夜の料理は、きっと狩人にとっての『毒』……というのは言い過ぎでしょうから、やっぱり『毒にもなりかねない食事』だったんです」

「待て、アスタ。貴方あなたは何を言っているのだ？　俺が貴方に、何を言ったと？」

「言ったじゃないですか。こんな柔らかい肉ばかりを食べていたら、歯が弱ってポロポロ抜け落ちてしまいそうだと。それはたぶん、本当のことなんです」

「ええっ！　それじゃあリミもジバ婆みたいに歯がなくなっちゃうの!?」

　木皿を両手で抱かかえたまま硬直してしまうリミ＝ルウに、俺は優やさしく笑いかけてやる。

「いや。一回や二回食べたぐらいじゃ、どうにもならないよ。百回や二百回食べてもどうにもならないかもしれない。ひょっとしたら、千回や二千回でも大だい丈じよう夫ぶかもしれないな」

「何だ！　じゃあ全然大丈夫じゃん！　よかったぁ……」

　こちらもたいそう素直な感じで、リミ＝ルウはほーっと息をつく。

　やはり、壮年のおじさまと七、八歳さいの女の子には、それぞれ相応な振る舞いがある、ということだ。

　ちなみにその幼児退行のケが見られる禿頭のおじさまは、肉をかじりながら、ふんふんと熱心に俺の話にうなずいている。……『ギバ・バーグ』を知らないこの御仁には、もはや関かかわりのない話題に移行してしまっているはずであるのだが。

　ともあれ、今はリミ＝ルウであった。

「うん。何も心配する必要はないよ。……でも、リミ＝ルウは三日前に、なんて言ってたっけ？　朝でも夜でもハンバーグを食べて、今までの食事なんてもういらない、とか言ってなかったかい？」

「うん！　だって、はんばーぐは美味しいんだもん！」

　俺は、ちらりとドンダ＝ルウを見た。

　ルウ家の家長は、燃える双そう眸ぼうで静かに俺をにらみすえている。

　……その隣でふんふんうなずいているおじさまがなかなかに鬱陶しい。

「それは駄だ目めなんだよ、リミ＝ルウ。毎日毎日、朝から晩までハンバーグなんて食べていたら、本当に歯が弱くなってしまう可能性があるからね。仮にリミ＝ルウが大丈夫でも、リミ＝ルウの子どもが歯の弱い子どもになってしまうかもしれない。その子どももまたハンバーグを食べ続けていたら、次に生まれてくる赤ちゃんは、もっと歯の弱い人間になってしまうかもしれない。……俺の国の人間は、そうやってどんどん歯や噛む力が弱くなっていった一族なんです」

　うろ覚えの知識に、少しばかりのペテンも交えて。

　俺は真摯に、語り続ける。

「ここで告白させていただきますが、本日のこの肉料理は、俺にとっての失敗作なんです。……何せ俺には、この料理がまともに食べられないのですから」

　みんな、きょとんと目を丸くしていた。

　ルウ家の、ルド＝ルウを除く男衆以外は。

「このような肉は、固くてとても食べられません。あばら肉は会心の出来だと思いますし、脂の多い肩の肉もまあ何とか食べられますが、モモ肉なんかは本当にしんどいです。俺にはこの半分ぐらいの薄さがちょうどいいですね」

「嘘うそだあっ！　足の肉だってすっごくむぎゅむぎゅしてるけど、全然固くないよ！　リミ、このお肉も大好き！」

「だったら、俺の分まで食べてくれないかな？　まだ口をつけてないから。……本当に俺には、無理なんだ」

　視線を戻もどすと、まだドンダ＝ルウは無表情で黙だまりこんでいた。

　ここが最初の踏ふん張りどころだ。

「俺は、そういう一族の出自なんです。とうてい狩人にはなれない人間なんです。たとえば、俺の国にも肉体を酷使する仕事に従事する人間がいて、えーと――擬似戦争、とでも言いますかね。剣や盾を使わずに、棒と球を使って力比べ、技比べをする競技があって、それで勝利をおさめることを生業なりわいにしている男たちがいるのです」

　ニュアンスだけでも伝わっていれば幸いだ。

　俺としては、「プロ野球選手」を説明しているつもりである。

「その棒や球を操あやつるときに、男たちは全力を振り絞ります。すると中には、そうして奥歯を噛みしめることによって、歯がボロボロになってしまう人間もいるらしいのですね。そういった人々は、口の中に適度な固さをもった詰め物をふくんで、歯の代わりにそれを噛みしめるらしいです」

　それは、マウスピースのことである。

　実際のところは、よくわからない。知ったかぶりの親おや父じが、そんな話を聞いたことがある、と嘯うそぶいていたのを覚えていただけだ。

　だから歯ってのは本当に大事なんだぞ。たとえば野球選手だけじゃなく、ボクシングの選手なんてのはな――と、話はさらに広がった。

　ゆえに、俺も話を広げる。

「――また、もっと直接的に、拳こぶしで殴りあう競技も存在します。その人々も歯を守るために詰め物をしているのですが、それとはまた別の話で、詰め物をしているかしていないかで拳の破壊力が全然違ってくる、なんて話も聞いたことがあるんですよ。手加減なしにぎゅっと噛みしめられるものを口にふくんでいるほうが、普段よりも強い力が発揮できるそうです」

　一同は控ひかえめに食事を続けながら、困惑した顔で俺の話に聞き入っている。

　その中で、やはりドンダ＝ルウは不動の無表情だ。

「そんなわけで、『噛む』という行こう為いと『力を振り絞る』という行為には、それぐらい強い関わりがあるのです。実際のところ、歯の固さそのものは食べるものの栄養価によって変わっていくと思うので、歯が弱くなるという言葉は妥当ではないかもしれません。でも、柔らかいものばかりを食べていたら、確実に歯を支える土台や、噛む力、顎の力が弱まっていってしまうでしょう。それで俺は、考えなおしたわけですよ。ドンダ＝ルウとジザ＝ルウが仰おつしやっていた言葉の意味を。――これは狩人の魂を腐らせる毒だ、こんなものを食べていては歯が弱って抜け落ちそうだ、という言葉の意味を」

「…………」

「もちろんドンダ＝ルウたちもそこまでややこしいことを考えた上でそんな発言をしたわけではないでしょうし、そもそも女衆のララ＝ルウだってあんなに柔らかい肉は嫌いやだと言っていたのですから、単に好みの問題だったのかもしれません。だけど、俺はこんな風にも考えました。――それじゃあ、もしもドンダ＝ルウたちが、リミ＝ルウたちのように大絶賛で俺の料理を受うけ容いれてくれていたら、一体どうなっていたんだろう、と」

　ここからは、うろ覚えでもペテンでもない。

　俺の、本心だ。

　まじりけのない、俺の真情だ。

　半月前のあの夜にも、俺はそこまで考えを巡らせてから、ルウ家の人々に食事をふるまうべきであったのだ。

「俺の料理には、森辺に存在しない技術が使われていました。そのおかげで、大半の人たちは俺の料理をすごいと言ってくれました。だけど、もしも全員がそんな風に、この料理を無条件で認めてしまっていたら――それこそ毎日毎日ハンバーグばかりを食べるようになっていたかもしれない。それを考えたら、俺はぞっとしてしまったんです」

　その考えは、ずいぶん前から芽生えていた。

　アイ＝ファが、ハンバーグに固執していたからだ。

　それはとても嬉しいことであると同時に、やっぱり俺を不安にさせる出来事でもあった。

　ハンバーグ以外にも毎日固い干し肉をかじっているのだから、そうそう顎の力が退化してしまうことなど、ありえないだろう。

　それでもやっぱり、ハンバーグだけに固執するのは、よくないことだ。

　万が一にも、そんな食生活の変化によって、アイ＝ファの生命力が損なわれてしまったら――俺は自分で自分をくびり殺したくなってしまう。その考えを、ルウ家の人々にもあてはめたのだ。

　俺のような異世界人とひょんなことから関わってしまったルウ家の人々にも、伝えねばならない、と強く思った。

　そうして三日前には、あの光景を目にすることになった。

　雄お々おしく、猛たけ々だけしく、ギバを狩るために森へと向かう男たち――あの、野蛮な生命力に満ちみちた姿を見たとき、俺の中の気持ちはさらなる確信を得ることができたのである。

　俺の料理は、この世界の人々にとって毒にもなりうるのだ、と。

「これは俺の国の話じゃありませんけど、酒というものの存在を知らなかった一族に酒を与えたら、その大半が酒なしでは生きていけないようになってしまった、なんて怖こわい話も聞いたことがあります。俺の料理にそこまでの力があるわけはないだろうとも思いますが、それでも俺は怖くなってしまったんです。俺の料理が人々に悪い影響を与えてしまうかもしれない、ということに」

　みんなに伝わっているだろうか。

　分不相応の長広舌も、そろそろクライマックスだ。

「だから俺は、俺の知る知識を伝えたいと思いました。柔らかい肉ばかりを食べるのは歯や顎の力を弱める危険性がある、ということと、ギバの胴体はムントの餌なんかじゃなく、ちょっとした手間をかければこんなに美味しく食べられる食材だ、ということ。それらを踏まえた上で、美味しいものを食べる幸福感を味わってほしかったんです」

　見ると、いつのまにやら食事を終えたアイ＝ファは、ドンダ＝ルウではなく俺のほうに視線を向けていた。

　何だか、すごく柔らかい光をたたえた目で。

「それで、そろそろ種明かししますけど、今日の料理で俺が実際に自分の手で作ったのは、ジバ＝ルウが召し上がっているハンバーグだけなんです」

「なにぃっ！」と叫さけんだのは、ダン＝ルティムである。

　他の人々も、ごく数名を除いてざわざわとざわめいている。

「ポイタンはレイナ＝ルウが、鍋なべはミーア・レイ＝ルウが、そして肉料理はヴィナ＝ルウが中心になって作りました。俺は、作り方を指導しただけです。いくつかはまあ焦こがしちゃいましたけど、肉は余分に持ってきていたので、問題はありませんでした。出で来き栄ばえのほうも問題はなかったと思います」

　ものすごい勢いで視線が行き交ったが、最終的にその多くはヴィナ＝ルウのもとに留とどまった。

　それはいずれも賞賛の念がこもった視線であったのに、何な故ぜかヴィナ＝ルウは長い前まえ髪がみで表情を隠かくして、俺のことをにらみつけているような気がした。

「これは肉を焼くだけの単純な料理です。かまどの火加減と理想的な肉の厚さをつきとめるのにずいぶん時間はかかってしまいましたが、一度答えがわかってしまえば、あとはそれを伝えるだけです。ハンバーグほどの手間はいりません。これなら、他ほかの仕事をさほど犠ぎ牲せいにすることなく、毎日の食卓を飾ることもできるのではないでしょうか」

　ふっ――と、何ど処こからか優しい視線を感じた気がした。

　しかし、本来視線などというものに物理的な干渉力はない。だからそれも、俺の一方的な思い込みに過ぎないのかもしれなかったが――

　ドンダ＝ルウのかたわらに控えたジバ婆ばあさんが、じっと俺を見つめている気がした。

　そのジバ婆さんと、ドンダ＝ルウと、その場にいるすべての人々に向けて、俺は最後の言葉を投げかける。

「俺としては、狩人の一族たる森辺の民たみに相応ふさわしい献こん立だてを考案したつもりです。そしてそれは、俺なんかがいなくても家族が協力しあえば作り上げることができる料理なんです。これでいっそうルウ家の絆きずなが深まれば、こんな得体の知れない余よ所そ者ものの俺が森辺にやってきたことも、毒ではなく薬になりうるかもしれない――そんなことを考えながら、この十日ばかりはひたすら美味い肉の焼き方を勉強していました」

　俺は、膝をそろえて一礼した。

「料理人の出だす料理としては、自分でまともに味を確かく認にんすることもできない言語道断の失敗作かもしれませんが、家族で食べる家庭料理としては大成功なのではないかと自負しています。この料理がみなさんにとっての薬となれば嬉しいです。――大事な宴うたげの最中に長々と失礼いたしました。どうぞお食事をお続けください」







エピローグ







　そしてその夜は、再びルウの集落の空き家で過ごすことになった。

　客人の三名は別の家、ルティムの家と縁えんの深いドンダ＝ルウの甥おいの家に泊まっていくらしい。

　が、現在はまだルウの本家で宴の真っ最中である。

　食事の後は、未み婚こんの女衆を除くルウ家の人々と客人の三名とで酒盛りが始まってしまったのだ。

　俺とアイ＝ファは晩ばん餐さんの後片付けをしたのちに、リミ＝ルウと合流してジバ婆さんの寝しん所じよで少し語らい、それからようやくこの空き家に腰こしを落ち着けることができた。

　腰を落ち着けるなり、俺は敷しき布ふの上で大の字になりながら、「ふわー！」と大声をあげてみせる。

「肉は固いし大演説させられるし、口が疲れる一日だったなあ！　今夜はもう一言も喋る気になれないよ！」

「…………」

「だったら大声で独り言をわめくな！　……とか、言わないのか？」

　ぐりんと首を回転してアイ＝ファの様子をうかがうと、我わが女主人は壁かべぎわで片かた膝ひざあぐらをかいて何やら神妙な面おも持もちになってしまっていた。

「どうしたんだよ？　ドンダ＝ルウがけっきょく感想を口にしなかったから心配してんのか？」

「…………」

「大丈夫だろ！　納得がいかないならあの場で言うだろうし。そもそもルティム家の人たちがあれだけ満足そうにしてたんだから、眷けん族ぞくそろってファの家を絶ぜつ縁えんする、なんて話には絶対なりっこないさ」

「……そのようなことを考えていたわけではない」

　会食の場やジバ婆さんの寝所ではずいぶん穏おだやかな目つきをしていたのに、何だか今はその度が過ぎて、打ち沈んでいるようにすら見えてしまう。

　俺にとっては、一番見ていられない姿だ。

「何だよ？　それじゃあ何を考えてるんだ？　一人で思いつめてないで、何でも言ってみろ」

　と、俺はにじにじと這い寄っていく。

　これまたいつもだったら「気色の悪い動きをするなっ！」とかましてくるところなのに、ノーリアクションである。

　これでは俺が馬鹿みたいだ。

　まあ馬鹿なんだが。

「アスタよ、お前は――」

「うん？」

「お前は、この森辺を去るつもりなのか？」

　アイ＝ファは、唐突にそんなことを言いだした。

　俺は、心の底からびっくりしてしまう。

「何でいきなりそんなことを言うんだ？　心当たりがまったくないんだが」

「あの宴で長々と喋っていたお前は、何だか皆に別れの言葉を述べているように見えるときがあった。自分がいなくなる前に、せめて毒ではなく薬を残していきたいと――そんな風に言っているように見えたのだ」

　獣じゆう脂し蝋ろう燭そくに半面を照らされたアイ＝ファの顔が、ゆっくりと俺を見る。

「違ちがうのか？」

「違う。……けどまあ、おんなじことなのかな？」

　寝そべったままでは格好がつかないので、俺おれもアイ＝ファの正面にあぐらをかくことにした。

「俺の本心は、前々からお前にも話していた通りだよ。意味もわからず放りこまれた世界だけど、そこにも人間の生活があるなら、いい形で関わりたい。害になるよりは、お役に立ちたい。今の真情を正直に述べただけだ」

「…………」

「だけどまあ、これも以前から言ってる通りでさ。意味もわからず放りこまれたなら、意味もわからず引ひき戻されるかもしれない。引き戻されたら、たぶん俺は丸焼けのぺしゃんこだ。だったら、いつそうなっても悔いのないように生きていたい。……そういう気持ちがこぼれちゃったのかな？　よくわからんけど」

「……お前はいつでもそのようなことを考えながら暮らしているのか？」

「いやいやまさか！　それじゃあ精神がもたないよ！　でも、忘れられるような話でもないから、時々そういう気持ちがひょっこり出てきちまうだけさ」

　アイ＝ファは、いくぶん陰かげろった瞳で俺を見つめながら、少しだけ首を傾かしげた。

「……私は、考えていなかった」

「ん？」

「お前がいつか不意に消えていなくなるかもしれない、などとは考えたこともなかった」

　アイ＝ファの言葉は、とても静かだった。

　無感動だとか、無感情だとか、そういうんでもなく――たたひたすらに、静かだった。

「……そりゃあ、そもそもお前には俺が異世界人であるっていう実感もないわけだしな。そんなひょいひょい人間が消えたり現れたりなんて想像つかないだろ？　ていうか、そんな想像は俺にだってできないし」

「…………」

「ま、そんな言語道断な超自然現象でも勃発しない限りは、勝手にどこかに行ったりはしないって！　むしろお前に見捨てられないように戦々恐々さ、こっちは。……だから、もしもいきなり俺がいなくなるようなことになったら、そいつは確実に神様だか悪魔だかのしわざだから、そのときは俺の冥めい福ふくでも祈いのってやってくれ」

「い」の形に、アイ＝ファの口が動きかけた。

　しかし、その続きを聞くことはできなかった。

　何な故ぜなら、家の扉とびらが外からノックされたからである。

　トン、トン、と二回。

　アイ＝ファはゆらりと立ち上がり、扉の前に立った。

「何者か？」

「……ルウ家の家長ドンダ＝ルウだ」

　来た。

　大ボスがみずから乗りこんできやがった。

　まあそんな可能性も少なからずありえるかもしれないとは思っていたが、いざ実現してみると、やっぱりびっくりだ。

　アイ＝ファは無言でかんぬきを外し、扉を開く。

　ぬうっ――と黒くて巨大な影が、大型の肉にく食しよく獣じゆうのように室内へとすべりこんできた。

　そうして、「邪じや魔まするぜ」と履はき物ものを脱ぬぎ始める。

　とりあえず、その腰に刀を帯びていないことだけは、事前に確認させていただいた。

　ただ、刀の代わりに果実酒の土ど瓶びんを左手にぶら下げている。

　友好的に会見を求めてきた――という解釈でいいのだろうか、これは。

　のしのしと俺の前までやってきて、燭しよく台だいの近くの窓辺にその巨体を沈める。

　そのぎょろりとした目が、面おも白しろくもなさそうに室内を睥へい睨げいした。

「酒も飲まずにこんな夜よ更ふけまで何をしてやがったんだ、貴様たちは？」

「いや、そろそろ寝ようかと思っていたところではありますけどね」

「ふん」と蓋ふたをかじりとり、一口だけ果実酒をあおる。

　今の今まで酒盛りをしていたはずなのに、本当にうわばみなのだな、この親父さんは。

　その顔は、まあもともと凶きよう悪あくな面相をしているので何とも判別し難いが、これといって大きな感情を浮かばせてはいない。

　野獣のような双眸も、炯けい々けいと油断なく輝いてはいるが、この男がこれ以上眼光を弱めることはきっとないのだろう。

　普ふ段だんに比べれば、格段に穏やかなご様子だ。

　が、しかし、いささかならず距きよ離りが近い。

　いつも上座でふんぞりかえっているこの大男に、同じ燭台に照らされるぐらいの距離でどっしりと座られてしまうと、それだけでもう圧力が半端ではないのだ。

　かんぬきを掛けなおしたアイ＝ファは、俺とドンダ＝ルウと正三角形を描く位置に腰を下ろした。

　膝をつきあわせる、という表現にぴったりの距離感である。

　ドンダ＝ルウは、果実酒の瓶びんをアイ＝ファの鼻先に突つきつけて、「飲め」と言った。

「飲んで、誓え。……今この場では、一いつ切さいの虚言を吐かぬ、とな」

　アイ＝ファは無言で、ためらいもなく果実酒を口にした。

　けっこう豪快に、ぐびりと咽喉のどを鳴らしながら。

　そして、その瓶を俺に差しだしてくる。

　まあ、未成年がどうとか言える雰囲気でもない。俺はむせないように気をつけながら瓶をかたむけて、ぺろりと舌先だけでその果実酒を味わった。

　ああ、すっぱ甘あまい。

「……小こ僧ぞう、貴様は何を企たくらんでいやがるんだ？」

　そうしてドンダ＝ルウは、語り始めた。

「どうして貴様が何の縁も恩もないルウの家の絆がどうとかほざきやがるんだ？　貴様は、何を企んでいる？」

　たとえ穏やかでも、静かでも、元がギバの化け身しんの如ごとき大男である。その目は薄うす闇やみでギラギラと輝かがやき、その巨体からは自然に圧あつ迫ぱく感がにじみでている。

　何も企んではおりません――と、言いたいところだが。企んでないことはないんだよなと思いなおす。

　虚言は禁ずるとのことであるのだから、ここは素直に話すのが最善であろう。

「企むというか何というか、俺が考えていたのは一つだけです。あなたを納なつ得とくさせたかったんですよ、ドンダ＝ルウ」

「……納得だと？」

「はい。たとえ俺がどんな料理を作っても、それは一夜限りのことです。俺はファの家のかまど番ですし、ルウの家だってそんなしょっちゅう俺なんかにかまどを預けるわけにはいかないでしょう。でも、そうしたら――たった一夜だけ美味い食事を振る舞われることに、あなたが価値や意味を見出すことができるのか、だんだんとそういうことが疑問に感じられるようになっていったんです」

　今夜のうちにまた長広舌を強いられるとは思っていなかった。

　だけど、これが今日の目的であるのだから、しかたがない。

「たとえば俺が、無む茶ちや苦く茶ちやに手の込んだ、無茶苦茶に美味い料理を作れたとして、それであなたは満足や安息を得られますか？　俺が料理屋の店主であなたが客だったら、それで済む話かもしれませんが。俺は、食事に美味いも不ま味ずいもない、と豪語している人間の家にわざわざ乗りこんで料理を振る舞おうと企んだんです。それじゃあただ美味い食事を提供したところで、無茶苦茶に美味かった、だけどそれがどうしたと一刀両断されればもうおしまいだな、と考えました」

「…………」

「だけどあなたは、ルウ家の家長だ。美味い食事を食べることが、家族みんなで共有できる喜びでありえたなら――それがあやしげな余所者の料理じゃなく、家族の手で作られた家族のための料理でありえたなら――そしてあなた自身もその食事を美味いと感じられたなら、そのとき初めてあなたの心は今まで以上の満足と安息を得られるのかな、と考えたんです」

「…………」

「だからまあ、ああやって三種類の肉を用意したのもその一環ですね。ステーキとハンバーグだけだと、中にはハンバーグのほうが美味しい、という判断をする人もいるでしょうから。それだとけっきょくハンバーグを食べられなくて不満、という層ができあがってしまう。だったら三種の肉とハンバーグの四よつ巴どもえにしてしまえ、とか思ったんです。そうすれば、ジバ＝ルウやあなたがおっしゃっていた『何が正しいか、何が美味しいかなんて人それぞれ』という言葉も実感しやすいでしょうしね」

「何のために……そんなことをして、いったい貴様に何の得があるってんだ？　貴様はそんなことのために、自分と主人の生命いのちをかけたってのか？」

　底ごもる声で、ドンダ＝ルウはそう言った。

　俺は、溜ため息いきをついてみせる。

「絶縁がどうのとか言いだしたのはあなたじゃないですか。俺やアイ＝ファはあなたが考えていた以上に負けず嫌きらいだったってだけですよ。……俺たちがジバ＝ルウの説得にすら耳を貸さないもんだから、あなたもさぞかし肝きもが冷えたでしょうね。このままじゃあリミ＝ルウたちに嫌われちゃうって」

　ぴくりと、ドンダ＝ルウの膝が動いた。

　それだけで俺は生命の危険を感じるほどだったが、その件に関してだけは腹に据えかねていたので、かまわず続けさせていただいた。

「あなたの本心がどうだったかは知らないし聞くつもりもありませんが、あまり気安く家族との絆を危険にさらさないでくださいよ。ルティムの家とか持ちだして話を大きくすれば、俺たちが尻尾を巻いて逃にげ帰るとでも思ったんですか？　これで俺たちが下手を打って、ファの家を絶縁することになって、それでリミ＝ルウや他のご家族との関係に亀き裂れつでも入ったら一大事じゃないですか？　俺みたいな余所者を大事に扱えとは主張できないですけど、ちょっとした思いつきや意地悪や嫌がらせのために家族との絆を犠牲にするなんて、馬ば鹿かげてますよ」

「小僧、貴様……」

「俺やアイ＝ファの存在が気に食わないなら、それはそれでかまいません。でも、リミ＝ルウやジバ＝ルウがこのアイ＝ファのことを家族のように慕っている、という事実だけは忘れないであげてください。……あなたが本当にルウの家長であるならば」

　俺は俺なりに、自分で正しいと思えることを言っているつもりだ。

　もしもそこにほんの少しでも迷いや気後れがあったなら――たぶん、小便をもらすか泣きわめくかして、地べたに頭をこすりつけていただろう。

　それぐらい、ドンダ＝ルウの瞳は強く、激しく、今までの静けさをかなぐり捨てて、野獣のように燃え始めていた。

　あの、三日前に見た、森に向かう狩人かりうどの、戦士の眼光だ。

「俺には――まだまだ森辺のことがよくわかっていません」

　その眼光に魂たましいを炙あぶられながら、半ば無意識に俺は言葉をつむいでいく。

「あなたたちは、俺のよく知っている人間たちとは、あまりにかけ離はなれているから……本当の意味では、これから先も理解や共感はできないのかもしれません。だけど、それでも、毒ではなく、薬でありたい。そう思ったのは本心です。そして俺には、料理を作ることしか取り柄がないから……そんな自分を殺さないまま、この森辺で生きたかったんです」

　アイ＝ファは、どうしているだろう。

　たぶん、ドンダ＝ルウに劣おとらずその瞳を燃やしているのだろうが――俺は目の前の大男から目をそらすことができない。

「あとはもう、さっき述べた通りです。家庭の料理に料理人なんて必要ない。あなたが求めているのは料理人の料理ではない。あなたの心が本当の満足を得られるのは、家族と幸福をわかちあえるときだけだ――俺の出したこの結論が間ま違ちがっていたのなら、ご家族からいただいたこの祝福の首くび飾かざりは、ルウの家にお返しいたします」

　ゆらり――と、黒い影が立ち上がった。

　すかさずアイ＝ファが、俺とその影の間に割って入ってくる。

「……もう一度問う。どうして貴様はそのようなもののために、己おのれの生命すら懸けるのだ？」

　怒いかりのあまりか無機質にすら感じられるぐらい感情の抜け落ちた声こわ音ねが、地鳴りのように響ひびきわたる。

「それは俺が料理人だからです。あなたが狩人であるように、俺は料理人なんです。……まあ、半人前の未熟者ですけどね」

　精一杯の軽口で、俺はそんな風に応じてみせた。

　無限とも思えるような数秒間が過ぎ去って――

　やがて、ドンダ＝ルウは俺たちに背を向けた。

「俺は狩人だ。貴様のような人間の考えることは理解できない」

　感情のないままの声でつぶやき、玄げん関かん口ぐちへと足を向ける。

　そして、履物は履かずに右みぎ腕うででひっつかみ、扉からかんぬきを外しつつ、ぽつりとつぶやく。

「……理解できないと言えば、ルティムの馬ば鹿か親父から伝言があった」

「え？」

「七日後に行われる婚こん儀ぎのかまど番を、貴様なんぞに頼みたいんだとよ。……そんな寝言を抜ぬかす男が家長じゃあ、もうルティムの家も先が長くないかもしれねえな」

　開いた口が、ふさがらなかった。

　あのおっさん、本当に何を考えているのだろう？

　茫然としている俺の足もとに、ころんと何かが転がった。

　ドンダ＝ルウが、玄関口から何かを放りつけてきたのだ。

　それは――白くて、とても雄々しく反りかえった、一本ずつの角と牙きばだった。

「祝福だ」と言い捨てて、ドンダ＝ルウの巨体が闇やみに消えていく。

「……何とか一件落着、かな？」
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　俺はそいつを拾いあげて、片方をアイ＝ファに手渡してやった。

　情けないことに、ちょっと指先が震ふるえてしまっている。

　アイ＝ファは無言でそれを受け取り、かんぬきを掛けるためにまた立っていった。

「ああ……何年分か寿命が縮まったよ、本当に」

　その姿を目で追いながら、俺はぐったりと壁にもたれかかった。

　今さらのように、冷ひや汗あせが噴きだしてくる。

　だけど、何とか――俺は、俺の喧けん嘩かを終わらせることができたようだった。

　俺の我わが儘ままから始まってしまった、一世一代の大喧嘩を。

「だけど、結婚式のかまど番ってのはどういう冗談だ？　いくら何でも責任が重すぎるだろ！　こればっかりは、何としてでもお断りしないとなあ」

　アイ＝ファは答えず、かんぬきを掛かけて戻ってくる。

　何だかもうずいぶん長いこと沈ちん黙もくを保っているではないか。

　というか、ドンダ＝ルウがいる間、一言として口をきいていない気がする。

　不審の目を向ける俺のもとへと、アイ＝ファはよどみのない足取りで戻ってきた。

　そして――俺の前に、ぺたりと座すわりこむ。

　その桜色をした唇くちびるが、また「い」の形をゆっくり作った。

「……いやだ」

「な、なに？」

「お前がいなくなるのは、嫌だ」

　その声は静かなまま、大きくもならず。

　その山やま猫ねこみたいな瞳ひとみからも、涙なみだが流れたりはしなかった。

　その指が俺に触れることもなく。

　その肩かたが震えたりすることもなく。

　アイ＝ファはただ、いつまでも静かに俺の目を見つめ続けるばかりだった。







食前酒　～狩人の道～
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　アイ＝ファの父ギル＝ファは、狩人としての生をまっとうし、森に朽くちることになった。

　アイ＝ファがようやく十五歳になった、その翌月のことである。




　ギル＝ファはとても強い力を持った男衆だったので、誰だれよりも立派に狩人としての仕事を果たしていた。

　そんなギル＝ファは、アイ＝ファの誇ほこりであった。

　そんなギル＝ファを、アイ＝ファは失うことになってしまった。

　むろん、狩人が森に朽ちるのは当然のことだ。森に朽ちず、老いてなお生き永らえる男衆など、この森もり辺べにはほとんど存在しない。だから、誰よりもたくさんのギバを狩かり、そうして最後にはギバの角に突き殺されることになったギル＝ファの生は、一から十まで完全に正しかったのだとアイ＝ファは信じている。

　だけどそれでも、アイ＝ファの心は悲しみにふさがれてしまっていた。

　アイ＝ファはたった一人の家族を失ってしまったのだ。

　母親はもっと早くに亡なくしてしまっていたし、ファの家には分家も眷族もない。この数十年間でファの血筋はどんどんと細っていき、そして今日ついにアイ＝ファ一人を残して完全に絶えてしまったのだった。

（私はこれからどのように生きていくべきなのだろう）

　月明かりの差し込む暗い家の中、父親の遺のこした狩人の衣にくるまりながら、アイ＝ファは力なく壁にもたれて、自分の両膝を抱かかえこんでいた。

　小さな子供みたいだなと父親に笑われたこともある座り方である。

　そんな風に笑ってくれる父親も、もういない。

　ギバの毛皮でこしらえた狩人の衣と、使いこまれた大刀と小刀、それに狩人の誇りたる牙と角の首飾りだけを持ち帰り、ギル＝ファの亡なき骸がらは森に埋うめてきた。

　ギル＝ファの魂は、森に還かえったのだ。

　これからは、先人たちの魂とともに、アイ＝ファを見守ってくれるのだろう。

　それこそが森辺の狩人としての正しい生であり死であるのだから、必要以上に嘆き悲しむことは許されない。

　それではこの胸に満ちた悲しみは、森辺の民として正しい悲しみであるのかどうか、そのようなことすらまだわからないほど、アイ＝ファは若かった。

（あともう少しだけでも、父ギルに狩人としての手ほどきをしてもらいたかった。……そんな風に考えてしまう私には、狩人として生きていくことなど許されないのだろうか）

　床ゆかに置かれた首飾りと刀の革かわ鞘さやに手を触れる。

　父親の遺したこれらのものを引き継ぐ資格が自分にあるのか、それがアイ＝ファにはわからない。

　アイ＝ファの首には、父から贈られた三本の牙と角の首飾りが掛けられている。

　狩りの道具として与あたえられたのは、小刀が一本のみだ。

　アイ＝ファは森の奥おく深くに入ることが許される十三歳になると同時に、狩人の仕事を手伝っていた。罠わなの仕掛け方や、ギバのねぐらの探し方、気配の殺し方、危険な『ギバ寄せの実』の扱あつかい方――狩人として生きる手管は、すでに一通り学んでいるのだ。

　だけどまだ、ギル＝ファに一人前の狩人として認められたわけではなかった。

　女衆であるアイ＝ファが狩人として生きるにはまだまだ鍛たん錬れんが必要であると言われていたし、アイ＝ファ自身もそのように考えていた。

　だけどいずれアイ＝ファがその力を身につけたら、アイ＝ファ自身の手で狩かったギバを家まで持ち帰り、近隣の女衆に頼たのんで狩人の衣をこしらえてもらおう――ギル＝ファはそのように言ってくれてもいたのだった。

　あともう一歩だったのだ。

　あともうほんの少しで、アイ＝ファは誰に恥はじることもない狩人としての力と技を身につけることができていたはずだった。
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　アイ＝ファはいっそう強く、自分の両膝を抱だきすくめる。

　家族も眷族もいない自分が、この先たった一人で狩人として生きていくことなどできるのか。

　その行いが、森辺においては正しいことであるのか。

　その答えが、見つからない。

（母メイは、私に女衆として生きることを望んでいた。父ギルは、私が狩人の仕事を手伝うことを喜んでくれていた。……私の進むべき道は、どちらなのだ？）

　脳のう裏りに、老いし友ジバ＝ルウの優やさしげな顔が浮うかんでくる。

　あんたはあんたが正しいと思える道を進めばいいと思うよ――自分は狩人になりたいのだと打ち明けたとき、ジバ＝ルウはそんな風に言ってくれていた。

　しかし今は、何が正しいのか、自分がどうしたいのか、何もかもがあやふやになってしまっている。

（私は、どうしたら――）

　出口のない迷宮にでもさまよいこんでしまった心ここ地ちで、アイ＝ファは膝頭に顔をうずめる。

　そのとき――奇き妙みような音色が、闇の中に響きわたった。

　みしりみしりと、何かが軋きしむような音色である。

（何だ、この音は？）

　普段だったらすぐさま立ち上がり、音の出処を探し回るところであろう。

　しかし、この夜のアイ＝ファはそのような気力を振り絞ることさえできなかった。

　腕うでや足に、力がこもらない。心も弱りきってしまっている。わずか数時間前に父親を亡くしたばかりのアイ＝ファは、まだ悲しみの泥沼に心身をからめとられたままだった。

（ギバが集落にまで下りてきたのか？　森は父ギルばかりでなく私の魂までをも召そうとしているのだろうか）

　もちろんギバが人里まで下りてきたとしても、好きこのんで頑がん丈じような家の壁に角を突きたてることなどありえないのだが、アイ＝ファにはそんな放ほう埒らつな想念を振りはらうことすらできなくなっていた。

　そして――ギバの襲しゆう撃げきと同じぐらいありえないことが起きた。

　広間の奥にある部屋の戸が、いきなり乱暴に引き開けられたのだ。

　物置として使われているその部屋には、外に通ずる出入口などない。なおかつ家に戻もどってきたときは、すべての部屋に異常がないことを確かめてから、玄げん関かんの戸にかんぬきを掛けている。

　そうであるにも拘かかわらず、部屋の戸が内側から引き開けられたのだ。

　そこから姿を現したのは、燭台を掲げた大おお柄がらな男――狩人の装束に身を包んだ、森辺の若い男衆だった。

「よお、お邪魔するぜえ、ファの家のアイ＝ファ……」

　変に間延びした、耳に障る声。

　見覚えのない男衆だった。

　狩人の衣を纏まとい、胸むなもとには牙と角の首飾り、腰には立派な刀を下げた、アイ＝ファよりは少しだけ年長に見えるぐらいの若者である。

「だ……誰だお前は？　いったいどのようにしてこの家の中に入ってきたのだ？」

「俺はスン家の長ちよう兄けいディガ＝スンだ。スンの本家の、長兄だぜえ？」

　スン家とは、森辺の族長筋たる氏族だった。

　その本家の長兄ということは、いずれ族長になる身分であるということだ。

「お前に用事があったからよお。ちょいと不調法だけど、窓からお邪魔させていただいたのさあ」

　窓には、木の格子が嵌はまっているはずである。

　それではさきほどの奇怪な音色は、その格子を破壊している音であったのか。

　アイ＝ファは、怒おこるよりもまず呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「馬鹿な……家に傷をつけるのはもちろん、家人に断りなく他家に足を踏ふみ込むことだって、森辺においては強い禁きん忌きであろう。お前はいったい何を考えているのだ？」

「俺が考えているのは、お前のことだけさあ」

　下側から燭台に照らされている若者――ディガ＝スンののっぺりとした顔が、醜悪きわまりない笑えみを浮かべる。

　それでようやくアイ＝ファは自分の危地を悟ったが、それでは遅かった。アイ＝ファが床に転がった刀の柄つかをつかむより早く、ディガ＝スンは笑い声をあげながら覆いかぶさってきた。

　その乱暴な所作で燭台の火が消え、ディガ＝スンの大きな身体からだが黒い影かげと化す。

　黒い影は、火の消えた燭台を放り捨て、両腕でアイ＝ファの身体を押さえつけてきた。

「聞いたぜえ、アイ＝ファ。たった一人の家族である父親がくたばっちまったんだってなあ。それでお前は、この先どうやって生きていくつもりなんだよお……？」

「そのようなこと、お前などに関係はあるまい！」

　アイ＝ファはもがいたが、両方の手首をディガ＝スンの太い指先に捕らえられてしまった。

　毛皮の敷かれた床に組み伏せられ、腰の上に乗られてしまう。どんなに身をよじっても、その重たい身体はびくともしなかった。

　十五歳の女衆としてはけっこう背も高く、過か酷こくな狩人の仕事によって全身を鍛きたえぬかれているアイ＝ファではあるが、それにしても体格に違いがありすぎたのだ。

　アイ＝ファに馬乗りになった体勢で、ディガ＝スンは囁ささやくように言った。

「関係はあるさあ。なあ、アイ＝ファ、俺はお前をスン家の家人に迎むかえてやろうと思ってるんだよお」

「スン家の家人だと？」

「ああ、そうさあ。何せ俺は次代の族長だからなあ。さすがにファの家みたいにちっぽけな氏族の女衆を嫁よめとして迎えることはできねえけど、ただの家人だったら誰も文句は言わねえさあ。自力で生きていく力を失った氏族は、そうやって大きな氏族を頼るしか生き延びる道がねえんだろお？」

「…………」

「ファの氏を捨てて、スンの家人になれよお。そうしたら、この俺が一生お前の面めん倒どうを見てやるぜえ？」

　青白い月明かりに照らしだされるその顔は、おぞましい喜悦の表情で舌なめずりをしていた。

　胸の奥に激情の脈動を感じながら、アイ＝ファはその顔をにらみ返す。

「……スン家は狩人としての仕事もまともに果たさず、石の都から得た褒賞の銅貨で遊び暮らしているという風聞がある。それは、真実なのか？」

　アイ＝ファの言葉に、ディガ＝スンはにたりと口もとをねじ曲げた。

「真実が知りたいなら、スン家の家人になればいいのさあ。お前だって、族長筋の家人になれば好き放題に生きていけるんだぜえ？」

「……お前はそれでも、森辺の民たみか！」

　叫さけびざまに、アイ＝ファは右膝をディガ＝スンの背中に叩たたきつけた。

　腰の上に乗られてしまっているのだから、ろくに力は入れられない。が、不意打ちをくらったディガ＝スンは、大きく前方に上体を泳がせることになった。

　その顔面に、アイ＝ファはおもいきり頭突きをくらわせる。

　血がしぶき、ディガ＝スンは「うぎあっ！」と悲鳴をあげた。

　鼻の骨が折れたのだろう。ディガ＝スンはアイ＝ファの上から崩れ落ち、両手で顔面を押さえてのたうち回った。

「男衆と生まれながら狩人としての仕事も果たさず、禁忌を犯おかしてまで女衆を襲うとは――お前に森辺の民を名乗る資格はない！」

「うひいっ！」とディガ＝スンは一声叫ぶや、玄関のほうに逃げ始めた。

　かんぬきを外し、戸板を開けて外界にまろび出る。アイ＝ファは父の形見たる大刀をひっつかみ、「待て！」と、その後を追った。

　得体の知れない怒りが、アイ＝ファの身体に満ちている。

　父を失った悲しみが、そのまま怒りに転化したかのようだった。

（どうして――！）

　どうして父親のように立派な狩人が死に、このような下げ衆すがおめおめと生きのびているのか。

　どうして森は、そのように理り不ふ尽じんな運命を民にもたらすのか。

　青白く凍いてついた月の下、傷ついた獣のように逃げまどうディガ＝スンの背中を追いながら、気づくとアイ＝ファは怒りの咆ほう哮こうをほとばしらせていた。

「逃げるな卑ひ怯きよう者ものめ！　その罪に対たいする罰ばつを受けよ！」

「ひいいいいっ!!」

　刀が重いせいで、アイ＝ファもなかなかディガ＝スンに追いつくことができなかった。

　しかし、平坦な土の地面を踏み越えてラントの川べりの岩場に差しかかったあたりで、ディガ＝スンは足をもつらせて転倒した。

　そうして地面にへたりこみ、ぜいぜいとあえぎながらアイ＝ファのほうに向きなおる。

　その顔は恐きよう怖ふに引き歪ゆがみ、血と涙でぐしゃぐしゃになっていた。

「ま、待て！　俺が悪かった！　頼むから許してくれえっ！」

「お前は本当に族長筋の人間……いや、本当に森辺の民なのか？」

　ほんの少しだけ息を切らしつつ、アイ＝ファは大刀を両腕で持ち上げる。

　ずしりと重い、鋼の刀だ。

　アイ＝ファがその革鞘に指先をかけるのを見て、ディガ＝スンはいっそう惑乱した声をあげた。

「ぞ、族長筋の人間に刀を向ける気か!?　そんなことが許されると思うのか!?　俺を殺したら、お前だってスン家に粛清されちまうんだぞ、アイ＝ファ！」

「ふざけるな！　族長筋であろうとも、掟おきてを破ったからには罰を受ける他ほかない」

「お、俺が何をしたっていうんだよ!?　俺はまだ何もしていないじゃないか！　罪もない人間を殺あやめることこそが、何よりも強い禁忌なんじゃないのか!?」

「……そうか。確かに私は何もされていない。ただ床に寝転がされただけでは、その生命までをも要求することはかなわぬかもしれんな」

　アイ＝ファは冷たく言い放ちながら、じゃりっとディガ＝スンのほうに詰め寄る。

「しかしお前は、家人の許しもなく家の中に足を踏み入れた。その罪をあがなうには足の指を差し出すべし、という掟があったはずだ」

「ひやああっ！」と女のように甲高い悲鳴をあげながら、ディガ＝スンは固い岩場に這いつくばった。

「頼む！　許してくれえ！　俺はお前をスン家に招きたかっただけなんだ！　お前のように美しい女衆を放っておけなかっただけなんだよお！」

「うつけ者め……」

　怒りに声を震わせながら、しかしアイ＝ファは急速に自分の心が冷えきっていくのを感じていた。

　この刀は、ギバを狩るための刀だ。父ギル＝ファが遺してくれた、大事な狩人の刀だ。それをこのように下衆な人間の血で汚よごしてしまうなんて、途方もなく馬鹿げたことであるように思えてきてしまった。

「……斬る価値もない人間というのはお前のような男のことをいうのかな、スン家のディガ＝スンよ」

　ディガ＝スンはのろのろと顔をあげた。

　鼻が曲がって血まみれになったその顔には、アイ＝ファの逡巡を読み取ったかのように卑屈な笑みがこびりついていた。

「そうだよ、俺おれを斬ったってお前の父親が生き返るわけじゃねえだろお？　悪いことは言わないから、俺と一いつ緒しよにスンの家に……」

　アイ＝ファは革鞘に包まれたままの刀で、ディガ＝スンの横っ面をおもいきり殴打してやった。

　弱々しいうめき声の尾を引きながら、ディガ＝スンの大きな身体がどぶんとラントの川に沈む。

「な、何をしやがるんだ！　この偏へん屈くつ者の暴力女め！　スン家に逆らってただで済むとでも……！」

　下流に流されていくディガ＝スンの声を背中ではね返し、アイ＝ファはもと来た道を戻り始めた。

　そうして裸足はだしで岩場を踏みしめながら、その手の刀をぎゅっと抱きすくめる。

　父の遺した重い刀は、アイ＝ファに何も伝えてはくれなかった。
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　その数刻前。

　ルウの本家の広間においては、ずっと幼子のぐしゅぐしゅという泣き声が響きわたっていた。

　家族が集まっての、晩ばん餐さんの最中である。普段であればそれなりに笑い声の絶えない団だん欒らんの場で、本日はそんな悲しげな泣き声しか聞くことができなかった。

　泣いているのは、末の娘むすめのリミ＝ルウである。

　六歳になったばかりのリミ＝ルウは、白く濁った鍋なべをすすり、薄うすく切りわけられたギバの足肉をかじりながら、さっきからずっとべそをかき続けていた。その一日の生命を得る大事な晩餐をおろそかにはできないため、ぐしゅぐしゅと泣きながら懸命に食事を続けているのだった。

「おい――いい加減にしろよ、リミ？」

　地鳴りを思わせる父親の声に、その泣き声が一いつ瞬しゆんだけ止まる。

　が、すぐにまた鼻をすする音と、こらえきれない嗚お咽えつの声、そして食事をもぐもぐと咀そ嚼しやくする音が広間にじんわりとひろがり始めてしまう。

「おい！　いい加減にしろってのが聞こえねえのか!?」

　ついに父親――ルウ家の家長ドンダ＝ルウの怒ど声せいが爆ばく発はつする。

　リミ＝ルウはびくりと身体をすくめて父親のほうを見返したが、そのすべすべとした頬ほおを流れ落ちる涙はいっこうに止まる気配もなかった。

「だって……だって、ギル＝ファが死んじゃったんだよ……？　ギル＝ファはまだあんなに若くて、あんなに強かったのに……」

「どんなに若くとも、どんなに強くとも、狩人としての仕事を果たしていれば、いつ森に朽ちてもおかしくはない。その死を悼むのは間違った行いではないが、度を過ぎれば狩人の誇りを汚すことにもなりうるだろう」

　そんな風に応じたのは、家長ではなく長兄のジザ＝ルウだった。

　糸のように細い目でリミ＝ルウを見つめたまま、ジザ＝ルウはその太い首を少しだけ傾かしげる。

「だいたい、そのギル＝ファというのは何者なのだ？　そのような名の氏族は聞いたこともないのだが」

「そいつはリミやジバ婆ばあが縁えんを結んでたアイ＝ファって女衆の親おや父じだよ。……まあ俺も名前しか聞いたことはないけどさ」

　末まつ弟ていのルド＝ルウが、肉をかじりながら隣となりの次じ兄けいを振り返る。

「ダルム兄は、その親父のほうだけ見たことがあるんだっけ？　去年からは、ダルム兄が親父のお供で家長会議に出向いてるんだもんな」

「ああ。あれはおかしな男衆だった」

　さして関心もなさそうに、ダルム＝ルウは果実酒をあおる。

「家長会議に供をさせる家族もないくせに、胸にはやたらと牙と角をぶら下げているのだ。外見的におかしなところはなかったが、うさんくさい男だった」

「うさんくさくないよ！　ギル＝ファはそれぐらい力のある狩人だったんだよ！」

　大きな声でわめいてから、リミ＝ルウはまたぽろぽろと涙を流し始める。

「それなのに、ギバに殺されちゃうなんて……これじゃあアイ＝ファはひとりぼっちになっちゃうよ……」

「そのファという家には、父と娘しかいなかったのか？　しかしそれなら、その娘も眷けん族ぞくの家に嫁よめ入いりするか、あるいは家人となる他あるまい」

　至し極ごく冷静にジザ＝ルウが応じると、リミ＝ルウは赤茶けた髪かみを揺ゆらしてぷるぷると首を振った。

「ファの家には眷族もないんだよ……アイ＝ファはどうなっちゃうんだろう……」

「眷族がない？　家族も眷族もいなければ、そのギル＝ファという男衆はどのようにしてギバを狩っていたのだ？　どれほど力のある狩人でも、たった一人ではまともな収しゆう穫かくをあげることなど不可能だろう」

　その質問に答える者はいなかった。

　しばしの沈黙の後、次兄のダルム＝ルウが不ふ機き嫌げんそうに「だから、うさんくさい男だと言ったのだ」と、つぶやく。

「うさんくさくないってば！　アイ＝ファが十三歳になってからは、ずっと狩人の仕事を手伝っていたんだもん！　この二年間は、一人じゃなくって二人だったんだよ！」

「何？　女衆が、なぜ狩人の仕事など手伝うのだ？」

「それは……」と、リミ＝ルウは少し言いよどむ。

「……アイ＝ファはもともと狩人になりたがってたから、自然にギル＝ファを手伝うようになってただけだよ……」

「女衆が、狩人に？」

　それまでお行儀よく成り行きを見守っていた女衆らも、それで驚おどろきの声をあげることになった。

　アイ＝ファの正しい素す性じようを知る者は、リミ＝ルウと最長老のジバ＝ルウしかいない。そのジバ＝ルウは先月に病で臥ふせり、広間に出てくるのも辛いぐらいの容態になってしまったので、今はティト・ミン＝ルウの付き添いで寝しん所じよにこもったままだった。

「呆あきれた話だな。普ふ通つうは家族も眷族も絶えてしまったなら、娘ともども他の家の家人となるしかない。それでファの氏を失うことになっても、生命には替えられまい」

「そーだよな。あげくの果てに、娘に狩人の仕事を手伝わせるなんてよ！　本当にわけがわかんねーよな」

「だから！　アイ＝ファは自分から狩人の仕事を手伝ってたんだって言ってんじゃん！　アイ＝ファやギル＝ファを悪く言わないでよ、ルドのばかっ！」

「うるせーな。八つ当たりすんなよ、ちびリミ」

「ルドだってちびじゃん！　ちびルド！　ちびルドのばかっ！」

　ルド＝ルウは頬をふくらませて何か言い返そうとしたようだが、小さな妹の泣き顔を見ているうちに、自分もちょっと悲しそうな顔になってしまった。

「……まあ、それでけっきょく親父のほうが死んじまったっていうんなら、そのアイ＝ファってやつも他の家を頼るしかなくなるだろ。どこか近場の家に嫁入りでもしてさ、普通に女衆として生きていけば、親父の分まで長生きできるんじゃねーの？」

「そうだな。森辺の民としては、それが正しい姿だろう」

　ジザ＝ルウのそんな言葉が、この問答の終了の合図となった。

　その後はリミ＝ルウもしょんぼりしたまま食事を再開し、ドンダ＝ルウは――けっきょく最初に怒声をあげたばかりで、何も言葉を発しようとはしなかった。

　その誰よりも激しく燃える青い双そう眸ぼうがいつになく物思わしげな光をたたえていることに気づく家族は、一人として存在しなかった。
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「アイ＝ファ、いったいどうしたの!?」

　驚きの声をあげたのは、ファの家の近所に居をかまえるラン家の娘、サリス＝ランだった。

　他の氏族の人間とは縁の薄いアイ＝ファにとっては、数少ない友人の一人である。

「見ての通りだ。壊された窓の格子を修理している」

　木材に鋸のこぎりの刃を入れながら、アイ＝ファはぶっきらぼうに言葉を返した。

　時刻は、夜明けと中天のちょうど真ん中あたりである。いつもの通りに薪まきと香こう草そうを集める仕事を終えたアイ＝ファは、昨晩ディガ＝スンに壊されてしまった格子の修理に励はげんでいるところだった。

　狩人の衣や大刀は、家の中に大事にしまってある。サリス＝ランと同様に、女衆としての装束だけを纏った身軽な姿だ。そんなアイ＝ファのもとに、サリス＝ランは心配げな面おも持もちで駆かけ寄よってきた。

「ひどい……いったいどうしたらこんな風に壊れてしまうのかしら？　まるで狩人の刀か何かを差し込んで、無理に格子をへし折ってしまったみたいな有り様ね？」

「まさしくその通りの蛮行に及およんだのだろう。余計な仕事を増やしてくれるものだ」

　父親を亡くしたばかりのアイ＝ファが普ふ段だん通りの様子を見せていることに安あん堵どしたのか、サリス＝ランはそのほっそりとした面に微び笑しようを浮かべかけた。

　が、すぐにまた眉まゆを曇らせてしまう。

「本当にそんなひどいことをする人間がいたの？　いったいどういうつもりでそんな真ま似ねをしたのかしら？」

「さてな。どういうつもりであろうとも、このような真似は許されない。だから、足の指を切る代わりに、ラントの川に叩きこんでやった」

「まあ……まさか、町の人間でも忍しのびこんできたの？」

　サリス＝ランはいくぶん顔色を失いながら、両手の指をもみしぼる。

　アイ＝ファは木材を切る手を休めて、幼おさな馴な染じみの心配げな顔を見つめ返した。

「町の人間が森辺に足を踏み入れるものか。その無法者は、ディガ＝スンと名乗っていた」

「ディガ＝スン……え？　アイ＝ファ、それはスン本家の長兄の名前じゃない？」

「ああ。確かにそのように名乗っていたな。族長筋が堕だ落らくの極きわみにあるという風聞は伝え聞いていたが、それは真実であるのかもしれん」

　サリス＝ランの顔が、今度ははっきりと青ざめた。

「ア、アイ＝ファ……あなた、自分が何を言っているかわかっているの？　スンの家は、すべての森辺の民を導くべき族長筋なのよ？　そのスンの本家の長兄ってことは、いずれ族長になる身なのだから……」

「うむ。だから、昨晩の不ふ埒らち者ものがその名を騙かたっていた可能性もなくはないと思う。このように無法な真似をするような不埒者であれば、他者の名を騙る罪など平気で犯しそうだからな」

「ち、違ちがうわ、アイ＝ファ！　スン家には、無法をはたらく人間が何人もいるのよ！　特に本家の長兄は……その、美しい娘を見るとすぐに見境をなくすという評判なのよ？」

　美しいは余計だと、アイ＝ファはちょっと嫌いやな顔をする。

「そのような無法がどうして許されるのだ？　それでは森辺の掟など何の意味もなさないではないか？」

「だって、スン家はどの氏族よりも強い力を持っているもの……スン家に逆らえる氏族なんて、同じぐらいの力を持つというルウの家ぐらいのものでしょう？」

　アイ＝ファはさらに顔をしかめて、金きん褐かつ色しよくの頭をがりがりとかいた。

「それでは、あの不埒者が本当に次代の族長であるわけだな。まったく嘆かわしい話だ。あのような不埒者に民を導く力などあろうはずもない」

「そ、そんな呑のん気きなことを言っている場合ではないわ！　アイ＝ファ、あなたは本当にディガ＝スンに手を上げてしまったの？」

「ああ。ラントの川に沈めてやった」

　サリス＝ランはぐらりと倒れかかり、それから慌あわててアイ＝ファの両肩をつかんできた。

　女衆の装束は胸もとしか隠かくしてくれないので、肩の素肌はむきだしである。

　そのむきだしの肩をつかまれながら、サリス＝ランは温かい手をしているな、とアイ＝ファは心の中でこっそり考えた。

「アイ＝ファ！　スン家に詫わびの言葉を述べてくるのよ！　本当に罪を犯したのがその長兄のほうなんだったら、アイ＝ファのしたことも許されるかもしれない……とにかく急いで！」

「何を言っているのだ。川に沈めるぐらいで許してやったのだから、礼を言われこそすれ、詫びの言葉を述べる筋合いなどない」

「スン家にそのような道理は通じないわ！　誰か頼たよりになる男衆に付き添ってもらって……ああでも、ファの家には眷族もないのよね？　いったいどうしたらいいのかしら……」

　アイ＝ファは半ばうんざりとしながら、サリス＝ランの細い肩をつかみ返した。

「サリス＝ラン。心配してくれるのはありがたいが、私は己おのれに非もないのに頭を下げるつもりはない。あのようなうつけ者は捨て置けばよいのだ」

「そんなわけにはいかないでしょう？　相手は族長筋なのよ？」

「……もしもスン家が風聞の通りに、まともに狩人かりうどの仕事も果たしていないような人間の集まりであったのなら、そのような下衆どもなど恐るるに足りん。何度でも返り討うちにして、何度でも川に突き落としてやるだけだ」

「そんな……いくらアイ＝ファでも、相手が何人もの男衆を引き連れていたらどうにもできないでしょう？」

「どうにもできないかどうかは、やってみないことにはわからん」

　そして、どうにもできないとしても、自分を曲げる理由にはならない。

　意に沿わぬ生を送るぐらいなら、森に魂たましいを返すべきなのではないだろうか？

　アイ＝ファはそのように思うのだが、サリス＝ランの面には焦しよう燥そうの表情しかなかった。

（……私のほうがおかしいのか？）

　人間は――森辺の民はそのように生きるべきだと、アイ＝ファは亡き父から教わっていた。掟を守り、ギバを狩り、森に生きて、森に死ぬ。それが森辺の民のあるべき姿だと、アイ＝ファは幼い頃ころからずっとそのように聞かされていたのだった。

　しかし、サリス＝ランはアイ＝ファこそが道理の通じぬうつけ者であるかのように、彼かの女じよらしくもなく強い眼まな差ざしでにらみつけてくる。サリス＝ランは気き性しようの優しい善良な女衆であったが、このように意見が食い違うことも少なくはなかった。

　そしてそれはサリス＝ランだけの話ではなく、近所に住まうランやフォウの家の民たちは、縁の薄いファの家にも普段から何かと気を配ってくれつつ、それでもアイ＝ファやギル＝ファの行いには、時として辟へき易えきしている様子なのだった。

　一番わかりやすかったのは、やはりアイ＝ファが狩人の仕事に励んでいる件についてである。

　女衆は女衆としての仕事に励むべき――薪や香草を集め、毛皮をなめし、かまどを守り、狩人たる男衆の帰りを家で待つべきだと、みんな口をそろえてそのように言うのだ。

　アイ＝ファだって、薪や香草を集めている。かまども守っている。毛皮をなめす人手はないものの、母親を亡くしてからは父親と手を取り合い、男衆と女衆の区別もなく二人ですべての仕事をこなしてきたのである。

　ランの家でだって、男衆が女衆の仕事を手伝うことはあるはずだ。ギバの狩れない時期には身体を休めつつ、水場に水みず瓶がめを運んだり、薪を割ったり、男衆がそういう仕事に励んでいる姿は何度となく目にしたことがある。

　それなのに、女衆が狩人の仕事に励むことだけは、許されていなかった。

　力のない女衆では狩人の仕事は務まらない、というのがその主たる理由なのだろう。

　しかしアイ＝ファは、半人前だとしても父の仕事をしっかり手伝うことができていた。もう少しだけ背が伸びて、もう少しだけ筋肉がつけば、きっと重い大刀だって男衆と同じように扱えるようになると思う。足の速さや身軽さなどは今でもすでに父を上回るほどであったし、出会い頭で目の前に現れたギバを、小刀だけで何とか退けたこともある。あともう少しの鍛錬で、狩人の名に恥じぬ力をつけることができるだろう、と――決して甘あまい言葉は吐かない父ギル＝ファをして、そう言わしめたのだ。

　森辺に、女衆が狩人になってはいけないという掟はない。

　そしてアイ＝ファには、きっと狩人としての才覚がある。

　そうであるにも拘わらず、狩人になりたいと願うアイ＝ファの言葉を受うけ容いれてくれたのは、この森辺に父ギル＝ファと、ジバ＝ルウと、リミ＝ルウの三人しか存在しなかったのだった。

「アイ＝ファ……あなたはこの先どうするつもりなの？」

　やがてサリス＝ランが、言いにくそうに問うてきた。

「ギル＝ファは勇ゆう敢かんな狩人だったけれど、森に朽ちてしまったわ。もともとギル＝ファの他に家族も眷族もなかったあなたは、この先どうやって生きていくの？」

「それは――」と、アイ＝ファは途と中ちゆうで口をつぐんでしまう。

「今まではギル＝ファがかたわらにあったから良かったけれど、女衆が一人で生きていくことはできないわ。どこかの家に嫁入りするか、それとも家人として置いてもらうか、道はそれしかないでしょう？」

「しかし、それではファの家が絶えてしまう」

「今のままでも、絶えてしまうことに変わりはないわ。アイ＝ファがどんなに美しい女衆でも、家族も眷族もない家に婿むこ入いりしようなどという男衆はいないのだから」

「……そういう言葉で私の容姿を取とり沙ざ汰たするのはやめてほしいと言ってあるはずだが」

　アイ＝ファがへの字に口を引き結ぶと、サリス＝ランは「ごめんなさい」と、ひさびさに笑え顔がおを見せた。

「だけど、本当のことでしょう？　アイ＝ファもついに十五歳さいになったのだから、もう嫁に入れる年ねん齢れいなのよ？　きっとわたしが心配するまでもなく、これからは何人もの男衆が嫁よめ取とりの話を持ちこんでくると思うけれど……」

「私は嫁入りなど考えていない。それならばせめて、どこかの家の家人として狩人の仕事を果たしていきたいと思う」

「女衆の狩人を迎える家など存在しないわ。アイ＝ファ、女衆は家を守り、子供を孕はらんで、血の縁を繋つないでいくのが本来の仕事なのよ？」

　アイ＝ファは、深々と溜ため息いきをついた。

「私は嫁入りなど考えていないし、また、私を嫁に迎えたいなどと願う男衆もいないだろう。サリス＝ランは、きっと何か大きな考かんがえ違いをしているのだ」

「そんなことはないわ。あなたはとっても魅み力りよく的てきな女衆なのよ、アイ＝ファ」

　微笑ほほえみながら、サリス＝ランはアイ＝ファの指先を両手で握にぎりしめてきた。

「その淡あわい色合いをした髪も、目鼻立ちも、すらりとした身体つきも、とってもとっても綺き麗れいだもの……どうしてこんなにほっそりしているのに、アイ＝ファは狩人の仕事なんて手伝うことができてしまえるのかしら？」

「私はサリス＝ランほど細くはない。……それに、サリス＝ランのほうこそ嫁入りの話が出ているのではなかったか？」

　アイ＝ファの逆襲に、サリス＝ランは頬を赤らめた。

「うん、そうよ。……あ、まだきちんとは決まっていないけれどね。たぶん、フォウの家に嫁ぐことになると思うわ」

「フォウの家か。それならば家の場所もそれほどは変わらないな」

「そうね。ランとフォウはもともと眷族だったから。……ねえ、いっそのことアイ＝ファはランの家に嫁いでしまえばいいんじゃない？　そうしたら、わたしたちも眷族になれるのよ？」

　そんな風に言ってから、サリス＝ランはまた悲しそうに眉まゆ尻じりを下げた。

「だけどその前に、スン家との話を何とかしなければならないわ。族長筋と悪い縁を結んでしまったら、それこそ嫁入りどころの話ではないもの……」

「……スン家がどうしたの？」

　と、いきなり小さな女の子の声が下のほうから尋たずねてきた。

　反射的にアイ＝ファは横合いに跳びすさり、それからその声の主をにらみつける。

「リミ＝ルウ、気配を殺して近づくなと何べん言ったらわかるのだ？」

「えへへ。元気そうだね、アイ＝ファ！　安心したよ！」

　ふわふわの赤茶けた髪をした小さな少女、リミ＝ルウが嬉うれしそうに笑いながらアイ＝ファを見つめ返してくる。

「……それで、スン家がどうしたの？」
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　その日のルウ家の晩餐は、前日よりも騒がしい様相を呈することになった。

　言うまでもなく、リミ＝ルウからもたらされた驚くべき事実の所せ為いである。

「ふん……スン家のボンクラ息子むすこがそんなふざけた真似をしでかすとはな」

　本日のドンダ＝ルウは、笑顔であった。

　獲え物ものを見つけた肉にく食しよく獣じゆうのごとき笑顔だ。

「信じ難いほど愚劣な話ですね。いったいどれほど堕落し果てれば、そのように浅ましい真似ができるようになるのでしょう」

　きわめて温和そうな表情のまま、長兄ジザ＝ルウも辛辣な言葉を言い捨てる。

　その正面では、家長の伴はん侶りよであるミーア・レイ＝ルウが溜息をついていた。

「本当にそのアイ＝ファってのは気の毒な娘だねえ。父親を亡なくしたかと思ったら、その夜の内にそんなひどい目に合うなんてさ……リミ、それでその後はどうなったんだい？」

「どうにもなってないよ！　アイ＝ファのお友達の何とかって人はスン家に謝ったほうがいい！　って言ってたんだけど、アイ＝ファはいつも通りでさ。族長筋だろうと何だろうと、不埒者には報いを与あたえるだけだ、って……ねえ、アイ＝ファは本当に大だい丈じよう夫ぶなのかなあ？」

　リミ＝ルウは、すでにその目に涙なみだを溜ためてしまっている。

　大丈夫だ――と、言いきれる者はいないだろう。族長筋たるスン家は、この二十年ばかりで堕落の一途をたどっているのである。

　スン家と同じぐらいの力を持つルウ家が目を光らせていれば、表立って騒さわぎは起こせない。が、裏に回ればどれほど非道な真似でもしかねない、スン家とはそういう存在であるのだ。

「どうするんだい、家長？　そのアイ＝ファって娘の心意気は大したもんだけど、そんなに突っ張ってたら近所の家でも嫁に迎えようなんて気はなくなっちまうんじゃないのかね？」

「ほう……お前もそう思うのか？」

　ドンダ＝ルウは歯を剥いて笑い、その伴侶は渋面で食べかけの木皿を下ろす。

「思うねえ。ファだとかフォウだとかランだとか、あたしは聞いたこともない名前ばっかりだ。ってことは、みんな大きな氏族とは血の縁を持たない小さな氏族ばっかりってことだろう？　そんな小さな氏族の連中じゃあ、スン家に逆らえるはずないじゃないか？」

「それはもっともな話だな。……しかし、眷族でもない人間を助たすける筋合いはねえし、そもそもファの家はルウの家から遠い。助けようにも助けようがねえってのが本当のところなんじゃねえのか？」

「そりゃあまあねえ。近所でもないファの家に見張りを立てるなんてことはできないんだろうけどさ」

　ミーア・レイ＝ルウを筆頭に、女衆はみんな心配そうな顔をしていた。

　血の縁はなくとも、彼女たちにとっては大事な家族であるジバ＝ルウやリミ＝ルウと縁のある相手であるのだ。その友ゆう誼ぎがどれほどの深さを持つかを知る者はいないが、それでもリミ＝ルウの悲嘆っぷりを見ていれば、おのずと心を引かれてしまうようだった。

「ダルム、貴様はたしかもう十七になるんだったな」

　野獣のように笑うドンダ＝ルウが、次兄のほうに視線を向ける。

　父親に劣おとらず激しい眼光を有する若者は、けげんそうに「ああ」と、うなずいた。

「だったら、そろそろ嫁を迎えてもいい頃ころ合あいだ。いっそのこと、貴様がその跳ねっ返りを嫁に迎えてやればいいんじゃねえのか？」

　その場にいるほとんどの者が、驚きの声をあげることになった。

「親父、本気かよ!?　家族も眷族もない小さな氏族の娘なんかを、ダルム兄の嫁にするってのか!?」

　一同を代表する形で、末弟のルド＝ルウが父親に問う。

「ああ。貴様はまだ十三になったばかりだし、ジザにはすでに立派な嫁がいる。だったらダルムの他に嫁を娶めとれる男衆はいねえだろうが？」

「いや、だけどさあ……」

　森辺においては、血の縁こそが何よりも重んじられている。

　血の縁のある眷族とさらに深い絆を結ぶか、あるいは力のある氏族と新たなる絆を結ぶか、森辺における婚こん儀ぎとは、氏族の力を強めるための手段でもあるのだ。

「家長ドンダよ。家長がそこまでファの家に心を寄せているとは思っていませんでした。……しかし、それならばルウの分家や、あるいはルティムやレイなど眷族への嫁入りでもかまわないのではないでしょうか？　分家や眷族になら、未み婚こんの男衆など数えきれないほどいるはずなのですから」

　長ちよう兄けいジザ＝ルウの言葉に、ドンダ＝ルウは「ほう？」と猛たけ々だけしい笑えみをひっこめる。

「ジザ、貴様はスン家に噛かみつくような跳ねっ返りを分家や眷族に押しつけようってのか？」

「はい。ルウの本家の血筋は重んじるべきです。長兄たる俺は嫁よめを娶りましたが、あいにく子宝には恵まれておりません。――もしも俺が子を授からぬまま森に朽ちてしまったら、次の家長はダルムとなり、さらにはその子がルウの本家を継ぐことになるのですよ？」

　ジザ＝ルウの嫁であるサティ・レイ＝ルウが、少しはかなげに目を伏せる。

　その姿を横目で確かく認にんしてから、ドンダ＝ルウは「ふん」と鼻息を噴ふいた。

「一年や二年ばかり不発だからって、しみったれたことを言ってるんじゃねえよ。……それにな、たった二人でギバを狩かりまくっていた偏屈父娘の血筋だったら、立派な狩人が生まれるんじゃねえのか？　家族や眷族がいなくとも、そいつら自身に強い血が流れていれば問題はねえだろうよ」

「家長ドンダ、もしかして、とは思っていたのですが――」

　と、ジザ＝ルウは糸のように細い目をさらに細めた。

「家長はそのギル＝ファという男衆と何か縁があったのですか？　家長会議で顔を合わせるというだけでなく、もっと何か深い縁が――」

「そんな大層なもんじゃねえ。ただ、大昔にちっとばっかり引っかかりがあっただけだ」

　うるさそうに言いながら、ドンダ＝ルウは分厚い手の平を振ふった。

　それから再び愉快そうに笑い、むっつりと黙だまりこんでいるダルム＝ルウのほうを見る。

「ただ、あの偏へん屈くつ野や郎ろうの狩人としての腕うで前まえはよく知っている。その娘がルウの家に相応ふさわしいかどうか、いっぺんぐらいは確かめてみる価値はあると思っているぜ、俺は」




　晩餐の後、リミ＝ルウはジバ＝ルウの寝所を訪おとずれた。

　病を得てしまったジバ＝ルウは、布を重ねた寝ね床どこに横たわったまま、静かにリミ＝ルウの顔を見つめ返している。

「それで……リミはいったい、何を望んでいるんだい……？」

「わかんない。アイ＝ファがスン家の連中にひどい目にあわされるなんて絶対に嫌だけど、でも……アイ＝ファがダルム兄の嫁になるなんて、全然想像がつかないんだよねえ」

　リミ＝ルウは、すっかり打ちひしがれてしまっていた。

　その小さな指先を、枯れ木のように痩せ細った指先でジバ＝ルウが包みこむ。

「男と女の縁なんて、本人たちにしかわからないものなんだよ……縁があれば結ばれることもあるし、なければ何も起こらない……あたしたちが心配しなくても、アイ＝ファはきっと自分にとって一番正しい道を選んでくれるさ……」

「うん、今までのアイ＝ファだったら、リミも心配なんてしないと思うんだけど。でも、ギル＝ファが死んじゃった後のアイ＝ファは……見た目はいつもの通りなんだけど、やっぱりちょっと様子が違うんだよね」

　リミ＝ルウの言葉に、ジバ＝ルウは心配そうに口もとを震ふるわせた。

「そうなのかい……？　婆ばばはもう長いことアイ＝ファに会っていないから、今のアイ＝ファがどんな様子なのかもわからないんだよ……大事な父親を失って、アイ＝ファはさぞかし悲しんでいるんだろうねえ……」

　リミ＝ルウは何度もギル＝ファと顔を合わせているが、足の弱いジバ＝ルウがファの家までおもむいたことはなかった。家の遠いジバ＝ルウとアイ＝ファは、いつもその家の中間地点にまでそれぞれが出向いて、そうして友誼を深めていったのである。

　ジバ＝ルウとアイ＝ファが初めて顔を合わせたのは四年前。散歩の大好きであった二歳のリミ＝ルウとともに遠くのほうまで足をのばし、そこでアイ＝ファと出くわしたのだ。

　そうして出会って二年ほどが経たつと、十三歳になったアイ＝ファは父親の仕事を手伝うようになり、顔を合わせる機会も減ってしまった。さらにはジバ＝ルウの足腰が弱り、会える日は月に一度、ふた月に一度とどんどん減っていき――そうした中で、ジバ＝ルウは病に臥せってしまったのである。

　一人で遊びに行くことが許される年齢になったリミ＝ルウは、今でも半月と空けずにファの家まで出向いていたが、ジバ＝ルウはもうふた月以上もアイ＝ファと顔を合わせていない。そんなさなかに訪れた、アイ＝ファの父ギル＝ファの突然の死であったのだ。

「リミ……アイ＝ファを頼たのんだよ……？」

　と、ジバ＝ルウがふいに弱々しい声でそう告げた。

　その声の響ひびきだけで、リミ＝ルウは泣きそうな顔になってしまう。

「頼むって？　リミじゃ何にもできないよ！　リミはジバ婆みたいに上手に喋しやべれないもん！」

「言葉なんて、それほど必要ではないんだよ……リミはただ、アイ＝ファのそばにいてあげるだけでいいのさ……あんたがそばで笑っていてあげれば、アイ＝ファはきっと大丈夫だよ……」

「大丈夫じゃないよ！　ジバ婆もアイ＝ファを助けてあげてよ！」

　リミ＝ルウの大きな目から、ついに涙が噴きこぼれる。

　ジバ＝ルウは、病で疲弊した眼差しで、そんな少女の泣き顔を力なく見つめた。

「婆はもう……もしかしたら、駄だ目めかもしれない。たとえこの病が癒えたところで、元気に歩くことなんてできないかもしれないんだよ……今日も一本、歯が抜ぬけてしまったしね……」

「やだよ！　ギル＝ファも死んじゃったのに、ジバ婆までいなくなっちゃうなんて絶対にやだ！　リミがお嫁に行くまでは生きていたいって言ってくれてたじゃん！」

「生きていたいよ……でも、年をくった人間から先に死んでいくのは正しいことさ……あたしはこの森辺で誰だれよりも長く生きることができたんだから、死んでしまうのを怖おそれるわけにはいかないねえ……」

「そんなのわかんない！　ジバ婆のばかっ！」

　リミ＝ルウはジバ＝ルウの痩せ細った胸むなもとに取りすがり、わんわん泣き始めた。

　その小さな背中に震える指先を回しつつ、ジバ＝ルウは誰にともなく静かにつぶやく。

「あたしはもう十分に生きることができた……だから、母なる我わが森よ……あんたが本当にあたしたちの母なのだったら、どうかこの幼い子供たちに幸さいわいを……こんな婆の魂はとっとと召しあげて、その分までこの子供たちに力を与えてあげておくれ……」
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　そして翌日――アイ＝ファは思いがけない来客を迎むかえることになった。

　ルウの家長ドンダ＝ルウと、その三人の息子たちである。

「あなたがルウの本家の家長か。……私は、ファの家のアイ＝ファだ」

　中天の近い日差しに首筋を焼かれながら、アイ＝ファは固い面持ちで目礼をする。

　場所は、ファの家の前である。ピコの葉を干そうと家を出たところで、アイ＝ファはこの魁かい偉いなる客人らを迎えることになったのだった。

「ルウの家のジバ＝ルウとリミ＝ルウとは、ひょんなことから縁を結ぶことになった。ジバ＝ルウは病に臥せてしまったと聞くが、その後の加減はどうなのだろうか？」

「病は峠を越したようだが、どうにも気持ちのほうが弱っちまったようでな。いまだに自分の足ではろくに歩けもしねえような有り様だ。……ふん、確かに肝きもっ玉は座すわってやがるようだな」

　アイ＝ファよりも二回りは大きな体たい躯くをしたドンダ＝ルウが、ぎらぎらと光る目でにらみつけてくる。

　何と猛烈な力にあふれた男衆だろう、とアイ＝ファは内心で舌を巻いていた。

　ドンダ＝ルウばかりではない。一番年長の息子も背丈はほとんどドンダ＝ルウと変わらないぐらいであるし、同じように力に満ちている。

　その下の息子は、まだ若い。若いがやっぱり背は高く、手足も胴どう体たいも見事に引ひき締しまっており、獣のように光る瞳ひとみは父親とそっくりだ。

　で、一番下の息子は、まだ幼げな風ふう貌ぼうである。いちおう狩人の装束を纏まとってはいるものの、首にはアイ＝ファと同様に三本の牙きばと角しかなく、これといった迫はく力りよくも感じられない。きっと森に出ることの許される十三歳になりたての少年なのだろう。

（もしも二日前に襲おそってきたのがこのような男衆たちであったら、私も助からなかったに違いない）

　それが、アイ＝ファには口くち惜おしかった。

　自分の力は、この男衆たちの足もとにも及んでいない。闘うどころか、逃にげることすらままならないだろう。それが、はっきりと感じ取れてしまうのだ。

　唯ゆい一いつ、ルド＝ルウと名乗った最年少の少年にだけは負ける気がしなかったが、それはきっとこの少年がまだ若年だからだ。狩人としての仕事を一年、二年と積み重ねていけば、父や兄に負けないような力を授かるに違いない。そう思わせるだけの力の萌芽は、この少年の内からも感じ取ることができた。

「……それで、私にいったいどのような用向きなのだろうか？」

　ドンダ＝ルウは、針金のように固そうな下した顎あごの髭ひげをまさぐりながら、じっとアイ＝ファの姿をねめつけている。

　やがてその口からは「なるほどなあ……」という低いつぶやきがもれた。

「髪の色や面がまえなんかは、母親のほうにそっくりだ。しかし、その目は――ふん、確かにあの偏屈野郎の血がしっかりと流れているらしい」

「ドンダ＝ルウは、私の父や母と知己を得ていたのか？」

　驚いてアイ＝ファが問うと、「昔、少しな」という素っ気ない言葉が返ってきた。

「べつだん特別な縁を結んだわけじゃねえ。母親なんてのは若い頃に一度見たきりだし、親父のほうとも最近では家長会議なんぞで顔を合わせるていどの間あいだ柄がらだった。……そんなことより、ファの家のアイ＝ファよ。貴様はあのスン家と悪い縁を結んじまったそうだなあ？」

「ああ。別にどうということはない」

　アイ＝ファは、本心からそう言った。

　いま目の前にいるこの男たちに比べれば、ディガ＝スンなど牙の抜けたギーズのようなものだ。狩人としての仕事をまともに果たしていない男衆など、しょせんはそのていどの力を得ることしかできないのだろう。

「そいつはお見み逸それしたぜ。族長筋との悪縁が、貴様にとってはどうということもない、かよ。しかしファの家のアイ＝ファよ、どんなに腕うでを磨いたって、貴様は女衆なんだぜ？」

「……そのようなことは、念を押されるまでもない」

「だったら女衆らしく振る舞うがいい。そうすれば、貴様をルウ家に嫁入りさせてやらなくもない」

　アイ＝ファは、また度肝を抜かれることになった。

　リミ＝ルウにディガ＝スンとの一件を知られてしまったのだから、いずれそれにまつわる話なのであろうとは思っていたが――それはあまりにも想定の外にある発言だった。

「正気か、ルウの家長ドンダ＝ルウよ？　私は家族も眷族も持たない身であるのだぞ？　このような人間を嫁に迎えたところで、ルウの家には利があるまい？」

「利があるかどうかを判ずるのは俺おれの仕事だ。とはいえ、当人を抜きに話は進められねえな。……どうだ、ダルムよ？　この跳ねっ返りを嫁に迎える気にはなれるか？」

　そう問われたのは、二番目に背の高い息子だった。

　ルウの家の次じ兄けい、ダルム＝ルウ――その、父親よりは少しだけ陰かげりのある双眸が、まぶしいものでも見るように細められている。

「……俺には想おもい人など存在しない。ルウの家の力になるというのならば、誰を嫁に娶るのでもかまわない」

「いや、私は――」

「ただし、狩人の真ま似ね事ごとに耽ふける女衆などはまっぴらだ」

　アイ＝ファの言葉をさえぎって、ダルム＝ルウはそう言い捨てた。

「家を守ることこそが、女衆の仕事だろう。その仕事を果たせぬ女衆に価値は見いだせない。俺は、そのように思う」

「そいつはもっともな話だな。ファの家のアイ＝ファよ。貴様に女衆として生きる意志はあるのか？」

　さまざまな感情をはらんだ四対の目が、鋭くアイ＝ファに食い入ってくる。

　それをはねのけるようにして、アイ＝ファは言った。

「私がどのように生きていくかは、私が決めるべきことであろう！　どうして今日初めて会ったあなたたちにそのようなことを問い詰められなければならないのか、私にはそれがわからない！」

「だから、貴様を嫁に迎えたいからだと言っているだろうが？　こいつは本当に救いがたい跳ねっ返りだな」

　にやりとドンダ＝ルウが笑う。

　それは何とも腹立たしい笑顔であったが――しかし、悪意や敵意はまったく感じられなかった。

「ファの家のアイ＝ファ。貴様はスン家と悪縁を結んだ。このままでは貴様も安穏と眠ねむることは許されなくなるだろう。しかし、ルウの家の人間となれば、いかにスン家といえども手出しはできなくなる」

「それはその通りなのかもしれないが――」

「加えて、貴様はルウの家の人間とすでに縁を結んでいる。俺の家族が友と呼ぶ人間を、みすみすスン家なんざにくれてやる気にはなれねえんだよ、俺は」

　ドンダ＝ルウの岩肌のようにごつい顔に、新たな笑みがじわじわと浮うかんでくる。

　それは、猛々しい獣のような笑みだった。

「この場で誓ちかっておいてやろう。ファの家のアイ＝ファよ、もしも貴様がルウの人間となるならば、俺たちは何にかえても貴様の身を守ってやる。もしもスン家の連中が手を出してきたら――俺たちは、スンの家を滅ぼしてやる」

「スンの家を――滅ぼす？」

「ああ、そうだ。二十年ほど前に、ルウ家はスン家を滅ぼし損なった。その無念を晴らすためにも、俺たちは喜んで刀を取るだろう」

　ルウ家とスン家の確執については、アイ＝ファも聞き及んでいる。ルウ家に嫁よめ入いりが決まっていた女衆を、スン家の人間がかどわかし、害したのだ。

　しかし、証あかしがないために、ルウ家は刀を取ることができなかった。

　この森辺で最も強い力を持つルウ家とスン家が総力をあげて争えば、森辺の集落そのものが滅びかねない。だから両家はこれほど深い確執を抱えながらも、二十年の歳月を悶もん々もんと過ごすことになったのである。

　その怒いかりが、無念が、この男の巨きよ大だいな肉体には炎ほのおのように渦巻いている。

　その凄まじいばかりの気き迫はくを前に、アイ＝ファはきつく奥おく歯を噛みしめることになった。

　本当に――何と苛か烈れつな男なのだろう。

　それは恐ろしくもあり、また、奇妙に心を魅み了りようされる苛烈さでもあった。

（人間とは……狩人とは、これほどまでに強く、猛々しくあれるものなのか）

　もしかしたらこのドンダ＝ルウという男は、アイ＝ファどころか父ギル＝ファにも勝る力を有しているのかもしれなかった。

　どのようなときでも荒ぶることのなかった父ギル＝ファと、火のように燃えさかるこのドンダ＝ルウとでは、なかなかその強さを比べることは難しい。しかし、この男ならば父ギル＝ファと互角以上の勝負ができるであろう、ということは未熟なアイ＝ファにも感じることができた。

（この男なら、族長筋であるスン家をも滅ぼすことはできるのかもしれない）

　だけどそれは、森辺にとって正しい行いなのだろうか。

　族長筋の滅亡は、すなわち森辺の民たみの滅亡をも意味しているのではないだろうか。

　アイ＝ファはぎりぎりと奥歯を噛み鳴らし、全身を駆け巡る不ふ穏おんな感覚に耐えた。

　そうしなければ、この男の持つ力に圧倒されて、その場にへたりこんでいたかもしれなかった。

「……どの道を選ぶか、決めるのは貴様だ、ファの家のアイ＝ファ」

　そう言って、ドンダ＝ルウはきびすを返した。

「三日の後に、また来よう。それまでに道を決めておけ。俺たちは、貴様がルウの人間となることを望んでいる」




　　　　　◇




（私にいったいどうしろと言うのだ……）

　家の裏で薪まきを割りながら、アイ＝ファは一日中思おもい悩なやむ羽目になってしまった。

　父ギル＝ファを失ってからずっと苦悩の極きわみにあったのに、それは解消されるどころか日に日に重さを増していくかのようだった。

（狩人として生きていくべきか、女衆として生きていくべきか、それすら決めかねているというのに、今度はルウ家から嫁取りの話だと……？　くそ、何を考えているのだ、あのドンダ＝ルウという男は！）

　ルウの本家に、嫁入りをする。そのような話は青天の霹へき靂れきという他ほかなかった。

　もしも本当にアイ＝ファが狩人としての仕事をあきらめて、嫁に入る気持ちを固めれば――数年来の友であるジバ＝ルウやリミ＝ルウと、同じ家に住まう家族になることになってしまう。それは、ラン家に嫁入りすればいいというサリス＝ランの言葉よりも突とつ拍ぴよう子しのない話であった。

　次兄のダルム＝ルウとて、ジバ＝ルウの血を引く人間だ。もしもアイ＝ファがダルム＝ルウの子を孕んだら、その幼子の身にはジバ＝ルウの血までもが流れることになる。

　それは、目がくらむほど甘やかな想念であると同時に、背骨を引っこ抜かれるような畏怖心をかきたてられる想念でもあった。

（血の縁を結ぶとは、そういうことなのか……）

　男衆も女衆も、みんなこのような覚かく悟ごをもって伴侶を娶っているのだろうか。

　父ギル＝ファや母メイ＝ファから受け継いだファの家の血が、ジバ＝ルウやリミ＝ルウと同じルウの血と合わさり、新たな生命をこの世に落とす。

　それはきっと、幸福なことなのだろう。

　幸福すぎて、現実感がないぐらいだ。

（しかし……）

　自分はダルム＝ルウという男衆に、いかなる感情も覚えてはいない。

　当たり前だ。今日初めて顔を合わし、まともに言葉すら交かわしていないような相手に、特別な感情など抱きようもない。

　いや、中には一目でその相手を伴侶としたい、という感情を覚える人間もいるらしいが。少なくとも、アイ＝ファがそのような感情をあの若者に覚えることはなかった。

　どちらかといえば、ダルム＝ルウは警戒心をかきたてられる類いの男衆だった。狩人かりうどとしての力は卓越しているのだろうが、傲岸で、抜き見の刀みたいな空気を発散しており、その身に満ちた力をもてあましているような印象だった。これがあのリミ＝ルウの兄であるのかと、素す性じようを疑ってしまいたくなるほどだ。

　あのような男衆に嫁入りする自分の姿など、なおさら想像がつかない。

　ジバ＝ルウやリミ＝ルウの血族となることが途方もない幸福感と繋がっているとしても、そのような理由だけで嫁入りすることは許されないだろう。

　また、そのような行こう為いがジバ＝ルウやリミ＝ルウの幸福に繋がるとも思えない。

　アイ＝ファにとって彼女たちはかけがえのない友であったが、数多くの家族と眷けん族ぞくを持つジバ＝ルウたちにしてみれば、アイ＝ファの存在など至し極ごくちっぽけなものであるはずなのだ。

　別にジバ＝ルウたちの真情を疑っているわけではない。ただ、もともと両親の他には血族もなく、二年前には母を亡くし、二日前には父を亡くした、このようなアイ＝ファとジバ＝ルウたちとでは、立場が違ちがいすぎると思えてしまうのだ。

　今のアイ＝ファには、ジバ＝ルウと、リミ＝ルウと、あとはサリス＝ランを始めとするごくわずかな友人しか心のよすががない。

　しかしジバ＝ルウたちには十人を数える家族があり、二十人を数える分家の血族があり、七十人を数える眷族の存在がある。

　血の縁を重んじるならば、アイ＝ファの存在などその下だ。

　だけどそれでも、自分はかまわない。自分の一番大事な相手にとって、自分の存在が百一番目だったとしても、彼かの女じよたちの笑顔が、言葉が、自分に喜びをもたらしてくれているという事実に変わりはなかった。

（血の縁など結ばずとも、私たちは友なのだ）

　そんなことを思いながら、鉈なたを薪に叩たたきつける。

　そのとき――背後に人間の気配が立った。

　アイ＝ファは俊しゆん敏びんに跳びすさり、重い鉈を放り捨てて、腰の小刀に手をかける。

「すまない。驚かせてしまったか？」

　しかしそれはスン家でもルウ家でもなく、近所のフォウ家の人間であった。

　名までは知らない。たしか家長の次兄である、二十歳はたちぐらいの朴ぼく訥とつとした若者だ。

「どうしたのだ？　男衆は森に入っている頃合いであろう？」

「ああ、いや……恥はずかしいことに、昨日の狩りで足首を痛めてしまってな。この足ではギバを追うこともかなわぬから、今日だけは仕事を休ませてもらったのだ」

　上背のほうはそこそこだが、いささかならず線の細い男衆だった。

　ルウ家の男衆を見た後では、余計にそういう印象が強くなってしまう。この若者に比べれば、まだ幼いルウ家の末まつ弟ていのほうがよほど力強く感じられた。

（このていどの相手であったら、逃げるまでもなく討うち倒せる気もするのだが……いや、それは慢まん心しんか）

　そして、ひそやかに縁を繋いでいるフォウの人間を討ち倒す理由もない。

　しかしまた、この若者とは親しく口をきくほどの縁も結んではいないはずだった。

「それで？　私に何か用なのだろうか？　今は仕事の最中であるのだが」

「うむ……実はその……さっき俺は、ルウ家の家長らが道を歩いている姿を見てしまったのだ。ルウの家はもっと南であるはずだから……もしかして、あれはファの家にまで出向いた帰り道だったのではないかと……」

　ずいぶんと歯切れが悪かった。

　ルウ家のリミ＝ルウがファの家に出入りしていることぐらい、フォウ家の人間であればわきまえているだろう。だからまあ、この若者に察しをつけられても不思議はない。

　アイ＝ファはさっき放り捨ててしまった鉈を拾いあげ、その背で自分の肩かたをとんとんと叩いてみせる。

「まさしくルウ家の家長らは、このファの家を訪ねてきたのだ。いきなりの訪問で、私もずいぶん驚おどろかされることになった」

「やはりか……それでそれは、どのような用件で……？」

「……あまり人に話したいような用件ではない」

　アイ＝ファは正直にそう言った。

　すると、若者の細長い顔に強い動どう揺ようの色が走った。

「ファの家のアイ＝ファ。俺の想像が間ま違ちがっていたのなら、好きなだけ笑ってくれてもかまわないが――ひょっとして、それはアイ＝ファをルウ家に嫁入りさせたいという話だったのではないか？」

「どうしてわかるのだ？」と、アイ＝ファは思わず反問してしまった。

　若者の顔が、何な故ぜか悲痛に引き歪んでいく。

「やはりそうなのか……アイ＝ファほど美しい女衆であれば、そのような話にもなりかねないとは思っていたが……しかし……」

「フォウ家の次兄よ。そのような言葉を軽はずみに発するのは、いささかならず礼を失しているのではないか？」

　舌打ちをこらえつつアイ＝ファが文句を言うと、若者は切迫した面おも持もちで足を進めてきた。

「軽はずみではない。お前は美しい女衆だ、ファの家のアイ＝ファ。俺は昔から――もう何年も前からそのように思っていた」

　アイ＝ファは大いに驚いたが、若者にそれ以上の接近は許さなかった。おたがいに手を伸のばしても届かないぐらいの距きよ離りを保持して、すばやく後ずさる。

　たちまち若者は、悲しそうに顔を強ばらせた。

「アイ＝ファ、フォウの家はとても小さい。同じように小さな眷族と手を取り合い、何とか生き永らえることのできている貧しい氏族だ。俺自身もお前の父親ほど優すぐれた狩人ではないし――ましてやルウ家の男衆などとは、並んで立つことさえ許されないだろう」

「……それがいったい何だというのだ？　家の大きさなど、どうでもいいことだ」

「もしも本当にそう思っているのならば、アイ＝ファ、お前にフォウ家の人間になってほしい。フォウ家の次兄マサ＝フォウは、ファの家のアイ＝ファに嫁よめ取とりを申し入れる」

　アイ＝ファは愕がく然ぜんと立ちすくむことになった。

　どうして自分のように可愛げのない女衆に――というだけの話ではない。そのような言葉が、この若者の口から発せられるはずはなかったのだ。

「待て、フォウの家の次兄よ。私のほうこそ、何か思い違いをしていたのだろうか？　私はてっきり――お前はサリス＝ランを嫁に取るものだと思いこんでいたのだが――」

「その話は、まだしっかりと定まってはいなかった。俺が嫁取りの話を取り下げて、きちんとラン家に頭を下げれば、諍いさかいが生まれることもないはずだ」

「サリス＝ランとの婚儀を取りやめるというのか!?　何故だ!?」

　はからずも声が大きくなってしまった。

　若者――マサ＝フォウは、朴訥な顔に必死な表情を浮かべてアイ＝ファを見つめ返してくる。

「俺は昔からお前に懸想していた。しかしお前は狩人として生きると言い放っていたし、実際ギル＝ファと二人きりで、フォウの家よりも多くのギバを狩かったりもしていた。だから俺は、どんなに美しくてもその魂たましいは狩人なのだと、自分の気持ちをねじふせていたのだ。しかし、ギル＝ファがあのような若さで森に朽くちることになり、お前は――これ以上、狩人として生きていくことはできない身となってしまった」

「…………」

「そうしたら、たまらない気持ちになってしまったのだ！　誰か他の男衆が、お前を嫁にしてしまうかもしれない……俺以外の誰かの腕が、お前の身体を抱いてしまうかもしれない……そんな風に考えたら、はらわたが焼けただれるほどの気持ちがわきおこってしまった！　だから俺は――」

「私は今でも、かなうことなら狩人として生きていきたいと願っている」

　アイ＝ファは強い声でマサ＝フォウの言葉を断ち切った。

　マサ＝フォウは「無理だ」と首を横に振る。

「たった一人では狩人としての仕事など果たせない。今まではギル＝ファがかたわらにあったから、お前も森に朽ちずに済んだのだ。女衆であるお前が一人きりで森に入ったところで――」

「それで森に朽ちるなら、それが私の天命だ！」

　アイ＝ファは右手に握にぎっていた鉈を地面に叩きつけた。

　鋼の刃が、どかりと地面に突つき刺ささる。

「そうでなくても、サリス＝ランを裏切ったお前の伴侶になる気になどなれない！　ここから立ち去れ、フォウの家の次兄よ！　私はお前が――お前のような男は大嫌いだ！」

　マサ＝フォウはしばらく無言で立ちつくしていた。

　それから、ゆっくりときびすを返し、小さな子供のようにがっくりと肩を落として、アイ＝ファの視界から消え去っていった。

　すると――その若者が消えていったのとは反対の方角から、「どうして……」という、か細い声が聞こえてきた。

　アイ＝ファは、のろのろと振り返かえる。

　ファの家の建物の陰から、死人のように青ざめたサリス＝ランの顔がのぞいていた。

「サリス＝ラン……」と、アイ＝ファは足を踏ふみ出そうとする。

　とたんに、「来ないで！」と鋭するどい声を叩きつけられた。

　アイ＝ファは足を止め、サリス＝ランの姿を一心に見つめる。

　サリス＝ランは、泣いていた。

　その声は怒りにひび割れていたのに、その面は涙なみだに濡ぬれていた。

「……あなたは悪くないわ、アイ＝ファ……」

　やがてサリス＝ランは、震える声でそう言った。

「マサ＝フォウの心が弱かっただけ……そして、わたしが馬ば鹿かだっただけ……あなたは何も悪くないのよ、アイ＝ファ……」

　そうしてサリス＝ランもまた、アイ＝ファの前から消えていった。

　アイ＝ファは首をのけぞらして、ぬけるように青い空をにらみつける。

　心が、無む茶ちや苦く茶ちやに乱されていた。

　たぶん自分は、数えるほどしかいない友人の一人を失ったのだろう。

　喪失感と虚脱感が、四肢から力を奪っていく。

　だが――アイ＝ファはそれらの感覚に身をゆだねることなく、右みぎ腕うでを振り上げて、力まかせに家の壁かべを殴なぐった。

「ふざけるな！　私がいったい何をしたというのだ！」

　そうしてアイ＝ファは、思い悩むのをやめた。




４




「……それが貴様の結論だというのだな、ファの家のアイ＝ファ」

　底ごもる声で、ドンダ＝ルウはそう言った。

　約束の、三日の後のことである。

　場所は同じくファの家の前。今日も家長と三人の息子むすこたちが勢ぞろいしている。

　アイ＝ファはまだ挨あい拶さつの言葉しか述べていないのだが、その姿からドンダ＝ルウはすべてを察してくれたようだった。

　その姿――ギバの毛皮でできた狩人の衣を纏い、腰には大刀と小刀を下げた、狩人としての姿である。

　首にも、父ギル＝ファの遺した首くび飾かざりを掛かけている。アイ＝ファには、鋼の刀よりもその首飾りのほうこそが重たく感じられてしまった。

　これは父ギル＝ファの狩人としての誇ほこり――己おのれの身命を削けずって森から得た、代価なのだ。

「私は狩人として生きることに決めた。だからルウの家に嫁入りはできない。せっかくの厚意を無にしてしまうことを申し訳なく思っている」

「ふん……貴様の馬鹿さ加減は俺の想像以上だったってわけだな、ファの家のアイ＝ファよ」

　ドンダ＝ルウは、静かに怒り狂くるっていた。

　その火のような双そう眸ぼうに圧倒されまいと、アイ＝ファは両手の拳こぶしを握りこむ。

「家を守り、子を生なし、それを育む。そういった女衆としての仕事を打ち捨てて、貴様は狩人の真似事にいそしむというわけか」

「ああ、そうだ。いずれ一人前の狩人と認められるように励みたいと思う」

「たった一人で満足な数のギバを狩ることができるとでも思っているのか？」

「私が十三歳になるまでは、父ギルも一人きりで狩人としての仕事を果たしていた。私は私の糧を得るだけで済むのだから、私と母メイの生をも負っていた父ギルほどの苦難ではないと思う」

「……貴様がそのような生を送ることを、貴様の親おや父じが望んでいるとでも思っているのか？」

　アイ＝ファは小さく息を吸い込み、そして言った。

「父ギルの考えはわからない。だから私は、私の意志でこの道を選んだのだ」

　もしかしたら、森に召されたギル＝ファの魂も、今のアイ＝ファの有り様を見て嘆き悲しんでいるかもしれない。いまだ十分な力をつけていない身で、たった一人で森に臨のぞむなど無謀に過すぎる、と――

　しかしそれは、想像に過ぎない。

　だからアイ＝ファは、自分で決めたのだ。

　何が正しいのか、何を望まれているのか、何を為すべきなのか――そんな風に思い悩むのをやめて、自分がどうしたいかを重んずることに決めたのである。

　狩人として、生きたい。

　それは最初の最初から、アイ＝ファの真ん中に居座っていた思いだ。

　狩人として生きるべきか、女衆として生きるべきか――その「べき」を取り外してしまったら、答えはもう一つしか残っていなかった。

　何が正しいかはわからなくても、自分がどうしたいのかはわかっている。

　アイ＝ファは、狩人として生きたいのだ。

　家で男衆の帰りを待つ生活ではなく、みずから森に入って生命を獲得する生活に身を置きたい。

　己の意に沿わぬ生を送るぐらいなら、森に魂を返すべき――アイ＝ファは父親から授かったその言葉を胸に生きていくことを決めたのだった。

　アイ＝ファの決断が間違っていたならば、きっと森がアイ＝ファの魂を召してくれるだろう。いまだに大刀をまともに扱あつかうこともできない、十五歳の、女衆であるアイ＝ファが、一人きりで狩人として生きる。この決断が間違っていたならば、森に朽ちるしか道はないのだから。

「……貴様は、貴様に死んでほしくないと願っている人間の思いまでをも無にするつもりなのだな、ファの家のアイ＝ファ」

　ドンダ＝ルウが、いっそう静かな声こわ音ねでそう言った。

　その声音に反して、青い瞳は猛たけり狂っている。

　大事な家族の情や思いを無にされたのだと思っているのかもしれない。

　アイ＝ファはひそかに呼吸を整えつつ、答えた。

「私の行いを是とする者は少ないだろう。しかし私は、他者の思惑によって志を曲げることはできない」

　ジバ＝ルウやリミ＝ルウも、アイ＝ファの決断を悲しむだろうか。それとも怒おこるだろうか。

　だけどそれでも、アイ＝ファはかまわないと思っている。

　たとえ愚かだとなじられても、女衆が狩人になってはいけないという掟おきてはない。

　これまではそのように愚かなことを考える人間がいなかっただけなのかもしれないが、それでも掟によって禁じられた行為ではないのだ。

　ならば、己の生に恥はじるところはない。

　悪逆なるスン家に頭を下げることも、志を捨ててルウ家に嫁入りすることも、アイ＝ファの心情にはそぐわなかったのだった。

（きっともう、ジバ婆ばあやリミ＝ルウとも相あい見まみえることは二度とないのだろう）

　ルウ家の家長をこれほどまでに怒らせてしまったのだから、それは当然のことだと思う。

　もう二度とジバ＝ルウの乾いた指先を握りしめることも、リミ＝ルウの笑え顔がおを見ることもできなくなるのだ、と考えると――胸が張り裂けそうになる。

　また、スン家に頭を下げなかったことで、ラン家やフォウ家もアイ＝ファを避け始めている。その上でルウ家とも縁を絶たれれば、アイ＝ファは完全に一人きりである。

　だけどそれでも、アイ＝ファは自分を曲げることはできなかった。

　自分を曲げてまで他者と縁を結んでいくことに、アイ＝ファは意味を見いだせなかったのだ。

　こんなアイ＝ファをこのままの形で受け容れてくれる人間が、この世に一人として存在しないというのならば――一人で生きていく他ないではないか。

「貴様の道を選ぶのは、貴様だ。……貴様の道はルウの進むべき道とは重なっていなかったようだな、ファの家のアイ＝ファ」

「ああ。どうやらそうであるらしい」

　アイ＝ファの答えを聞き終えるなり、ドンダ＝ルウはきびすを返した。

　三人の息子たちも、無言のままそれに倣ならう。

　そうしてアイ＝ファは、一人きりになった。

　一人きりの生が始まったのだ。

　食糧庫に眠っている肉や野菜と、首から掛かっている牙と角の首飾り。これらのすべてがなくなる前に、一人でギバを狩ることがかなわなければ、アイ＝ファは飢うえて死ぬ。まずはそれが最初の審判だった。

（家人が私一人であるならば、十日に一頭を狩るだけで事足りる。そのていどの収しゆう穫かくもあげられない狩人に生きる資格などあるまい）

　しかし、必要なのは食糧ばかりではない。

　この身に纏まとっている装束も、刀も、すべて角と牙から得る代価によって、町から買っているものなのだ。小刀はもともと自分が使っていた分が余剰として残っているが、大刀は一振ふりしかない。もしもこの刀が折れたら、ギバ三十頭分の牙と角が必要になるのである。

（……しかしまあ、まずは刀が折れる心配をするより、この刀を扱えるだけの力をつけるほうが先決だ）

　アイ＝ファは大刀を取り上げて、家の中に戻もどすことにした。

　人間相手に虚勢は張れても、森が相手では生命取りになりかねない。まともに扱うこともできない武器をぶら下げて、森に入ることはできなかった。

（それでは、行くか）

　五日ぶりの、狩かりである。

　背骨のあたりに喜悦とも恐きよう怖ふともつかぬ感覚を抱えながら、アイ＝ファは足を踏み出そうとした。

　その眼前に、小さな人ひと影かげが立ちはだかる。

「うわあ、やっぱりアイ＝ファは狩人として生きていくことに決めたんだね！」

　リミ＝ルウだった。

　瞬しゆん間かん、アイ＝ファは言葉を失い――それから体勢をたてなおす。

「このようなところで何をやっているのだ、リミ＝ルウ？」

「うん？　そりゃあもちろんアイ＝ファが心配だったから、ドンダ父さんたちが引き上げるのを待ってたんだよ！　ドンダ父さんもダルム兄も怒った顔をしてたから、嫁入りの話は断ったんだろうなあってのはわかってたんだけどね！」

　満面の笑えみをふりまきながら、リミ＝ルウがアイ＝ファの周りをちょろちょろと駆け回る。

「格好いいね！　それってギル＝ファの狩人の衣でしょ？　すっごく似合ってるよ、アイ＝ファ！」

「…………」

「そういえば、アイ＝ファが子供の頃ころは子供のギバの毛皮を肩から掛けてたよね？　あれもすっごく可愛かったけど！」

　と、リミ＝ルウははくすくす笑い声をあげる。

　その笑顔は、途方もない幸福感をアイ＝ファにもたらしてくれた。

　固く閉ざした心の奥底から、とてつもない情愛の念が噴きこぼれそうになる。

　この期に及およんでも、リミ＝ルウは自分に笑顔を向けてくれるのか。

　すべての人々がそっぽを向いてしまったというのに、まだこの小さな少女は自分を友と呼んでくれるのか。

　アイ＝ファはその場にひざまずき、その小さくて温かい身体を力まかせに抱だきすくめてしまいそうになった。

　何もかもをかなぐり捨てて、子供のように泣いてしまいたかった。

　しかしアイ＝ファは、すんでのところでその衝動に耐えることができた。

　胸の内にあふれかえる激情の奔流を渾こん身しんの力で押さえ込み、再び道に足を踏み出す。

「あ、待ってよ！　せっかく会いに来たのに、どこか行っちゃうの？」

「……私は狩人として生きていくことに決めたのだ。すでに中天を過ぎているのだから、私は森に入る」

「ああ、そっかあ。気をつけてね、アイ＝ファ？　アイ＝ファが怪我をしないように、リミも一生懸命祈いのってるから！」

　アイ＝ファは立ち止まり、リミ＝ルウに背を向けたまま、言った。

「リミ＝ルウ。お前はもうファの家に来るな」

「えっ!?　何で!?」

　リミ＝ルウが立ちすくんでいるのが、気配でわかる。

　アイ＝ファは振り返らぬままに言葉を重ねた。

「私はドンダ＝ルウの不興を買った。ルウの家の家人として、お前は家長の意をくむべきだ」

「何それ!?　よくわかんないよ！　嫁入りの話を断られて、ドンダ父さんが怒ってるってこと？　大だい丈じよう夫ぶだよ！　リミにはそんなの関係ないし！」

「そればかりではない。私はスン家とも悪い縁を結んでしまったから、私のそばにいる者は私の招く災わざわいに巻き込まれかねないのだ。だからお前も――私に近づくべきではない」

　リミ＝ルウは、しばし黙だまりこんだ。

　そして、感情の読めない声で言った。

「だけど……そんなの気にしてたら、アイ＝ファがひとりぼっちになっちゃうじゃん？」

　遠くに見える森の威容に視線を据え、アイ＝ファは答える。

「それでいいのだ。族長筋に牙きばを向け、ルウの家の厚意を無下にし、あげくの果てに女衆の身で狩人として生きようなどと望む私は、誰だれとも志を同じくすることはかなわないのだろう。私は、一人になりたいのだ」

　自分は一人でも生きていける。

　だから、誰も巻き込みたくはない。

　己の志を曲げぬまま、森に生きて森に死ぬ――今のアイ＝ファが求めているのは、ただそれだけだった。

「やだよそんなの！　リミはアイ＝ファと一いつ緒しよにいたいもん！」

　リミ＝ルウは強情に言い張った。

　アイ＝ファは首を振り、止めていた足を踏み出した。

「どのみち私には、誰とも遊んでいる時間もない。ルウの家に戻れ、リミ＝ルウ。そして二度とファの家に近づくな」

「やだってば！　絶対リミはアイ＝ファに会いに来るからね！」

　べそをかいているようなリミ＝ルウの声。

　その言葉だけで、アイ＝ファには十分だった。

　会いに来なくていい。ただ会いたいと言ってくれたその言葉だけで、今のアイ＝ファには十分すぎるほどだった。

（もういいのだ、リミ＝ルウよ）

　たとえ縁えんが切れてしまっても、リミ＝ルウたちと過ごした日々の記き憶おくが消えてしまうわけではない。

　それを教えてくれたのは、サリス＝ランの存在だった。

　たとえサリス＝ランに嫌きらわれても、憎まれても、彼女がこれまでアイ＝ファに向けてくれた笑顔や言葉が嘘うそになるわけではない。その温かい指先の感かん触しよくは、今でもアイ＝ファの肩に残っている。

　そして、父ギル＝ファである。

　ギル＝ファは、死んでしまった。

　ギル＝ファとは、もう二度と顔を合わせることすらできないのだ。

　それでもアイ＝ファの心から、ギル＝ファの存在が消えてなくなってしまうことはありえないだろう。

（リミ＝ルウ――ジバ婆――サリス＝ラン――みんなの存在があったからこそ、私は幸福に生きていくことができたのだ）

　これからは、その思いを胸に生きていく。

　たとえ死んでしまっても、ギル＝ファが父であり、メイ＝ファが母であるように、たとえ縁が切れてしまっても、リミ＝ルウやジバ＝ルウやサリス＝ランは、アイ＝ファの友だった。

　アイ＝ファがこっそりとそんな風に思い続けることを許してくれるならば――アイ＝ファは、生きていくことができた。

「アイ＝ファのばかっ！　わからず屋！」

　リミ＝ルウの泣き声が背後に遠ざかっていく。

　その泣き声を背中で聞きながら、アイ＝ファは森への道を辿たどっていった。

　頬ほおにあふれる涙を止めることはできなかったが、アイ＝ファの心に迷いはなかった。




　そんなアイ＝ファのもとに異国生まれのおかしな家人がもたらされたのは、それからおよそ二年の後のことだった。
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　このたびは本作『異世界料理道』の第二巻を手に取っていただき、まことにありがとうございます。




　この巻は、全体のおよそ四分の一ほどが書き下ろしの番外編になるという、ちょっと特殊な構成と相成りました。

　前巻のあとがきでもご説明しましたが、本作はもともとウェブサイトで公開していた作品でありまして、一つのエピソードにどれだけの文字数を費やすかは特に定めず自由気ままに書き進めていたのですね。

　その結果として、前巻は書籍一冊分にエピソードをまとめるためにぎゅっと圧縮し、今回は三万字ほど書き下ろす、という結果に相成ったわけであります。

　それならば、本編のエピソードに文章を加えてるふくらませる、という手段もあり、実際にそれも考慮して改稿を進めていたのですが、無為に話をふくらませてもテンポが悪くなるだけだと思い至り、今回は番外編にページを費やすことにしました。

　次巻以降も本編のみで文字数が足りないときは、まず本編にとってベストな構成はどちらか、という点を鑑みて、より良い作品づくりを目指していきたいと思います。




　番外編は『食前酒』と銘打ちまして、二年前のアイ＝ファを主人公とした物語となっております。

　二年前――敬愛する父親を亡くし、族長筋と悪縁を結んでしまうことになる、アイ＝ファにとって最も苦難に満ちた時期でありますね。

　前々からアスタと出会う前のアイ＝ファを描いてみたいと目論んでおりましたので、とても楽しく執筆することができました。

　最初の構成では、エピローグとしてアスタと出会うところまでを描くことになっていたのですが、蛇足感が否めなかったのと、それはもっとじっくり腰を据えて描きたいシーンだなと思い直して、今回のような結末になりました。

　アスタは主人公でありながら道化回しのような立ち位置でもありますので、アスタが登場しないとコメディ要素がうんと下がります。本編とは雰囲気の異なる、ちょっぴり苦みの効いた食前酒と相成りましたが、お楽しみいただければ幸いに存じます。




　本編のほうは、縦書きの書籍として読みやすいように、というのと、あとは読み返してみて気になった部分を微調整する、という形で改稿いたしました。

　前巻と同様に、書籍で初めてこの作品に触れていただけた方々と、ウェブ版をすでに読んで下さっている方々と、その双方に楽しんでいただけるように尽力いたしました。




　物語は粛々と進行しております。

　次巻ではルティムのアレが主題となりますが、森辺の外の情景も少しだけお届けできる内容となっておりますね。

　新キャラクターも登場します。

　アスタやアイ＝ファ、多数の森辺の民たちを理想的な形でビジュアル化して下さったこちも様に、それらのキャラクターたちがどのような姿に描かれるのか、作者が率先して胸を高鳴らせております。




　また、次巻は前巻と同様に長いエピソードとなっておりますので、ぎゅぎゅっと圧縮する必要があるようです。

　雑味だけを取り除いて、より良い内容となるように、力を振り絞りたいと思います。




　さてさて。ずいぶん長いあとがきとなってしまいましたが。

　これからもアスタたちの織り成す物語を楽しんでいただければ望外の喜びでございます。




　最後に、ホビージャパン編集部の担当様、イラストレーターのこちも様、本作の出版に関わって下さったすべての皆様と、そしてこの本を手に取って下さったすべての皆様に重ねて厚く御礼を申し述べさせていただきます。




　それでは、次巻でまたお会いいたしましょう！





二○一五年三月　ＥＤＡ
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